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〈
応
募
資
格
〉

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

満
１８
歳
以
上
の
方

〈
応
募
規
定
〉

⑴
１
人
（
１
団
体
）
何
点
で
も

ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す　

⑵
デ
ザ
イ
ン
は
、
次
の
内
容
を

満
た
す
も
の
と
し
て
く
だ
さ

い
。
①
越
谷
市
の
魅
力
を
市

内
外
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の　

②
越
谷
市
ら
し
さ
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の

〈
応
募
方
法
〉

　

５
月
１０
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

に
、応
募
用
紙
お
よ
び
デ
ザ
イ

ン
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
メ
ー

ル
で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
必

要
デ
ー
タ
を
格
納
し
た
Ｃ
Ｄ
な

ど
の
記
憶
媒
体
を
直
接
ま
た
は

郵
送
で
政
策
課
（
本
庁
舎
２

階
）
へ
。
な
お
、
応
募
に
か
か

る
費
用
は
す
べ
て
応
募
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
記
憶

媒
体
等
は
返
却
し
ま
せ
ん

＊
メ
ー
ル
で
ご
応
募
い
た
だ
く

場
合
、
メ
ー
ル
総
容
量
が
１０

Ｍ
Ｂ
未
満
と
な
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

＊
デ
ザ
イ
ン
デ
ー
タ
は
「
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ
」形
式
で
ご
提
出
く
だ

さ
い

＊
デ
ザ
イ
ン
の
規
格
等
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
「
越
谷
市
版
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

デ
ザ
イ
ン
募
集
要
項
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い

〈
選
考
方
法
〉

　

越
谷
市
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
審
査
委
員
会
の
選

考
を
経
て
、
最
終
選
考
を
市
民

の
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
り
決
定

し
ま
す
（
応
募
数
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

〈
表
彰
・
記
念
品
〉

　

最
終
選
考
に
残
っ
た
デ
ザ
イ

ン
（
優
秀
作
品
）
に
は
ク
オ
カ

ー
ド
５
０
０
０
円
分
、
最
優
秀

作
品
に
は
、
賞
状
と
ク
オ
カ
ー

ド
５
万
円
分
を
記
念
品
と
し
て

贈
呈
し
ま
す
。
最
優
秀
作
品
提

出
者
の
方
は
、
表
彰
や
記
念
撮

影
を
予
定
し
て
い
ま
す

b
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１

２
、
H10015200@city.ko

shigaya.saitam
a.jp

〈時　間〉　午前９時～午後４時
〈取り扱い業務〉　▷市民課業務全般　▷児童
手当・こども医療の申請に関すること　▷学校
指定に関すること（転入や学校区域をまたぐ転
居により学校が変わる場合は、就学指定通知書
をお渡しします）　▷国民健康保険に係る業務の
うち、①転入・転出に伴う、資格取得・喪失の
手続き　②社会保険等の資格取得・喪失に伴う、
国民健康保険の資格取得・喪失の手続き（ただ
し、社会保険等の資格取得・喪失確認ができた
場合に限ります）

＊
イ
ラ
ス
ト
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

　
市
で
は
、
昨
年
１２
月
に
実
施

し
た
「
地
方
版
図
柄
入
り
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を

受
け
、
平
成
３０
年
１０
月
ご
ろ

か
ら
の
「
越
谷
市
版
図
柄
入

り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」

の
導
入
に
向
け
て
動
き
出

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
越
谷
市
の

魅
力
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
一
体
感
を

深
め
る
た
め
、
普
通
自

動
車
等
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。
優
秀
な
作
品
に

は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

５月７日（日）です

最優秀作品にはクオカード5万円分を贈呈

あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン
が

　
　
　
　
　
全
国
を
駆
け
る
！

　

３
月
２５
日
、
都
市
計
画
道
路
八
潮
越
谷
線
の

西
方
地
区
約
３
０
０
㍍
の
区
間
が
共
用
を
開
始

し
、
市
内
全
線
で
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
道
路
八
潮
越
谷
線
は
、
八
潮
市
か

ら
越
谷
市
に
至
る
延
長
約
１７
・
３
㌔
の
埼
玉
県

が
所
管
す
る
幹
線
道
路
で
、「
産
業
道
路
」
の

通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
越
谷
市
内
に
お

い
て
は
、
平
成
９
年
度
に
相
生
陸
橋
が
開
通
す

る
な
ど
、
延
長
約
１０
㌔
の
う
ち
約
９
・
７
㌔
が

１８
年
ま
で
に
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
周
辺
道
路
へ
の
う
回
車
両
の
減
少

や
渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
救
急
搬
送

時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

b
道
路
建
設
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０
２

南北の往来がずっと便利に

　　図柄入り
ナンバープレート

都市計画道路八潮越谷線が市内全線開通

メ
ガ
バ
イ
ト

5月の市民課の休日窓口は

〈日　時〉　５月７日㈰、午前９時～午後４時
〈場　所〉　市民課マイナンバー担当（本庁舎１
階）
〈対象者〉　個人番号カード交付・電子証明書発
行通知書兼照会書が届いた方
〈予約受付〉　マイナンバーカードの受け取りは
事前に電話予約が必要です。予約は随時受け付
けていますので、電話で下記へお問い合わせく
ださい
B市民課マイナンバー担当☎940－8604

マイナンバーカード交付の
休日窓口を開設します

要
予
約

開通を記念して華 し々く記念式典が行われました

今号の主な内容
平成29年度予算の概要・・・・・・・・・・・・・・❷❸
公募委員を募集します・・・・・・・・・・・・・・・・・❸
人間ドック検診料の一部を助成します・・・・❺
環境に優しい設備を設置する方を
応援します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❻
こしがや田んぼアート2017
田植え＆稲刈り体験者募集・・・・・・・・・・・・・❽
＊こどもコーナーはお休みです
＊今号には「施政方針・教育行政方針」のお知らせを折り
込んでいます

越谷市版



　

平
成
２９
年
度
は
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
着
実
な
推

進
と
、
市
民
が
誇
れ
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
推
進
や
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
環

境
の
充
実
な
ど
、
安
全
・
安
心
・
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
た
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
増
減
（
対
前
年
度
比
）

〈
市
税
〉　
市
民
税
が
１
・
２
％
増

の
２
２
４
億
２
６
０
０
万
円
、
固
定

資
産
税
が
１
・
９
％
増
の
１
７
９
億

８
５
０
０
万
円
な
ど
、
全
体
で
１
・

５
％
増

〈
繰
入
金
〉　
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
増
な
ど
で
４４
・
１
％
増

〈
国
庫
支
出
金
〉　
生
活
保
護
扶
助

費
に
係
る
負
担
金
の
増
な
ど
で
３
・

３
％
増

〈
市
債
〉　
老
人
福
祉
施
設
整
備
事

業
債
な
ど
、
公
共
施
設
整
備
に
係
る

通
常
債
の
増
な
ど
で
５
・
１
％
増

歳
出
の
主
な
増
減
（
対
前
年
度
比
）

〈
扶
助
費
〉　
生
活
保
護
扶
助
費
の

ほ
か
、
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
方

に
係
る
給
付
費
等
の
増
で
４
・
４
％

増〈
普
通
建
設
事
業
費
〉　
保
育
所
整

備
や
平
方
公
園
の
整
備
に
係
る
事
業

費
の
増
な
ど
で
６
・
３
％
増

〈
物
件
費
〉　
内
部
事
務
シ
ス
テ
ム

や
学
校
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
係
る
電

算
委
託
料
の
増
な
ど
で
４
・
０
％
増

〈
公
債
費
〉　
過
去
の
市
債
の
償
還

完
了
な
ど
で
１
・
５
％
減

〈
繰
出
金
〉　
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
の

経
費
の
増
な
ど
で
１
・
３
％
増

広報こしがやお知らせ版　平成29年（2017年）4月号 ２

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

713
億円

712
億円

通常債

年度25

380
億円

307
億円

687
億円

393
億円

297
億円

690
億円

411
億円

281
億円

692
億円

421
億円

291
億円

427
億円

286
億円

26 27 28（見込）29（見込）

特例債

7万466円 5万4772円 2万1026円

総額1742億1900万円総額1742億1900万円
平成29年度予算の概要一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせて
一般会計
特別会計
病院事業会計

総額

904億円
720億3100万円
117億8800万円

1742億1900万円

（前年度比2.3％増）
（前年度比0.7％増）
（前年度比0.4％増）

（前年度比1.5％増）～子育て、児童・生徒の学習環境の充実を重視～
一
般
会
計
予
算

市債（借入）残高

通常債：大規模な公共工事を実施する際の借
金。市では市債残高を減らすために、
一般会計の通常債の借り入れを、原
則として毎年度50億円以下に抑制し
ています。

特例債：特例として借り入れた減税補てん債
や臨時財政対策債など国の政策によ
る借金。

歳出（目的別内訳）

市民１人当たりの予算額は、26万6516円

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各
費目の合計が合計値と一致しない場合があ
ります

＊市民1人当たりの額は、平成29年3月1日現在
の総人口（33万9,192人）で割ったものです

款　名 予　算　額 構成比 対前年度比
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
諸 支 出 金
予　備　費
合　　　計

5億9342万円
83億3978万円
422億357万円
81億4009万円

6452万円
6億1044万円
5億6317万円
91億8423万円
40億8087万円
92億9214万円

2万円
71億3196万円

7581万円
1億2000万円

904億円

0.6
9.2
46.7
9.0
0.1
0.7
0.6
10.2
4.5
10.3
0.0
7.9
0.1
0.1

100.0

0.2
6.3
5.3
3.0
▲0.7
4.5

▲21.8
▲8.3
1.0
1.9
0.0
▲1.5
▲11.7
0.0
2.3

職員の給与や
議員報酬などに福祉サービス 市の借入金の

返 済 に

1万9678円 4万7047円 5万3527円

委託料や光熱水費
などの管理費に

学校、道路、公園
等の建設などに

その他（負担金や貸
付、補修費用などに）

6万6116円 5万3023円 934円

市民１人当たりの市税負担額は、13万5513円

市民税 固定資産税 軽自動車税

6619円 1975円 6846円

市たばこ税 事業所税 都市計画税

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しない場合があります。
　％は構成比、カッコ内は前年度比

市税
459億6500万円
50.8％（1.5％）国庫支出金

149億2596万円
16.5％（3.3％）

市債
66億3490万円
7.3％（5.1％）

県支出金
50億9853万円
5.6％（2.3％）

その他
自主財源
19億8704万円
2.2％（0.5％）

諸収入
25億9561万円
2.9％（▲0.8％）

繰入金
23億1048万円
2.6％（44.1％）

使用料及び手数料
17億1247万円
1.9％（▲0.9％）

地方消費税交付金
46億円
5.1％（0.0％）

地方交付税
30億円
3.3％（▲7.7％）

その他
依存財源
15億7001万円
1.8％（▲1.3％）

一般会計（歳入）の内訳

・市税…市民税や固定資産税など
・諸収入…広告料収入や施設収入など
・繰入金…基金からの取り崩しなど
・使用料および手数料…施設の利用や証明書
を発行する際にいただくお金
・その他自主財源…前年からの繰越金や分担
金および負担金など
・国庫支出金…国から交付されるお金
・市債…建設事業などを行うための市の借金
・県支出金…県から交付されるお金

・地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ
れるもの
・地方交付税…地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
・その他依存財源…一定の割合で国や県から
交付されるお金など

・扶助費…児童手当や生活保護などの福祉サ
ービス費
・人件費…職員の給与や議員報酬など
・公債費…市が借り入れた地方債（借金）の
返済金
・普通建設事業費等…学校、道路、公園など
の建設費など
・物件費…委託料や光熱水費などの管理費
・繰出金…特別会計の経費の一部を負担する
もの

・補助費等…ごみ処理や高齢者医療、病院な
どにかかる負担金や団体への補助金など
・維持補修費…施設の補修経費など
・その他…貸付金や予見できない支出に備え
る経費など

・自主財源…市が自主的に収入できるお金
・依存財源…国や県の裁量で割り当てられ
るお金

依存財源
358億
2940万円
39.6%
（1.8％）

自主財源
545億
7060万円
60.4%
（2.6％）

一般会計（歳出【性質別】）の内訳

・義務的経費…支出が義務付けられている
経費
・投資的経費…将来にわたって使用できる
建物、道路などを整備する経費

一般会計
歳入
904億円

普通建設
事業費等
66億7457万円
7.4％（6.3％）

維持補修費
4億1583万円
0.5％（2.9％）

その他
3億5312万円
0.4％（▲16.4％）

その他の
経費
341億
1370万円
37.7%
（1.2％）

義務的
経費
496億
1173万円
54.9%
（2.5％）

一般会計
歳出
904億円

扶助費
239億145万円
26.4%（4.4%）

人件費
185億7832万円
20.6%（1.6%）

物件費
159億5807万円
17.6%（4.0%）

繰出金
101億3093万円
11.2%（1.3%）

公債費
71億

3196万円
7.9%

（▲1.5%）

補助費等
 72億
 5575万円
      8.0%
    （▲3.5%）

投資的経費
66億7457万円
7.4%（6.3％）



広報こしがやお知らせ版　平成29年（2017年）4月号３

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
５１
年
に
開
院

し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救

急
医
療
や
高
度
な
医
療
を
は
じ
め
、

医
療
相
談
な
ど
の
保
健
衛
生
行
政
事

務
な
ど
の
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
２９
年
度
の
病
院
事
業
会
計
の

予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
１
０
４
億

３
７
０
０
万
円
で
、
予
算
の
９５
・
３

％
を
占
め
ま
す
。

　

医
業
外
収
益
（
受
取
利
息
配
当

金
・
他
会
計
負
担
金
な
ど
）
が
５
億

１
２
９
０
万
円
で
４
・
７
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
医
業
費
用
（
職
員
給

与
・
医
療
材
料
費
・
経
費
な
ど
）
が

１
０
７
億
９
２
０
０
万
円
で
予
算
の

９８
・
６
％
、
支
払
利
息
等
の
医
業
外

費
用
が
１
億
３
９
０
０
万
円
で
１
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
固
定
資
産
売
却
代
金

で
１０
万
円
で
す
。

　

支
出
で
は
、
建
設
改
良
費
（
７
―

２
病
棟
改
修
工
事
な
ど
や
医
療
器
械

の
購
入
・
リ
ー
ス
資
産
の
購
入
）
が

５
億
４
８
１
０
万
円
で
６５
・
４
％
、

病
院
事
業
債
の
企
業
債
償
還
元
金
が

２
億
８
９
９
０
万
円
で
３４
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

b
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１

□
越
谷
市
生
涯
学
習
審
議
会
委
員

g
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
、
そ
の
ほ

か
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
調
査

審
議
を
行
い
ま
す
。
会
議
は
日
中
、

年
３
回
程
度
開
催
予
定
。
任
期
は
２

年
間
（
委
嘱
は
７
月
予
定
）　

f
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
７
人
。
①

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市

内
で
活
動
す
る
１８
歳
以
上
の
方　

②

市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員

で
は
な
い
方　

③
本
市
の
職
員
で
な

い
方　

e
４
月
１４
日
㈮
、
午
後
５
時

１５
分
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）（
必
着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
を
記
入
し
た
書
類
と

「
私
が
考
え
る
、
こ
れ
か
ら
の
越
谷

市
の
生
涯
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

小
論
文
（
８
０
０
字
以
内
。
Ａ
４
用

紙
に
横
書
き
で
自
由
書
式
）
を
生
涯

学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
（
郵

送
、
メ
ー
ル
可
）。
書
類
選
考
と
面

接
で
決
定
。
結
果
は
本
人
に
通
知
し

ま
す
。
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２

８
３
、
H10225200@city.koshi

gaya.saitam
a.jp

□
越
谷
市
行
政
経
営
審
議
会
委
員

g
行
政
改
革
の
推
進
や
今
後
の
行
財

政
上
の
重
要
課
題
な
ど
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
す
。
会
議
は
平
日
、
年

５
回
程
度
開
催
予
定
。
任
期
は
２
年

間
（
委
嘱
は
８
月
予
定
）　

f
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内

（
委
員
定
数
は
１５
人
以
内
）。
①
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
市
内

で
活
動
し
て
い
る
１８
歳
以
上
の
方

（
平
成
２９
年
５
月
１２
日
現
在
）　

②

市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員

で
な
い
方　

③
本
市
の
職
員
で
な
い

方　

e
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
１２
日

㈮
、
午
後
５
時
１５
分
ま
で
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）（
必
着
）

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機

と
自
己
Ｐ
Ｒ
（
例
…
市
内
で
の
活
動

内
容
等
）
を
記
入
し
た
書
類
（
Ａ
４

用
紙
に
横
書
き
で
自
由
書
式
）
と

「
私
が
考
え
る
今
後
の
越
谷
市
の
行

財
政
運
営
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
論

文
（
８
０
０
字
以
内
。
Ａ
４
用
紙
に

横
書
き
で
自
由
書
式
）
を
行
政
管
理

課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
へ
（
郵
送
、

メ
ー
ル
可
）。
書
類
選
考
で
決
定
。

結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
提
出

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

＊
ほ
か
の
３
以
上
の
審
議
会
等
に
在

職
し
て
い
る
方
は
、
委
員
に
選
任

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

b
行
政
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１

３
、
H10025200@city.koshiga

ya.saitam
a.jp

病
院
事
業
会
計
予
算

公
募
委
員
を

　
募
集
し
ま
す

病　　院
事業収益

病　　院
事業費用

資 本 的
収　　入

資 本 的
支　　出

資本的収入および支出

104億3700万円
5億1290万円

10万円
109億5000万円

107億9200万円
1億3900万円

900万円
1000万円

109億5000万円

収益的収入および支出

＊病院事業会計は支出総額117億8800万円になります
＊資本的収支の不足額8億3790万円は補てん財源から補てんします

医 業 収 益
医業外収益
特 別 利 益
合　　　　計

医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失
予 備 費
合　　　　計

市立病院事業会計

固定資産売却代金

合　　　　計

建設改良費
企業債償還金
合　　　　計

10万円

10万円

5億4810万円
2億8990万円
8億3800万円

９
つ
の
特
別
会
計

総
額
７
２
０
億
３
１
０
０
万
円

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

９
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
７

２
０
億
３
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
０
・
７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
共

同
事
業
拠
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
０
・
５
％
増
の
３
９
９
億

７
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

保
険
給
付
を
行
う
埼
玉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
の
増

加
な
ど
で
５
・
２
％
増
の
３４
億
１
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢
化

の
著
し
い
進
展
と
要
介
護
者
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
５
・
３
％
増

の
１
６
７
億
４
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

特
別
会
計
は
、
前
年
度
比
３１
・
１
％

減
の
４
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
土
地
区
画
整
理

特
別
会
計
は
東
越
谷
、
七
左
第
一
、

西
大
袋
の
３
会
計
が
あ
り
、
合
計
で

３６
億
４
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
は
、
前
年
度
比
０
・
６
％
増
の

７８
億
３
９
０
０
万
円
、
公
共
用
地
先

行
取
得
特
別
会
計
は
、
前
年
度
比

６６
・
２
％
減
の
３
億
９
０
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

特別会計の内訳

399億7000万円

34億1000万円

167億4000万円

4200万円

2億9000万円

1億5000万円

32億円

78億3900万円

3億9000万円

720億3100万円

 0.5

5.2

5.3

▲31.1

▲6.5

▲61.5

8.1

0.6

▲66.2

0.7

特　別　会　計 対前年度
増減率（%）

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介 護 保 険 会 計

母子父子寡婦福祉資金
貸 付 金 会 計
東越谷土地区画整理
事 業 費 会 計
七左第一土地区画
整理事業費会計
西大袋土地区画整理
事 業 費 会 計

公共下水道事業費会計

公共用地先行取得
事 業 費 会 計

計

　重点戦略事業は、第4次総合振興計画の各
施策を効果的に推進するため、重点的かつ優
先的に実施する事業です。
▷…既存事業　▶…新規事業（既存事業に新
規事業を加えた事業も含む）
（１万円未満は四捨五入）

▷母子健康づくり事業　　　　 １２９８万円
▷保健センター整備事業　　３億２２１４万円
▷がん検診等事業　　　　　４億３２２８万円
▷子育て支援事業　　　　　　 ３３４０万円
▷学童保育室建設事業　　　　   ７０００万円
▷子ども・子育て支援給付事業　　 ３５億円
▷障がい者就労支援事業　　　 １９５０万円
▷老人福祉センター運営事業

３億２７８８万円
▷特別養護老人ホーム等施設整備促進事業

　５億３０００万円
▷西大袋土地区画整理事業 ７億５０００万円
▷小中学校施設空調設備設置事業

８７００万円
▷教職員資質向上事業　　　　 １７２７万円

▷市民活動支援センター管理事業
１億２０２７万円

▷自治会振興事業　　　　　　 ８０６０万円
▷集会施設整備事業　　　　　 ３２５０万円
▷コミュニティ活動推進事業　 ４５５１万円

▷自主防災組織育成事業　　　  １２００万円

▷道路舗装事業　　　　　　４億２４３０万円
▷橋りょう耐震化整備事業 １億６４００万円
▷交通安全施設整備事業　　１億５９６０万円
▷排水機場施設維持管理事業

１億５７８３万円

▷ホームページ・テレビ広報事業
２９５０万円

▷道の駅整備事業　　　　　　　 ６２０万円
▷再生可能エネルギー推進事業 １４００万円
▶産業活性化推進事業　　　　 １５８０万円
▷中心市街地活性化推進事業　　 ５０５万円
▷流通・工業系土地利用事業　　 ２５０万円
▷観光推進事業　　　　　　　 ８０２５万円
▶魅力発信事業　　　　　　　　 ７０４万円
▷地産地消推進事業　　　　　　 ４１５万円
▷農地利用集積事業　　　　　 １２５４万円
▶農業従事・後継者育成事業　 ２１８８万円

▷急患診療所診療業務事業 １億２２９４万円
▷救急医療対策事業　　　　　 １４３４万円
▷感染症対策事業　　　　　　 ２７１４万円
▷災害予防対策事業　　　　　 ４１９１万円
▷消防署所整備事業（谷中分署）

６億８０４４万円

重点戦略５
安心を実感できる命と財産を守るプロジェクト

重点戦略３
安全で利用しやすい公共施設等のマネジメントプロジェクト

重点戦略４
こしがや魅力発信プロジェクト

重点戦略１
子どもも高齢者も元気な未来創造プロジェクト

重点戦略２
地域の協働推進プロジェクト

平成29年度
主な重点戦略事業
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□
西
大
袋
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

　
員
の
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

西
大
袋
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
に
伴

い
、
選
挙
人
名
簿
が
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

a
４
月
３
日
㈪
〜
１６
日
㈰
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分 

d
市
街

地
整
備
課
（
本
庁
舎
３
階
）

＊
立
候
補
届
の
受
け
付
け
は
、
５
月

１
日
㈪
〜
１０
日
㈬
、
投
票
・
開
票

は
５
月
２８
日
㈰
の
予
定
で
す

b
市
街
地
整
備
課
☎
９
６
３
＝
９
２

３
１

□
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
固

　
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
免
税
点
未
満
の
方
を
除
く
）
は
縦

覧
期
間
中
、
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
に

よ
り
市
内
の
固
定
資
産
の
価
格
を
無

料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
固
定
資
産
の
所
有
者
は
縦
覧
期

間
中
、
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
写

し
を
閲
覧
制
度
に
よ
り
無
料
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間

中
に
、
ご
自
身
の
資
産
に
つ
い
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
借
地
人
・

借
家
人
は
借
地
・
借
家
物
件
の
み
の

価
格
等
が
記
載
さ
れ
た
課
税
台
帳
の

写
し
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

a
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
３１
日
㈬
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
、
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分 

d

資
産
税
課
（
第
三
庁
舎
３
階
）
。
閲

覧
（
名
寄
帳
写
し
の
請
求
）
は
、
北

部
・
南
部
出
張
所
で
も
で
き
ま
す

＊
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
等
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
こ
し

が
や
お
知
ら
せ
版
３
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い

b
資
産
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
８

 

４
月
１
日
に
、
市
の
組
織
・
窓
口

が
一
部
変
わ
り
ま
す
。
①
管
理
不
全

な
空
き
家
の
対
策
や
相
談
先
は
、
都

市
整
備
部
建
築
住
宅
課
に
な
り
ま

す
。
▽
問
合
せ…

建
築
住
宅
課
（
本

庁
舎
３
階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
３
５ 

　

②
秘
書
課
を
廃
止
し
、
市
長
公
室

に
市
長
の
秘
書
等
を
行
う
職
員
を
配

置
し
ま
す
。
▽
問
合
せ…

市
長
公
室

〔
秘
書
〕（
本
庁
舎
２
階
）
☎
９
６
３

＝
９
１
１
１

b
行
政
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１

３□
平
成
29
年
度
越
谷
市
食
品
衛
生
監

　
視
指
導
計
画
（
案
）

▽
募
集
期
間…

１
月
１０
日
〜
２
月
１０

日　

▽
意
見
数…

８
件
（
１
団
体
）

　

い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

b
生
活
衛
生
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

３□
越
谷
市
医
師
会
の
臨
時
職
員

g
勤
務
期
間
は
７
月
〜
１０
月
下
旬
、

午
前
１１
時
〜
午
後
４
時　

f
市
内
在

住
で
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
①
看
護
師
・
准
看
護
師
の

免
許
取
得
者
で
採
血
の
経
験
が
あ
る

方　

②
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
取
得

者
で
尿
検
査
・
心
電
図
検
査
等
の
経

験
が
あ
る
方　

e
市
販
の
履
歴
書
に

資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
直
接

ま
た
は
郵
送
で
左
記
へ　

b
（
一

社
）
越
谷
市
医
師
会
（
〠
３４３
＝
０
０

２
２
東
大
沢
１
の
１２
の
１
保
健
セ
ン

タ
ー
３
階
）
☎
９
７
５
＝
６
０
０
８

□
離
職
中
の
看
護
職
の
方
は
、
届
出

を
お
願
い
し
ま
す

　

看
護
職
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

で
、
転
居
や
出
産
育
児
等
で
離
職

し
、
就
業
し
て
い
な
い
方
は
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

〈
届
出
方
法
〉　

埼
玉
県
看
護
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
と
ど
け
る

ん
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
入
力
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
左
記
へ

b
埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
４

８
＝
８
２
４
＝
７
２
２
０

　

４
月
１
日
㈯
か
ら
水
道
の
使
用
開

始
、
中
止
、
名
義
変
更
の
受
付
専
用

電
話
番
号
を
開
設
し
ま
す
。

＊
４
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
は
、
休
日

の
た
め
お
休
み
で
す

〈
受
付
電
話
番
号
〉　

☎
９
６
０
＝

５
６
６
０
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
。
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）

b
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
お
客
さ

ま
課
☎
９
６
６
＝
３
９
３
１

　

越
谷
の
魅
力
や
越
谷
ら
し
さ
を
地

域
外
に
発
信
し
、
市
の
知
名
度
向
上

や
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

〈
対
象
事
業
〉　

歴
史
、
文
化
、
産

業
（
農
商
工
観
）
等
の
魅
力
あ
る
地

域
資
源
を
活
用
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
や
集
客
に
つ
な
が
る
事
業
（
市

外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
出
展
、

地
域
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
）
。
市

か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
て
い
る
事

業
（
見
込
み
の
事
業
も
含
む
）
は
対

象
外

〈
助
成
額
〉　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
２０
万
円
）

〈
対
象
者
〉　

市
内
事
業
者
、
市
内

で
活
動
す
る
団
体
な
ど
（
年
度
内
の

申
請
は
、
１
申
請
者
に
つ
き
１
回
）

〈
申
込
み
〉　

４
月
１０
日
㈪
か
ら
申

請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵

送
で
観
光
課
へ
（
予
算
が
無
く
な
り

し
だ
い
終
了
）。
詳
し
く
は
、
観
光

課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
で
配
布
す
る

応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す
）。
活
用
す
る
地
域
資
源
等
は
申

請
書
の
提
出
前
に
、
観
光
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

b
観
光
課
☎
９
６
７
＝
１
３
２
５

　

３
月
定
例
会
が
２
月
２２
日
〜
３

月
１７
日
に
市
役
所
議
場
で
開
か

れ
、
市
長
提
出
３７
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
副
市
長
武
藤
繁
雄
氏
の

退
任
（
平
成
２９
年
３
月
３１
日
付

け
）
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
青
山

雅
彦
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
青
山
氏
は
、
獨
協

大
学
法
学
部
卒
業
後
、
昭
和
５４
年

４
月
越
谷
市
役
所
職
員
課
勤
務
、

平
成
１５
年
４
月
庶
務
課
長
、
平
成

１６
年
４
月
総
務
部
副
参
事
、
平
成

１７
年
１
月
総
務
部
次
長
、
平
成
１９

年
４
月
総
務
部
副
部
長
、
平
成
２１

年
４
月
か
ら
平
成
２９
年
３
月
ま
で

総
務
部
長
。
６０
歳
。

　

越
谷
市
公
平
委
員
会
委
員
川
合

時
雄
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任

委
員
に
、
再
び
川
合
氏
を
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
冨
永
保
氏
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
委
員
に
、
再
び
冨
永

氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

b
議
会
に
つ
い
て…

議
会
事
務
局

☎
９
６
３
＝
９
２
６
１
、
議
案
に

つ
い
て…

法
務
課
☎
９
６
３
＝
９

１
３
０

企
業
長
に
野
口
晃
利
氏
を
選
任

　

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
企
業

長
福
岡
章
氏
の
退
任
（
平
成
２９
年

３
月
３１
日
付
け
）
に
伴
い
、
後
任

と
し
て
野
口
晃
利
氏
（
前
越
谷
市

立
病
院
事
務
部
長
）
が
３
月
２２
日

に
選
任
さ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で

就
任
し
ま
す
。

副
管
理
者
に
瀧
田
賢
氏
を
選
任

　

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
副
管
理

者
井
上
清
氏
の
退
任
（
平
成
２８
年

１２
月
３１
日
付
け
）
に
伴
い
、
後
任

と
し
て
瀧
田
賢
氏
（
前
越
谷
市
市

長
公
室
長
）
が
３
月
２７
日
に
選
任

さ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で
就
任
し

ま
す
。

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
人
事

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
人
事

人

事

意
見
募
集
結
果

水
道
手
続
き
の
専
用
電
話
を

開
設
し
ま
す

４
月
１
日
市
の
組
織
・
窓
口
が

変
わ
り
ま
す

空
き
家
の
対
策
・
相
談
は

建
築
住
宅
課
へ

縦
覧
・
閲
覧

３
月
議
会
か
ら

３
月
議
会
か
ら

副
市
長

青
山
雅
彦
氏
の

選
任
に
同
意

公
平
委
員
会
委
員

川
合
時
雄
氏
の

選
任
に
同
意

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

冨
永
保
氏
の
選
任
に
同
意

申請はお早めに！
臨時福祉給付金
（経済対策分）

〈対象者〉
　平成２８年度市民税（均等
割）が課税されていない方
（課税者の扶養親族等の方
や、生活保護の被保護者等
の方を除く）
〈申請受付期間〉
　８月３１日（木）まで。郵送
で受け付けています
＊申請書類は３月に、給付
金の対象と思われる方に
送付しています。申請書
類が届いていない方で給
付金の対象と思われる方
や、申請方法など詳しく知
りたい方は、下記コールセ
ンターまでお問い合わせく
ださい

●越谷市臨時給付金コー
ルセンター
☎０１２０ー３７２ー１９２
（午前８時30分～午後５時
15分。土曜・日曜日、祝
日を除く）
B臨時福祉給付金室
☎９６３ー９１９４

越
谷
市
の
魅
力
を〝
市
外
に
〞発
信
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

副市長
青山　雅彦氏野口　晃利氏

瀧田　賢氏

市の臨時職員を募集します

市立病院の職員を募集します

　市立病院では、育児休業代替看護師・任期付短時間看護師
を随時募集しています。詳しくは、市立病院庶務課へお問い
合わせいただくか、市立病院ホームページをご覧ください。
B市立病院庶務課☎965－4562

◆育児休業代替看護師・任期付短時間看護師

高等学校等卒業（見込み
含む）以上の方。期間中、
兼職はできません

月曜～金曜日（月２回程度土曜日勤務あり）、
午後１時～７時（学校休業日は午前8時～午後
７時のうち６時間の交替勤務）

小学校の児童を保護
者に代わって保育

写真を貼った市販の履歴書を直接下記へ

対　　象

勤務日時

勤務内容

申 込 み

◇学童保育指導員（臨時職員）の登録

B青少年課（第二庁舎２階）☎９６３－９１５８

賃　　金 時給
1,070円

市内学童保育
室のいずれか勤務場所

募
集
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□
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　
平
成
２８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
年
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
方
や
新

た
に
課
税
さ
れ
た
方
、
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
を
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ

た
方
に
納
税
通
知
書
と
納
付
書
（
口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に
は
通
知
書

の
み
）
を
４
月
１８
日
㈫
に
お
送
り
し

ま
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

□
仮
徴
収
決
定
・
変
更
通
知
書
を
お

　
送
り
し
ま
す

　

平
成
２９
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
６
月
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
に
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
た
、
２９
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
６
月

以
降
納
付
方
法
が
口
座
振
替
ま
た
は

納
付
書
で
の
支
払
い
に
変
更
と
な
っ

た
方
に
仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
発
送
日
は
、
と
も
に

４
月
１７
日
㈪
で
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
現
在
す
で
に

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
ご
納
付
い

た
だ
い
て
い
る
方
も
変
更
可
能
で

す
。
５
月
３１
日
㈬
ま
で
に
申
請
し
た

場
合
、
６
月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
、
７
月
か
ら
は
口
座
振
替
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
も
の

は
、
保
険
証
、
振
替
口
座
の
通
帳
と

届
出
印
（
新
た
に
口
座
振
替
を
お
申

し
込
み
の
方
の
み
）
で
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

□
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し

　
て
い
ま
す

　
医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
た
方
へ

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
医
療
費
を
把
握
し
、

健
康
管
理
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
４

□
市
税
の
納
付
は

　
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら

納
期
限
の
日
に
引
き
落
と
し
て
納
税

す
る
便
利
な
制
度
で
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
。　

b
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
１

□
平
成
29
年
度
分
の
市
・
県
民
税
の

　
課
税
お
よ
び
課
税
（
非
課
税
）
証

　
明
書
に
つ
い
て

　
市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の

確
定
申
告
等
に
基
づ
い
て
、
平
成
２９

年
度
の
市
・
県
民
税
が
課
税
と
な
る

方
は
、
６
月
か
ら
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
前
年
の
所
得
等
の
記

載
の
あ
る
２９
年
度
（
２８
年
分
）
の

市
・
県
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
の
交
付
の
開
始
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
▽
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収

（
差
し
引
き
）
の
方
…
５
月
１５
日
㈪

か
ら　

▽
普
通
徴
収
の
方
…
６
月
６

日
㈫
か
ら　

▽
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
差
し
引
き
）
の
方
…
６
月
１３

日
㈫
か
ら
。
交
付
の
開
始
ま
で
は
、

２８
年
度
（
２７
年
分
）
が
最
新
年
度
で

す
。
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
場

合
は
、
何
年
度
の
証
明
書
が
必
要
な

の
か
、
提
出
先
等
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
４
月
２
日
㈰
・
１６
日
㈰
・
５
月
７

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d

収
納
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）　

b
収

納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２
（
市

税
）
・
９
１
４
３
（
国
保
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
持
続

性
を
高
め
る
た
め
、
世
代
間
・
世

代
内
の
負
担
の
公
平
を
図
り
、
負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る

観
点
か
ら
、
平
成
２９
年
度
以
降
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

措
置
が
変
わ
り
ま
す
。

〈
所
得
割
額
の
軽
減
〉

　

表
１
の
と
お
り
。
対
象
は
、
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
（
前

年
中
の
所
得
か
ら
基
礎
控
除
額

〔
３３
万
円
〕
を
控
除
し
た
額
）
が

５８
万
円
以
下
の
方
（
年
金
収
入
の

み
の
方
は
、
年
金
収
入
２
１
１
万

円
以
下
の
方
が
該
当
）
で
す
。

〈
被
用
者
保
険
（
※
）
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
対
す
る

均
等
割
額
の
軽
減
〉

　

表
２
の
と
お
り
。
※
被
用
者
保

険
…
協
会
け
ん
ぽ
（
旧
「
政
府
管

掌
健
康
保
険
」
）
、
健
康
保
険
組

合
、共
済
組
合
、船
員
保
険
の
こ
と

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝

９
１
７
０

□
国
民
年
金
保
険
料
が

　
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

が
月
額
１
万
６
２
６
０
円
か
ら
１

万
６
４
９
０
円
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

□
学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き

　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
か
つ

在
学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な

い
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

申
請
書
（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
日
本
年
金
機

構
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
（
は
が
き
）
が
届
か
な
い
方

や
、
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
、

市
民
課
国
民
年
金
担
当
で
随
時
申

請
で
き
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
も

の
は
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、

年
金
手
帳
、
学
生
証
（
両
面
コ
ピ

ー
で
も
可
）
、
印
鑑
で
す
。

b
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
６
０
＝

１
１
９
０
、
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
担
当
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５

後期高齢者
医療保険料の
軽減措置が
変更されます

＊申請書の記入・提出後、市から交付の決定を受けてから請求書にご
記入ください（原則、上記の書類等がそろっていれば、申請・請求は1
回の手続きで済みます）。国保の方のみ問診票の記入も必要です

＊人間ドックの助成を受けた年度は越谷市で実施する特定健康診査・後期高齢者
健康診査を受診することはできません。助成後に特定健康診査・後期高齢者健
康診査を受診していたことが判明した場合、助成金を返還していただきます
＊申請・請求は越谷市役所へお越しください。出張所、地区センターでは受け付
けできません
＊受診した年度の３月３１日までに申請・請求をしてください。なお、年度末に受診し
たため年度内に検診結果の写しを提出できない場合は、下記へお問い合わせく
ださい

B国民健康保険課（第二庁舎１階）
▷国民健康保険に加入の方…給付担当☎９６３－９１５４
▷後期高齢者医療制度に加入の方…後期高齢者医療担当☎９６３－９１７０

越谷市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の方へ

人間ドック検診料の
一部を助成します平成29年度

国民健康保険

対 象 者

助成金額

助成要件

請求方法

後期高齢者医療制度

年度年齢４０歳以上で越谷市
国民健康保険に加入の方

人間ドックの検診料に要した費用で１０，０００円を限度とし、
１人につき1年度に１回の助成

・国民健康保険税または後期高齢者医療保険料に滞納がな
いこと

・人間ドックの検査項目に特定健康診査の基本的な検査項目
を含むこと

・助成を受ける年度の特定健康診査または後期高齢者健康
診査を受診していないこと

人間ドック受診後、申請書に次の書類を添付して申請・請求し
てください
＜持ち物＞
国保・後期共通…保険証、検診機関で発行された人間ドック検
診料の領収証（原本）、検診機関で発行された人間ドック検診
結果の写し
国保の方…世帯主の印鑑、世帯主名義の振込先口座情報
後期の方…受診者の印鑑、受診者名義の振込先口座情報

越谷市で資格を有する後期高
齢者医療制度に加入の方

　被保険者の健康の保持増進を図るため、国民健康保険（実施年度中40
歳以上の方）または後期高齢者医療制度加入者の人間ドックに要した費用
の一部を助成します。

　ご自身または同一生計の親族のためにスイッチＯＴＣ
薬（薬局等で販売されている薬の内、控除対象表示があ
るもの）を購入した場合の費用について、現行の医療費
控除との選択性により、適用を受けることができる「医
療費控除の特例制度」が創設されました。この特例制度
は、平成３０年度分の市・県民税の申告から適用されます。
〈制度の主な内容〉　
◯適用要件…控除の適用を受ける本人が健康診断等の国
が定める一定の健康増進のための取り組みを行っている
こと　
◯適用期間…平成２９年１月１日～３３年１２月３１日の５年
間に支払った国が定めるスイッチＯＴＣ薬の購入費　
◯所得控除…スイッチＯＴＣ薬の購入費のうち１万２,０００
円を超える額を所得控除します（８万８,０００円を限度）
〈領収書等を保管しましょう〉
特例の適用を受けるための申告手続きには、スイッチＯ
ＴＣ薬の購入費の額を確認できる領収書等の証明書類が
必要です
＊詳しくは厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.
jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html)をご覧く
ださい

B市民税課☎９６３－９１４４

国
民
年
金

　
　
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

国
保
の
お
知
ら
せ

28年度

5割所得割額の
軽減割合

29年度 30年度

2割 軽減なし

表1

資格取得後２年を
経過する月までは
５割軽減（その後
は軽減なし）

28年度

9割均等割額の
軽減割合

29年度 30年度 31年度以降

7割 5割

表2

医療費控除の特例制度
（スイッチＯＴＣ薬控除制度）が
創設されました
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利
用
・

用
活

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

 

―
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間
―

環
境
に
優
し
い
設
備
を

設
置
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

市（県）の鳥シラ
コバトを見るこ
とができます

□
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入

　

団
体
管
理
下
で
活
動
中（
国
内
）の

事
故
な
ど
を
補
償
す
る
平
成
２９
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
（
傷
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用

保
険
）
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

f
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を
行

う
４
人
以
上
の
団
体　

e
郵
便
局

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
で
払
い
込
み

後
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
貼
付

し
た
加
入
依
頼
書
を
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
埼
玉
県
支
部
へ
郵
送
。
詳
し
く

は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育

館
・
地
域
体
育
館
・
市
民
球
場
・
し

ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
・
弓
道

場
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎

４
階
）
で
配
布
す
る
し
お
り
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い　

b
（
公
財
）
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部
☎
０
４
８

＝
７
７
９
＝
９
５
８
０

□
こ
し
が
や
公
共
交
通
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
内
で
運
行
し
て
い
る
鉄
道
、
路

線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交

通
に
関
す
る
情
報
（
平
成
２９
年
２
月

現
在
）
を
掲
載
し
た
「
こ
し
が
や
公

共
交
通
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
外
出
の
際
に
活
用
し
、
公

共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
配
布
場
所
〉　

市
役
所
総
合
受

付
、
広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２
階
）、

都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）
、
各

地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

b
都
市
計
画
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

１

□
商
店
会
等
が
発
行
す
る
「
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
内
の
商
店
会
や
越
谷
商
工
会
議

所
で
は
、
駅
周
辺
商
店
街
エ
リ
ア
の

飲
食
店
や
個
店
等
を
紹
介
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
個

性
あ
ふ
れ
る
商
店
街
の
魅
力
が
た
っ

ぷ
り
詰
ま
っ
た
冊
子
を
持
っ
て
、
街

歩
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
見
つ
け
る
、
せ
ん
げ
ん
台
（
越
谷

商
工
会
議
所
発
行
）

　

せ
ん
げ
ん
台
駅
周
辺
商
店
街
の
お

店
や
お
散
歩
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

○
き
た
こ
し
が
や
商
店
会G

U
ID
E 

B
O
O
K

（
北
越
谷
商
店
会
発
行
）

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
生
活
便
利
帳
や

商
店
街
マ
ッ
プ
、
商
店
会
の
お
店
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
越
谷
中
央
商
店
会
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

２
０
１
７
（
越
谷
中
央
商
店
会
発

行
）

　

越
谷
駅
東
口
の
越
谷
中
央
商
店
会

の
個
性
あ
ふ
れ
る
個
店
や
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
な
ん
こ
し
わ
く
わ
く
ガ
イ
ドvol.5

（
南
越
谷
商
店
会
発
行
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
付
い
た
お
得

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

〈
配
布
場
所
〉　

産
業
支
援
課
（
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）
、
越

谷
商
工
会
議
所
、
各
商
店
会
エ
リ
ア

の
店
舗
ほ
か

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０

　

市
で
は
、
雨
水
の
有
効
利
用
を

目
的
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

〈
雨
水
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
〉　

▽

資
源
の
有
効
利
用　

▽
日
常
的
な

散
水
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

水
道
料
金
を
節
約　

▽
雨
水
の
流

出
抑
制
を
図
り
、
河
川
へ
の
負
担

を
軽
減

〈
助
成
金
の
対
象
施
設
と
金
額
〉

①
新
た
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す

る
場
合…

市
販
の
８０
㍑
以
上
の
雨

水
貯
留
槽
、
工
事
費
用
の
２
分
の

１
以
内
の
額
（
限
度
額
２
万
円
）

　

②
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り

不
用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯

留
施
設
に
転
用
す
る
場
合…

ポ
ン

プ
設
備
を
備
え
た
も
の
、
一
律
３

万
５
０
０
０
円

＊
②
の
場
合
、
埼
玉
県
の
補
助
制

度（
限
度
額
１０
万
円
）が
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
条
件
や
補
助
対

象
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
事

前
に
埼
玉
県
水
環
境
課
（
☎
０

４
８
＝
８
３
０
＝
３
０
８
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〈
対
象
者
〉　

越
谷
市
に
住
所
を

有
す
る
世
帯
（
予
定
世
帯
含
む
）

お
よ
び
自
治
会
ま
た
は
事
業
者

〈
申
込
み
〉　

工
事
（
購
入
）
前

に
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

へ
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３

　

温
暖
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

〈
補
助
対
象
設
備
〉　

①
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
認
証
を
受
け
た
未

使
用
品
で
あ
っ
て
、
交
付
決
定
日

以
降
に
着
工
し
、
新
規
に
設
置
を

す
る
も
の　

②
平
成
３０
年
３
月
１５

日
㈭
ま
で
に
電
力
会
社
と
受
給
契

約
を
結
び
、
余
剰
電
力
の
買
い
取

り
契
約
が
結
ば
れ
る
こ
と

〈
補
助
金
の
額
〉　

最
大
出
力
１

㌔
㍗
当
た
り
２
万
円
。
上
限
は
、

戸
建
て
住
宅
は
８
万
円
（
４
㌔

㍗
）
、マ
ン
シ
ョ
ン
は
２０
万
円

（
１０
㌔
㍗
）

＊
市
内
に
本
店
を
置
く
市
内
業
者

と
契
約
を
締
結
し
、
領
収
書
の

発
行
を
受
け
る
場
合
は
補
助
の

上
限
は
１０
万
円
（
５
㌔
㍗
）

〈
補
助
金
の
対
象
者
〉　

自
ら
居

住
す
る
住
宅
に
設
置
す
る
市
内
在

住
の
方
、
ま
た
は
３０
年
３
月
３１
日

㈯
ま
で
に
市
内
に
居
住
予
定
の
方

お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
管
理
組
合

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に

法
令
違
反
が
な
い
こ
と

〈
申
込
み
〉
　
▽
前
期…

５
月
８

日
㈪
〜
１９
日
㈮　

▽
後
期…

９
月

２５
日
㈪
〜
１０
月
６
日
㈮
。
右
記
受

付
期
間
、
工
事
開
始
前
に
、
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
環

境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

へ
。
申
請
書
は
環
境
政
策
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
予
算
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た

場
合
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す

＊
後
期
受
付
期
間
の
終
了
後
、
予

算
を
超
え
て
い
な
か
っ
た
場
合

は
随
時
受
け
付
け
ま
す

＊
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
工
事

に
着
工
し
た
場
合
、
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん

＊
隣
接
地
に
高
層
建
築
物
が
建
て

ら
れ
る
な
ど
発
電
量
が
低
下
す

る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
積
雪
時
に
落

雪
等
に
よ
る
危
険
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
近
隣
の
状
況
も

考
慮
し
て
く
だ
さ
い

＊
訪
問
販
売
等
に
よ
る
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
契
約
の
際
は
情
報
収
集
を

行
い
、
納
得
の
で
き
る
契
約
を

し
て
く
だ
さ
い

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３

雨
水
利
用
を
応
援

雨
水
貯
留
施
設
の

設
置
費
等
を
助
成
し
ま
す

80ℓ以上

太
陽
光
発
電
利
用
を
応
援

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

本
市
を
含
む
埼
葛
１２
市
町
で

は
、
毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同

和
行
為
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
同
和
問
題
の
解
決
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
「
え
せ
同
和
行
為
の

排
除
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
図

書
等
物
品
購
入
の
強
要
」
や
「
寄

付
金
・
賛
助
金
の
強
要
」
な
ど
、

不
法
・
不
当
な
行
為
や
要
求
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
要
求
を

受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で

な
く
、
国
民
の
間
に
同
和
問
題
に

対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
つ

け
、
新
た
な
偏
見
や
差
別
意
識
を

生
む
要
因
と
な
り
、
同
和
問
題
解

決
の
た
め
に
多
く
の
人
々
が
積
み

重
ね
て
き
た
人
権
教
育
や
啓
発
活

動
の
効
果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

　
え
せ
同
和
行
為
は

　
断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
に
対
し
て
応
じ

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
然
と

し
た
態
度
で
断
固
拒
否
し
、
え
せ

同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な
対
応
は

更
に
つ
け
込
ま
れ
、
同
和
問
題
の

解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※

同
和
問
題
と
は…

「
同
和
地
区

に
住
ん
で
い
る
」
あ
る
い
は
「
同

和
地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
理

由
で
、
結
婚
や
就
職
、
日
常
生
活

な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け
、
憲
法

が
保
障
す
る
「
基
本
的
人
権
」
が

侵
害
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
の
歴

史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
、
現
在

も
な
お
存
在
す
る
我
が
国
固
有
の

重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
こ
う
し

た
中
、
平
成
２８
年
１２
月
１６
日
か
ら

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
埼
葛

１２
市
町
で
は
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
引
き
続
き
連
携
し

な
が
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

キャンベルタウン野鳥の森を
再開しました

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
飼
育
動
物
へ
の
感
染

防
止
強
化
の
た
め
、
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
は
臨

時
休
園
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
月
２５
日
か
ら
再
開
し
ま
し

た
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝

９
２
２
５

ふ
れ
あ
い
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

〈
日
時
〉
５
月
５
日
㈷
、
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時

〈
場
所
〉　

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ

ウ
ン
野
鳥
の
森

〈
内
容
〉　

ポ
ニ
ー
乗
馬
・

ふ
れ
あ
い
動
物
コ
ー
ナ
ー
、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

〈
費
用
〉　

無
料
（
一
部
有

料
）

b
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥

の
森
☎
９
７
９
＝
０
１
０
０



広報こしがやお知らせ版　平成29年（2017年）4月号7

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

お
知
ら
せ

「楽しい、売れる、直売商品作り」という課題で
農産物直売にかける思いを発表する本多さん

市内バス路線の運行経路等を
一部変更します

市民活動支援センター

ななサポこしがやの講座

男女共同参画支援センター

ほっと越谷の催し

ふれあい広場前

東埼玉テクノポリス方面

桜井地区
センター桜井地区センター入口

上間久里南自治会館

間久里第四公園
入口

児童館コスモス前

せんげん台駅東口方面
①の運行経路
②の運行経路

整備された屋外掲示板

下間久里東自治会館入口

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

４
月
〜
６
月
の
開
催
日…

４
月
１
日

㈯
〜
４
日
㈫
、
y
１１
日
㈫
〜
１６
日

㈰
、
２２
日
㈯
〜
２５
日
㈫
、
y
５
月
２

日
㈫
〜
７
日
㈰
、
y
１１
日
㈭
〜
１４
日

㈰
、
１７
日
㈬
〜
２２
日
㈪
、
y
６
月
１

日
㈭
〜
４
日
㈰
、
y
１０
日
㈯
〜
１３
日

㈫
、
１６
日
㈮
〜
１９
日
㈪

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で
備
品
を

購
入
し
ま
し
た

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
を

財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助

成
し
て
い
ま
す
。
越
谷
市
新
方
地
区

自
治
会
連
合
会
で
は
、
平
成
２８
年
度

宝
く
じ
助
成
を
受
け
、
屋
外
掲
示

板
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
ア
ン
プ
、
マ
イ

ク
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
、
い

す
、
テ
ン
ト
の
自
治
会
活
動
に
必
要

な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

b
市
民
活
動
支
援
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
３

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
を
休
止
し
ま
す

a
５
月
８
日
㈪
〜
１３
日
㈯　

g
特
別

清
掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
は
休
館
日
を
除
き
平
常
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す　

b
越
谷
市
民
プ
ー

ル
☎
９
９
２
＝
６
６
０
２

□
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
利
用
休
止

a
平
成
３０
年
２
月
２３
日
㈮
〜
３
月
９

日
㈮　

g
施
設
の
修
繕
の
た
め
、
大

ホ
ー
ル
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん　

b

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
９

８
５
＝
１
１
１
１

□
越
谷
市
ね
ぎ
研
修
生
が
埼
玉
県
青

年
農
業
者
研
究
大
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

g
２
月
１０
日
、
さ
い
た
ま
市
民
会
館

お
お
み
や
で
開
催
さ
れ
た
第
２３
回
埼

玉
県
青
年
農
業
者
研
究
大
会
で
、
本

市
の
新
規
就
農
・
農
業
後
継
者
育
成

支
援
事
業
（
ね
ぎ
研
修
事
業
）
の
第

１
期
研
修
生
の
本
多
正
隆
さ
ん
が
、

意
見
発
表
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
１０
月
に
開
催

さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
村
青
少
年

ク
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
会

に
、
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
予
定

で
す　

b
農
業
振
興
課
☎
９
６
３
＝

９
１
９
３

□
市
民
の
投
稿
作
品
等
を
紹
介
す
る

　

文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―

越
谷
文
化
」
第
35
号
販
売
中

　

随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
評

論
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写

真
の
ほ
か
に
、
小
・
中
学
生
、
高
校

生
に
よ
る
作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
第
３５
号
の
優
秀
賞
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

略
。
カ
ッ
コ
内
は
部
門
）
。
▽
石
田

美
佐
子
（
随
筆
）　

▽
加
藤
幸
一

（
レ
ポ
ー
ト
）　

▽
鈴
木
康
央
（
俳

句
）　

▽
永
井
勇
雄
（
川
柳
）　

▽

二
ノ
宮
弥
訓
（
ジ
ュ
ニ
ア
・
学
生
）

　

▽
岡
田
友
雄
（
写
真
）　

▽
山
本

夢
亜
（
ス
ケ
ッ
チ
）

〈
販
売
場
所
〉　

生
涯
学
習
課
（
第

二
庁
舎
４
階
）
、
大
間
野
町
旧
中
村

家
住
宅
、
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅
、

市
立
図
書
館
、
南
部
図
書
室
、
こ
し

が
や
能
楽
堂
、
市
立
病
院
内
売
店
、

市
内
の
一
部
書
店

〈
販
売
価
格
〉　

７
０
０
円

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
８
月
の
日
曜
日
分
野
球
場
貸
し
出

し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録
に
つ

い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁

舎
４
階
）
へ
）　

e
５
月
１
日
㈪
〜

６
日
㈯
に
、
電
子
申
請
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

b
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４□
通
勤
に
便
利
な
特
急
列
車
が
新
設

さ
れ
ま
す

　

東
武
鉄
道
は
、
４
月
２１
日
㈮
の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
よ
り
朝
・
夕
通
勤
時
間

帯
に
浅
草
〜
春
日
部
間
で
運
転
す
る

「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ナ
ー
」
と
東

武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
ま
で
運

転
す
る
「
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ナ

ー
」
な
ど
の
特
急
列
車
を
新
設
し
ま

す
。
両
列
車
と
も
夕
方
の
通
勤
時
間

帯
に
、
下
り
列
車
の
一
部
（
１
日
に

合
計
５
本
）
が
せ
ん
げ
ん
台
駅
に
停

車
し
ま
す
。
な
お
、
浅
草
駅
発
着
の

快
速
・
区
間
快
速
列
車
は
廃
止
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
東
武
鉄
道
お
客
さ

ま
セ
ン
タ
ー
（
☎
０３
＝
５
９
６
２
＝

０
１
０
２
。
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

７
時
）
へ
。
ま
た
は
東
武
鉄
道
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.tobu 

.co.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

b
都
市
計
画
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

１

　特に記載がない場合はH無料　DE 

B男女共同参画支援センター「ほっと
越谷」☎９７０－７４１１（月曜日、祝日休所）
□パネル展示「世界地図で見てみ
よう！　世界と日本の男女平等」

A４月４日㈫～28日㈮　G「ジェンダー
ギャップ指数」をもとに「ほっと越谷」で
作成した世界地図やパネルを展示
□シネマサロン「震災と子どもた
ち」

A４月23日㈰、午後１時30分～２時30
分、午後３時30分～４時30分（２回上
映）　Gドキュメンタリー「ぼくたちわた
したちが考える復興　夢をのせて」の
上映。東日本大震災で被災した石巻市
立雄勝小学校の５年生が被災に向き合
いながら、自分たちが考えた復興を
テーマに大きな版画を完成させるまで
の姿を追う　F30人
□「『ほっと越谷』さんもくナイト・
手仕事を楽しむ」

A４月20日㈭、午後６時30分～８時　
G毎月第３木曜日は、「ほっと越谷」で
夜のひとときを過ごしませんか。４月は
「シュシュ（髪用アクセサリー）づくり」
で、おしゃべりしながら手仕事を楽しみ
ます　E当日会場へ（出入り自由）

　特に記載がない場合はH無料　DE 

B市民活動支援センター「ななサポこ
しがや」☎９６９－２７５０
□かふぇとも
A４月26日㈬、午前１０時～１１時３０分
　G勉強しない、ゲームばかりして困
る等の子育ての悩みを語り合う。分か
る算数入門（考える道筋など）も紹介　
F幼児・小学校低学年のお子さんをも
つ保護者20人　E随時受付
□パソコンなんでも相談
A４月22日㈯、午後１時から・午後３時
から　F市内在住・在勤・在学の方各
回５人（新規の方優先）　E４月５日㈬、
午前９時から
□ぽっぽひろば（絵本の読み聞か
せと子育てサロン）

A４月15日㈯、午前10時～11時10分
　F20組　E随時受付
□ＮＰＯの申請・労務相談
A４月15日㈯、午後１時30分から・午
後２時30分から（各回５０分）　F市民
活動団体２組　E４月８日㈯まで

越谷特別市民「ガーヤちゃん」の
マンホールを設置しました

　越谷駅東口の越谷ツインシティＢシティ付近に、ガー
ヤちゃんのマンホールを設置しました。マンホールにス
マートフォンをかざすと、哀愁漂う表情のガーヤちゃん
が越谷の魅力を紹介する映像が流れます。
＊映像を見るにはスマートフォン用アプリ「Aurasma
（オーラズマ）」をインストールし、越谷市チャンネ
ルをフォローしてください
ガーヤちゃんのマンホールカードを配布します
　４月３日（月）から、市民活動支援センター「ななサポ
こしがや」でガーヤちゃんのマンホールカードを配布し
ます（観光物産拠点施設「ガーヤちゃんの蔵屋敷」のオ
ープン後は蔵屋敷で配布します）。
＊平成２８年１２月から配布しているシラコバトのマンホ
ールカードは、４月１日（土）から水辺のまちづくり館
で配布します
＊詳しくは、「下水道広報プラットホーム」ホームペー
ジ（http://www.gk-p.jp/）をご覧ください

B下水道課☎963－9206、観光課☎967－1325

　

㈱
ジ
ャ
パ
ン
タ
ロ
ー
ズ
が
運
行
す
る
バ
ス
路

線
の
運
行
経
路
・
時
刻
が
４
月
上
旬
ご
ろ
に
一

部
変
更
さ
れ
ま
す
。
運
行
開
始
日
は
、
決
定
し

だ
い
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口
〜
大
杉
公
園
通
り
〜
松

伏
町
〜
東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
線
の
運
行
経

路
の
一
部
変
更
・
運
行
時
刻
の
変
更

①
現
行
の
運
行
経
路
か
ら
新
た
に
設
置
す
る

「
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
入
口
、
上
間
久
里
南
自

治
会
館
、
間
久
里
第
四
公
園
入
口
」
の
３
つ
の

バ
ス
停
を
運
行
す
る
経
路
に
一
部
変
更
。
ま

た
、
昼
間
の
運
行
を
減
便

②
せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口
か
ら
新
た
に
設
置
す
る

３
つ
の
バ
ス
停
を
循
環
す
る
バ
ス
路
線
の
開

設
。
運
行
時
刻
は
、
平
日
の
午
前
８
時
台
〜
午

後
０
時
台
（
約
６
便
）
、
平
日
の
午
後
３
時
台

〜
４
時
台
（
約
４
便
）
に
運
行

○
せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口
〜
市
立
病
院
線
の
運
行

時
刻
の
変
更

▽
最
終
バ
ス
の
発
車
時
刻
を
繰
り
上
げ

b
㈱
ジ
ャ
パ
ン
タ
ロ
ー
ズ
☎
９
９
３
＝
１
１
１

８
、
都
市
計
画
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
１
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講
演
・
教
室

講
演
・
教
室

色とりどりのチューリップに目を奪われます

優勝を目指して真剣勝負各施設の職員が説明します

体を元気に動かして介護予防！

越ヶ谷宿の

甲冑めぐり
かっちゅう

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
講
習
会

前
回
は
リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
星
奈
津
美
さ
ん

□
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

a
４
月
８
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
第
１６
〜

１８
会
議
室　

g
〈
広
告
表
示
規
制
〉

こ
ん
な
広
告
許
さ
れ
る
の
？　

講
師

は
弁
護
士
の
髙
橋
陽
介
さ
ん　

h
無

料　

e
電
話
で
く
ら
し
安
心
課
へ
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
す
で
に
前

期
分
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、

新
た
な
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１

５
６

□
市
政
移
動
教
室

a
５
月
８
日
㈪
、
午
前
８
時
４０
分
に

市
役
所
集
合　

d
こ
し
が
や
能
楽

堂
・
花
田
苑
、
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
、

消
防
本
部
・
消
防
署
、
旧
東
方
村
中

村
家
住
宅　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る

方
３３
人
（
抽
選
）　

h
無
料　

e
４

月
１４
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
、
は
が

き
に
市
政
移
動
教
室
と
記
入
の
う
え

参
加
者
全
員
（
１
枚
に
２
人
ま
で
）

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
し
左
記
へ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
）
。
結
果

は
４
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
鴨

場
に
名
簿
を
提
出
し
ま
す　

b
広
報

広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

□
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
身
体
）

a
５
月
２０
日
㈯
・
６
月
３
日
㈯
・
１７

日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
全

３
回
）　

d
第
１
体
育
館　

g
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等　

f
市

内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
２０
人　

h
無
料　

e
４

月
１４
日
㈮
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ　

b
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４
、
D
９
６
５
＝
５
９
５
４

□
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
「
サ
ッ
カ
ー
教

室
」

a
６
月
４
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
１５
分
集
合
）　

d
鷺
後

小
校
庭
（
駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
雨
天
時
は
体
育
館
で
開

催
）　

g
浦
和
レ
ッ
ズ
ハ
ー
ト
フ
ル

ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま

す　

f
保
護
者
の
同
伴
が
可
能
な
市

内
在
住
の
小
学
１
〜
６
年
生
９０
人

（
抽
選
）　

h
５
０
０
円
（
保
険

代
、
諸
経
費
）　

e
５
月
８
日
㈪
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
、
往
復
は
が
き

の
往
信
面
に
参
加
す
る
小
学
生
の
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
、
返

信
面
に
応
募
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ
。
結
果

は
５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す　

b
越

谷
市
歯
科
医
師
会
（
〠
343
＝
０
０
２

２
東
大
沢
１
の
１２
の
１
）
☎
９
７
８

＝
０
０
１
１
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
９
日
〜
６
月
２７
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
（
全
８

回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
親
子
で

器
械
体
操
等　

f
３
歳
（
４
月
１
日

現
在
）
〜
６
歳
（
就
学
前
）
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
４０
組　

e
４
月
１２
日

㈬
、
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎

４
階
）
へ
。
春
期
教
室
に
参
加
す
る

方
は
秋
期
教
室
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

＊
対
象
年
齢
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

る
場
合
は
、
臨
時
保
育
室
で
お
預

か
り
し
ま
す
。
受
付
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
（
実
費
負
担
あ
り
）

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
市
民
読
書
会
文
学
散
歩

a
５
月
２０
日
㈯
、
午
前
８
時
４５
分
に

市
立
図
書
館
集
合　

d
平
林
寺　

g

平
林
寺
に
つ
い
て
学
ぶ
。
課
題
図
書

（
「
武
蔵
野
」
国
木
田
独
歩
著
）
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
現
地
を
見
学
す

る
（
課
題
図
書
を
市
立
図
書
館
で
貸

し
出
し
ま
す
の
で
、
当
日
ま
で
に
読

ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）　

f
１０
人

（
抽
選
）　

h
５
０
０
円
（
拝
観

料
）　

e
４
月
２１
日
㈮
ま
で
（
必

着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
１

枚
に
つ
き
１
人
）
を
記
入
し
左
記
へ

　

b
市
立
図
書
館
（
〠
343
＝
０
０
２

３
東
越
谷
４
の
９
の
１
）
☎
９
６
５

＝
２
６
５
５

□
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！　

体
幹
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

a
６
月
２
日
〜
３０
日
の
毎
週
金
曜

日
、
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分
（
全
５

回
）　

d
中
央
市
民
会
館
３
階
ホ
ー

ル　

g
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

f
市

内
在
住
の
勤
労
者
４０
人　

h
無
料　

c
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ　

e

４
月
２８
日
㈮
、
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
左
記
へ　

b
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９

６
３
＝
９
２
８
４

□
男
性
の
た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

a
５
月
３０
日
〜
６
月
２０
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
（
全

４
回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
ラ
ケ

ッ
ト
テ
ニ
ス
等　

f
市
内
在
住
の
男

性
１８
人　

h
無
料　

e
４
月
１９
日

㈬
、
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
左
記
へ　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

d
a
▽
北
部
市
民
会
館…

５
月
１０
日

〜
７
月
１２
日
の
毎
週
水
曜
日
（
５
月

２４
日
を
除
く
。
全
９
回
）
。
１０
月
１８

日
㈬
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ　

▽
中
央

市
民
会
館…

７
月
１８
日
〜
９
月
１９
日

の
毎
週
火
曜
日
（
８
月
１５
日
を
除

く
。
全
９
回
）
。
１２
月
１２
日
㈫
に
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
。
い
ず
れ
も
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分　

g
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
、
体
操
指
導
が
で
き
る
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
座
。
講
師
は

越
谷
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡

協
議
会
の
理
学
療
法
士
な
ど
。
講
座

終
了
後
に
現
地
支
援
あ
り　

f
次
の

①
〜
④
に
該
当
す
る
自
治
会
等
、
各

コ
ー
ス
８
団
体
（
抽
選
）
。
新
規
の

自
治
会
等
の
参
加
が
優
先
と
な
り
ま

す
。
１
団
体
に
つ
き
市
内
在
住
で
運

動
制
限
の
な
い
２０
歳
以
上
の
方
４
〜

５
人
。
①
地
域
に
新
た
に
、
誰
で
も

集
ま
れ
る
場
を
立
ち
上
げ
る
意
欲
が

あ
る　

②
自
治
会
館
・
集
会
所
な

ど
、
地
域
で
集
ま
れ
る
場
所
を
持
っ

て
い
る　

③
地
域
で
週
１
回
以
上
活

動
し
、
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る　

④
講
座
の
３
分
の
２
以
上
に

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る　

h
無
料

　

e
北
部
市
民
会
館
は
４
月
２１
日
㈮

ま
で
、
中
央
市
民
会
館
は
６
月
２３
日

㈮
ま
で
に
、
参
加
申
込
書
を
直
接
地

域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二

庁
舎
１
階
）
へ
。
参
加
申
込
書
は
地

域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
地

区
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す　

b
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

□
英
語
検
定
・
英
検
勉
強
会

　

い
ず
れ
も
e
４
月
８
日
㈯
・
１５
日

㈯
、
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分
に
、
受

験
料
を
添
え
て
中
央
市
民
会
館
４
階

会
議
室
へ　

b
越
谷
英
検
事
務
局
・

小
林
☎
９
７
２
＝
１
３
８
６

▽
実
用
英
語
技
能
検
定
試
験

g
h
a
６
月
３
日
㈯
。
▽
２
級
（
５

４
０
０
円
）…

午
後
１
時　

▽
準
２

級
（
４
８
０
０
円
）…

午
前
９
時　

▽
３
級
（
３
４
０
０
円
）…

午
前
１１

時　

▽
４
級
（
２
１
０
０
円
）…

午

前
９
時　

▽
５
級
（
２
０
０
０
円
）

…

午
前
１０
時
３０
分　

d
北
部
市
民
会

館
会
議
室

▽
英
検
勉
強
会

a
５
月
６
日
㈰
・
１３
日
㈰
・
２０
日
㈰

（
全
３
回
）
。
６
日
は
、
い
ず
れ
の

級
も
午
前
９
時
か
ら
。
１３
日
・
２０
日

は
、
３
〜
５
級
は
午
前
９
時
か
ら
、

２
級
・
準
２
級
は
午
前
１０
時
３０
分
か

ら　

d
中
央
市
民
会
館
５
階
会
議
室

　

h
２
０
０
０
円
（
教
材
費
込
み
）

葛西用水中土手
1万6,000本の　
チューリップが見頃です

〈内容・日程〉
▷田植え…６月４日（日）（予備日は６月１１日（日））
▷稲刈り…９月下旬～１０月初旬
＊稲刈りのみの参加はできません
＊事前説明会を農業技術センターで行う予定です
〈会場〉　東埼玉資源環境組合第一工場（リユース）の向か
いの水田
〈定員〉　２００人（小学生以下は保護者同伴）
〈費用〉　６歳以上…２,０００円、４歳～５歳…１,０００円
〈申込み〉　申込書に必要事項を記入し、郵送またはファク
スで下記へ。申込書は越谷市観光協会窓口で配布するほ
か、同協会ホームページから印刷できます

B（一社）越谷市観光協会（〠343-0828レイクタウン4-1-4）
　☎971－9002、D972－5208

〈日時〉４月２９日（祝）（雨天時は５月３
日（祝））、午前９時４０分～午後２時

〈会場〉　不動橋・相模町スポット広場
〈内容〉　子ども向けのアトラクション、
模擬店など。参加したお子さん５００家

族にお土産のミニこいのぼりをプレゼン

ト。５月５日（祝）まで元荒川で泳ぐたく

さんのこいのぼりがご覧になれます

B大相模地区コミュニティ推進協議会
（大相模地区センター内）
☎988－7370

　日光街道の宿場町の面影を残す越

ヶ谷宿。子ども達の健やかでたくま

しい成長を願い、越谷伝承の五月人

形等を商店や古民家等に飾ります。

〈日時〉　４月２５日（火）～５月７
日（日）

〈内容〉　越谷駅東口周辺の商店街
（越谷市本町商店会、越谷新町商

店会、越谷中央商店会）の店舗や

古民家・蔵など約５０軒に五月人

形等を展示します。そのほか、ス

タンプラリー等も開催します

＊４月２９日（祝）・３０日（日）は午前

１０時からガイドツアーを実施。

要予約。申し込みは越谷商工会議

所（☎９６６‒６１１１）へ

　４月上旬になると、市役所東側葛西用水
の中土手に、１万６，０００本のチューリップ
が約４００ｍにわたり咲き誇ります。

　色彩別の稲（古代米）を使って、田んぼに絵を描く田んぼ
アート。８回目となる今年は「銀河鉄道９９９」を描きます。

こしがや田んぼアート2017
田植え＆稲刈り体験者募集

B(一社)越谷市観光協会☎971－9002

市内の緑を見に行きませんか

B越谷新町商店会
（釘清商店）
☎962－3921

不動橋こいのぼり
フェスティバル
不動橋こいのぼり
フェスティバル

B花田苑☎９６２－６９９９   

越谷アリタキ植物園　みどりの日無料開園
a５月４日（祝）、午前９時～午後５時（入園は
４時３０分まで）　d越谷アリタキ植物園（緑
の森公園内）。植物園の駐車場はありません

花田苑　みどりの日無料開園
a５月４日（祝）、午前９時～午後７時（入園は
６時まで）　d花田苑　g苑内オリエンテーリ
ングや三味線演奏（五錦雄互さん）、お茶席ほ
か（お茶席は３００円）

B公園緑地課☎９６３-９２２５

□
観
光
ぶ
ら
っ
と
こ
し
が
や　

大
相

模
旧
奥
州
道
沿
い
を
歴
史
散
策
〜

名
刹
と
名
家
と
鯉
の
ぼ
り
群
〜

a
５
月
１
日
㈪
、
午
前
９
時
３０
分
に

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
北
口
集
合
。

正
午
ご
ろ
大
聖
寺
で
解
散　

g
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
〜
旧
東
方
村
中
村

家
住
宅
〜
旧
東
方
村
上
組
中
村
家
〜

培
根
先
生
碑
〜
浄
音
寺
〜
観
音
寺
〜

旧
奥
州
道
沿
い
の
三
神
社
〜
元
荒
川

に
踊
る
鯉
の
ぼ
り
群
〜
大
聖
寺
を
巡

る
（
徒
歩
約
５
㌔
）　

h
３
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）　

e
４
月
１５
日
㈯

ま
で
（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に

開
催
日
・
希
望
者
全
員
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左

記
へ　

b
（
一
社
）
越
谷
市
観
光
協

会
・
観
光
ぶ
ら
っ
と
係
（
〠
343
＝
０

８
２
８
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
４
の
１
の

４
）
☎
９
７
１
＝
９
０
０
２

□
苗
木
の
無
料
配
布

a
４
月
２１
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜

１１
時
（
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）　

d
中
央
市
民
会
館
東
側
広
場　

g
ス

モ
モ
、
ミ
カ
ン
等
（
予
定
）
。
当
日

は
越
谷
市
造
園
業
協
会
の
協
力
に
よ

る
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
催　

b

公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２
５

□
出
羽
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

a
４
月
９
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時
（
雨
天
決
行
）
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
ガ
ー
デ
ン
は
４
月
３
日
㈪
か
ら　

d
出
羽
公
園
（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）　

g
６
万
本

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
よ
る
巨
大
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
、
水
上
に
浮
か

ぶ
ウ
ォ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ス

テ
ー
ジ
演
奏
、
模
擬
店
、
大
道
芸
人

シ
ョ
ー
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
な
ど

＊
フ
ェ
ス
タ
終
了
後
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
１
人
に
つ
き
１
鉢
無
料
配
布

b
出
羽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
（
出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー
内
）
☎

９
４
０
＝
７
５
２
１

□
藤
ま
つ
り
野
点
コ
ー
ナ
ー

a
５
月
３
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
完
売
し
だ
い
終
了
）　

d
久

伊
豆
神
社
（
越
ヶ
谷
）　

f
２
０
０

人　

h
２
０
０
円　

e
当
日
会
場
へ

　

b
（
一
社
）
越
谷
市
観
光
協
会
☎

９
７
１
＝
９
０
０
２

□
越
谷
中
央
商
店
会
「
第
１０
回
ま
る

な
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

a
４
月
２３
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
（
荒
天
中
止
）　

d
市
道
７
０

０
０
７
号
線
（
ア
ル
コ
越
谷
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
付
近
）
、
越
谷
駅

東
口
ほ
か　

g
商
店
会
員
等
の
出

店
、
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
、
ク
ラ
フ

ト
市
ほ
か
。
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
Ａ
Ｓ

Ｙ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
」
同
時
開
催
（
午
前
１１
時

〜
午
後
９
時
）　

b
越
谷
中
央
商
店

会
事
務
局
（
越
谷
Ｎ
Ｓ
Ｃ
開
発
㈱
）

☎
９
６
０
＝
１
６
１
１

□
「
越
谷
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
７
」
出
店
者
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

a
６
月
４
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時　

d
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

　

g
h
▽
外
国
の
屋
台
料
理…

５
０

０
０
円　

▽
民
芸
品
な
ど
の
販
売…

１
０
０
０
円　

▽
国
の
紹
介…

無
料

　

e
４
月
１０
日
㈪
ま
で
に
左
記
へ
。

出
店
者
に
は
事
前
説
明
会
が
あ
り
ま

す
。
説
明
会
の
日
時
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

b
越
谷
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
中
央
市
民
会

館
５
階
）
☎
９
６
０
＝
３
３
５
０
、

D
９
６
０
＝
３
３
５
３

□
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

a
５
月
２３
日
㈫　

d
紫
あ
や
め
３６
東

コ
ー
ス
（
野
田
市
）
。
現
地
集
合　

g
▽
個
人
戦…

１８
ホ
ー
ル
、
新
ペ
リ

ア
方
式　

▽
団
体
戦…

各
地
区
上
位

５
人
の
合
計　

f
市
内
在
住
の
方　

h
３
５
０
０
円
（
賞
品
代
ほ
か
）
。

プ
レ
ー
費
は
各
自
負
担
（
１
万
２
０

０
０
円
。
飲
食
代
込
み
）　

e
４
月

２０
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

各
地
区
セ
ン
タ
ー
へ　

b
生
涯
学
習

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
５
市
１
町
障
が
い
者
体
育
祭

　

草
加
パ
リ
ポ
リ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
集
い

a
６
月
４
日
㈰　

d
草
加
市
ス
ポ
ー

ツ
健
康
都
市
記
念
体
育
館
（
草
加
市

瀬
崎
６
の
３１
の
１
）　

g
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
共

有
。
草
加
市
主
催　

f
５
市
１
町

（
越
谷
市
・
草
加
市
・
八
潮
市
・
三

郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏
町
）
に
在

住
・
在
勤
で
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ

の
家
族　

e
b
（
公
財
）
草
加
市
体

育
協
会
☎
９
２
８
＝
６
３
６
１
、
D

９
２
２
＝
１
５
１
３

□
わ
ん
ぱ
く
相
撲
越
谷
場
所

　

小
学
生
男
子
４
〜
６
年
生
の
優
勝

者
は
、
埼
玉
県
大
会
へ
の
参
加
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。

a
５
月
１３
日
㈯
、
午
前
９
時
か
ら　

d
西
体
育
館
、
出
羽
公
園
相
撲
場　

f
越
谷
市
・
松
伏
町
お
よ
び
そ
の
近

隣
小
学
校
に
通
う
児
童
。
４
月
３０
日

㈰
、
午
後
１
時
か
ら
、
出
羽
公
園
相

撲
場
（
雨
天
時
は
出
羽
地
区
セ
ン
タ

ー
）
で
事
前
練
習
・
説
明
会
を
開
催

し
ま
す　

b
（
一
社
）
越
谷
青
年
会

議
所
☎
９
６
６
＝
０
７
８
９

□
マ
ン
デ
ー
杯
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

a
５
月
８
日
㈪
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

d
総
合
体
育
館　

g
▽
女
性

Ａ
（
１８
歳
以
上
４５
歳
未
満
）…

３６
チ

ー
ム　

▽
女
性
Ｂ
（
４５
歳
以
上
）…

１２
チ
ー
ム　

h
１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円　

e
４
月
８
日
㈯
〜
１７
日
㈪
に
直

接
左
記
へ　

b
総
合
体
育
館
☎
９
６

４
＝
４
３
２
１

□
櫻
間
初
花
會

a
５
月
５
日
㈷
、
正
午
開
演
（
午
前

１１
時
開
場
）　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂

　

g
連
吟
、仕
舞
、舞
囃
子「
桜
川
」

「
葛
城
」
ほ
か　

h
無
料　

b
こ
し

が
や
能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
端
午
の
節
句
飾
り
展

a
５
月
２
日
㈫
〜
４
日
㈷
、
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
（
４
日
は
午
後
３
時

ま
で
）　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

g

端
午
の
節
句
飾
り
約
１５
点
の
展
示　

h
無
料　

b
こ
し
が
や
能
楽
堂
☎
９

６
４
＝
８
７
０
０

□
ダ
ン
ス
講
座
〜
み
ん
な
で
ス
テ
ー

ジ
を
創
ろ
う
！
〜

a
６
月
３
日
㈯
〜
７
月
８
日
㈯
（
全

８
回
）　

d
サ
ン
シ
テ
ィ　

f
小
学

３
年
生
〜
大
学
生
（
社
会
人
学
生
を

除
く
）
２０
人　

h
３
０
０
０
円　

e

４
月
２
日
㈰
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
左
記
へ

＊
日
時
等
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
文

化
事
業
課
☎
９
８
５
＝
１
１
１
３

□
サ
ン
シ
テ
ィ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

a
４
月
３０
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場　

h
e

出
店
希
望
の
方
は
４
月
７
日
㈮
ま
で

に
左
記
へ
。
出
店
料
１
区
画
５
０
０

円　

b
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

㈱
☎
９
８
５
＝
１
１
３
１

□
２
０
１
７
プ
ロ
野
球

　

イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　

「
巨
人
対
千
葉
ロ
ッ
テ
」

a
４
月
２３
日
㈰
、
午
後
１
時
試
合
開

始　

d
越
谷
市
民
球
場　

h
▽
特
別

席…
前
売
り
券
１
４
０
０
円
、
当
日

券
１
９
０
０
円　

▽
内
野
席…

前
売

り
券
１
１
０
０
円
、
当
日
券
１
６
０

０
円　

▽
外
野
席…
当
日
券
７
０
０

円
（
前
売
り
券
な
し
）
。
全
席
自

由
。
総
合
体
育
館
、
中
央
市
民
会

館
、
越
谷
市
民
球
場
、
市
内
読
売
新

聞
販
売
店
で
販
売
中　

b
東
武
よ
み

う
り
新
聞
社
☎
９
８
７
＝
０
６
１
１

□
２
０
１
７
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ

ー
グ
「
ち
ふ
れ
Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン

埼
玉
対
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
」

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
後
１
時
試
合
開

始　

d
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技

場　

e
前
売
り
券
を
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ

ト
（http://7ticket.jp/g/ 

000321

）
で
販
売
中　

b
ち
ふ
れ
Ａ

Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉
事
務
局
☎
０
４

２
＝
９
８
０
＝
５
５
７
０

a
g
４
月
２９
日
㈷
。
▽
午
前
の
部…

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
。

は
じ
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
、
入

門
編
（
選
び
方
・
乗
車
体
験
・
ミ
ニ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
）　

▽
午
後
の
部…

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
習
、
初
級
編
（
洗
車
・

注
油
・
パ
ン
ク
修
理
）
。
詳
し
く
は

越
谷
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い　

d
水
辺
の
ま
ち
づ

く
り
館　

f
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
に

興
味
の
あ
る
方
。
午
前
１０
人
、
午
後

１５
人　

h
各
１
５
０
０
円
（
両
方
受

講
の
場
合
は
２
０
０
０
円
）　

e
４

月
２６
日
㈬
ま
で
に
、
越
谷
市
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
電
話
番
号
・

受
講
希
望（
午
前
・
午
後
・
両
方
）・
身

長
を
記
入
し
左
記
へ　

b
（
一
社
）

越
谷
市
観
光
協
会
☎
９
７
１
＝
９
０

０
２
、
D
９
７
２
＝
５
２
０
８

　
　
　
　 

こ
し
が
や
こ
く
さ
い 

ふ
　
ぇ
　
す
　
て
　
ぃ
　
ば
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

し
ゅ
っ
て
ん
し
ゃ
　
　
　
　
　
　
　ぼ
　
ら
　
ん

　
　 

て
　
ぃ
　
あ
　
ぼ
し
ゅ
う

　
　
　
　

 

が
つ 

よ
っ
か  

に
ち　
　
　

ご 

ぜ
ん　
　

  

じ　
　
　

ご　

ご

　
　

  

じ　
　
　
　
　

 

か  

さ
い
よ
う
す
い 

う　

っ　

ど　

で　

っ　

き

　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
い
こ
く
　
　  

や  

た
い
り
ょ
う
り

　
　
　
　

 

え
ん　
　
　
　

 

み
ん
げ
い
ひ
ん
　
　
　
　
　
　 

は
ん
ば
い

　
　
　
　
　
　
　
　

 

え
ん　
　
　
　

 

く
に
　
　
し
ょ
う
か
い　
　

む 

り
ょ
う

　
　
　
　
　
　

 

が
つ 

と
お
か  

げ
つ　
　
　
　
　
　
　

さ　

き

し
ゅ
っ
て
ん
し
ゃ　
　
　
　
　

じ 

ぜ
ん
せ
つ
め
い
か
い

　
　
　
　

 

せ
つ
め
い
か
い　
　

 

に
ち　
じ　
　
　

 

さ　

き　
　
　
　
　

 

と

　
　

  

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

こ
し
が
や  

し  

こ
く

さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い  

じ　

む　

き
ょ
く　

 

ち
ゅ
う
お
う  

し  

み
ん
か
い

か
ん　
　

 

か
い

さ
く
ら 

ま 

は
つ
は
な
か
い

め
い
さ
つ　
　
　
　
　
　
　
　

  
こ
い

ば
い
こ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ア   

サ

  

イ　
　

ラ　
　

ム
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□
重
大
な
消
防
法
令
違
反
が
あ
る
建

物
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
建
物
を
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
違
反
対
象
物
の
公
表

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

消
防
法
で
規
定
す
る
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物（
飲
食
店
、

物
品
販
売
店
、
旅
館
、
病
院
な
ど
）

で
、
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
ま
た
は
自
動
火
災
報
知

設
備
の
設
置
義
務
が
生
じ
る
建
物

に
、
こ
れ
ら
の
設
備
が
ま
っ
た
く
設

置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
建
物
の

名
称
、所
在
地
、違
反
の
内
容
等
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

□
一
日
消
防
署
長
が
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た

　

３
月
１
日
〜
７
日
に
、
春
の
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
に
は
、
南
越
谷
駅
南
口
駅
前

広
場
で
、
越
谷
市
防
火
安
全
協
会
か

ら
推
薦
を
受
け
た
赤
堀
友
香
さ
ん
が

一
日
消
防
署
長
と
し
て
、
越
谷
市
防

火
安
全
協
会
の
役
員
の
方
と
一
緒

に
、
行
き
交
う
人
々
に
火
災
予
防
啓

発
品
を
配
り
な
が
ら
、
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
に
よ
る
防
火
広
報
を
実

施
し
ま
し
た
。

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０

１
０
３

□
応
急
手
当
講
習
会（
普
通
救
命
Ⅰ
）

a
４
月
２２
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
正
午

　

d
消
防
本
庁
舎　

g
主
に
成
人
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

む
）　

f
中
学
生
以
上
で
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
３０
人　

h
無

料　

e
４
月
１
日
㈯
〜
１４
日
㈮
に
電

話
で
左
記
へ　

b
消
防
署
☎
９
７
４

＝
０
１
３
６

d
a
▽
中
央
市
民
会
館
５
階…

４
月

７
日
㈮
・
５
月
１０
日
㈬
、
午
前
９
時

３０
分
〜
正
午　

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
ゆ
り
の
き
荘…

４
月
１２
日
㈬
、
午

前
９
時
３０
分
〜
正
午　

g
有
償
の
就

業
に
よ
り
積
極
的
な
生
活
と
社
会
参

加
に
よ
る
生
き
が
い
の
充
実
を
図
る

　

f
市
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
６０
歳
以
上
の
方　

e
電
話
で

左
記
へ　

b
越
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
９
６
７
＝
４
３
１
１

女
性
会
員
大
募
集
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
小
・
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象

に
、
就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

〈
内
容
〉　

学
用
品
費
、
通
学
用

品
費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行

費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
保

護
者
負
担
金
、
学
校
給
食
費
、
児

童
生
徒
会
費

＊
今
年
度
か
ら
児
童
生
徒
会
費
を

追
加
し
て
い
ま
す

〈
申
込
み
〉　

４
月
１４
日
㈮
〜
平

成
３０
年
１
月
３１
日
㈬
に
保
護
者
が

直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月

１６
日
㈰
と
５
月
７
日
㈰
の
み
、
日

曜
日
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
会
場

は
、
５
月
３１
日
㈬
ま
で
は
市
役
所

第
二
庁
舎
５
階
会
議
室
Ｃ
、
６
月

１
日
㈭
以
降
は
学
務
課
（
第
二
庁

舎
４
階
）
で
す
。
お
子
さ
ん
の
在

籍
校
で
も
受
け
付
け
ま
す

＊
５
月
３１
日
㈬
ま
で
に
申
請
し
認

定
さ
れ
た
場
合
、
４
月
分
か
ら

対
象
で
す
。
６
月
以
降
に
申
請

し
認
定
さ
れ
た
場
合
、
申
請
月

の
翌
月
分
か
ら
対
象
で
す
。
前

年
度
認
定
さ
れ
た
方
も
毎
年
度

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ

b
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

□
児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ
の
子
育
て
サ

ロ
ン
開
催
日
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ

で
行
う
子
育
て
サ
ロ
ン
の
開
催
日

を
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
に
変
更

し
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

お
越
し
く
だ
さ
い
。

b
越
谷
市
子
育
て
サ
ロ
ン
☎
９
６

１
＝
３
６
２
３

□
子
育
て
サ
ロ
ン
「
水
辺
の
ま
ち

づ
く
り
館
」
が
始
ま
り
ま
す

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を
相
談

し
た
り
、
子
育
て
中
の
方
同
士
の

交
流
を
図
る
子
育
て
サ
ロ
ン
「
水

辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
」
を
開
設
し

ま
す
。

a
毎
週
木
曜
日
、
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時　

d
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り

館
（
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
４
の
１
の

４
）　

f
妊
娠
中
の
方
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る
方　

b
越
谷
市
子
育
て
サ
ロ
ン
☎
９
６

１
＝
３
６
２
３

□
平
成
29
年
度
「
ち
び
っ
こ
く
ら

ぶ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

g
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、
お
楽
し
み
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動

（
月
１
回
程
度
）
。
越
谷
市
青
少

年
相
談
員
協
議
会
主
催　

f
市
内

在
住
の
小
学
生
２０
人
（
抽
選
）　

h
年
会
費
１
５
０
０
円
（
行
事
の

際
は
別
途
実
費
負
担
）　

e
４
月

１３
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
青
少
年
課

へ＊
青
少
年
相
談
員
と
は
、
埼
玉
県

知
事
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
の

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
助
け
る
た
め
に
活
動
す

る
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

b
青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

８

□
市
内
で
新
た
に
創
業
す
る
方
へ

　

創
業
者
支
援
補
助
金
の
ご
案
内

　

雇
用
の
創
出
や
市
内
産
業
の
活
性

化
等
を
目
的
に
、
年
度
内
の
創
業
者

等
に
対
し
て
創
業
準
備
金
や
オ
フ
ィ

ス
家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

g
①
事
業
を
営
む
た
め
の
創
業
準
備

金
の
２
分
の
１
以
内
（
女
性
ま
た
は

満
４０
歳
未
満
の
方
は
上
限
３０
万
円
、

そ
の
ほ
か
の
方
は
上
限
２０
万
円
）　

②
貸
室
に
係
る
月
額
賃
料
の
２
分
の

１
以
内
（
女
性
ま
た
は
満
４０
歳
未
満

の
方
は
上
限
５
万
円
、
そ
の
ほ
か
の

方
は
上
限
３
万
円
）
。
賃
料
の
補
助

は
１
年
間　

f
今
年
度
内
に
創
業
し

た
方
・
創
業
し
よ
う
と
す
る
方
（
一

部
業
種
を
除
く
）　

e
５
月
１
日
㈪

〜
３１
日
㈬
に
、
要
望
書
を
直
接
産
業

支
援
課
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
を
行
い
ま
す　

b
産
業
支
援
課

（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
創
業
支
援
室
（
簡
易
オ
フ
ィ
ス
）

　

新
規
入
居
者
募
集

　

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

で
は
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う

と
す
る
方
や
事
業
開
始
後
間
も
な
い

方
を
対
象
に
、
廉
価
な
料
金
で
オ
フ

ィ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

h
１
室
月
額
１
万
４
０
０
０
円
（
共

益
費
含
む
。
３
６
５
日
２４
時
間
使
用

可
能
）　

e
申
込
書
を
直
接
産
業
支

援
課
へ
（
満
室
に
な
り
し
だ
い
受
け

付
け
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。
公

募
要
領
等
は
産
業
支
援
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
で
き
ま
す

＊
書
類
と
面
接
審
査
あ
り
。
使
用
開

始
は
申
請
月
か
ら
約
３
カ
月
後
で

す
b
産
業
支
援
課
（
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０□
商
店
街
向
け
国
・
市
等
の
支
援
施

策
説
明
会
＆
交
流
会

a
４
月
２６
日
㈬
、
午
後
６
時
〜
９
時

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

会
議
室　

g
平
成
２９
年
度
の
国
や

県
、
市
等
の
支
援
施
策
の
説
明
会
。

説
明
会
後
は
交
流
会
も
開
催
し
ま
す

　

f
市
内
２３
商
店
街
団
体
に
所
属

（
ま
た
は
所
属
を
検
討
）
し
て
い
る

個
店
等
の
方
３０
人
程
度　

h
無
料　

e
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
所
属

（
検
討
中
の
）
商
店
会
名
・
店
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
左
記
へ　

b
産
業
支
援

課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０
、
D
９
６

７
＝
４
６
９
０

□
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
a
５
月
１８
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

会
議
室　

g
適
性
診
断
で
自
分
の
可

能
性
を
発
見
す
る
、
採
用
面
接
の
自

己
Ｐ
Ｒ
を
考
え
る　

f
市
内
在
住
の

就
職
活
動
中
の
女
性
２０
人　

e
４
月

７
日
㈮
か
ら
左
記
へ　

b
産
業
支
援

課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
土
曜
講
座
）

a
g
①
５
月
６
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜

正
午…

「
会
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ

せ
る
応
募
書
類
と
は　

②
５
月
２０
日

㈯
、
午
前
１０
時
〜
正
午…

「
一
緒
に

働
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
採
用
面
接

と
は　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

４
階
会
議
室　

f
市
内
在
住
の
就
職

活
動
中
の
方
２０
人　

h
無
料　

e
４

月
６
日
㈭
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b

産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

　特別支援学級等へ就学する児童生徒の保護者
の経済的負担の軽減と特別支援教育の普及・奨
励を目的に、就学費用を援助します。
〈内容〉　学用品費、通学用品費、新入学児童
生徒学用品費、校外活動費、修学旅行費、学校
給食費、通学費、職場実習交通費、交流学習交
通費。通級指導教室に入級される児童生徒の保
護者は、通学費のみ対象です
＊今年度から通学費は電車・バスに加え、保護
者が自家用車で送迎する際のガソリン代も援
助対象とします（諸要件あり）
〈申込み〉　４月１４日（金）～５月３１日（水）に
保護者がお子さんの在籍する市内各小・中学校
に直接申請をしてください。中途転入の方は随
時受け付けします。なお、申請は就学援助費の
申請も併せて行ってください（認定基準、援助
内容が異なります）。就学援助費の対象者とな
った場合は、就学援助費が優先となります。前
年度認定された方も、毎年度申請が必要です。
詳しくは下記へお問い合わせください
B学務課☎９６３－９２８１

就
職
・

創
業
支
援

活動の一例（女性会員による小物作り）

一日消防署長を務めた赤堀さん
（右から３番目）

就
学
援
助
申
請
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す

特別支援教育就学奨励費の
申請の受け付けを
開始します

子
育
て

子
育
て

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



子育て電話相談は各地域子育て支援センターへ
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地域子育て支援センター
いずれも電話での申し込みは申し込み順、往復はがきでの申し込みは抽選になります。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料親子でふれあい遊び
「どうぶつさん♪こんにちは」

〈申込み〉　4/7（金）から電話で森のひろばへ（13：00～15：30）

4/24（月）
　10：00～11：00

☆森のひろば（新越谷1-31-18　認定こども園わかばの森ナーサリー内）　☎993－4154

3カ月～5カ月のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

50円小麦粉粘土で何作る？

〈申込み〉　4/4（火）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

4/12（水）
　10：00～11：00

☆げんき（レイクタウン8-3-5　越谷レイクタウンさくら保育園内）　☎988－0863

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

50円
（18日のみ）

ぽっぷ
18日：「身体測定・こいのぼりを作ろう」
27日：「身体測定・新聞紙で遊ぼう」

〈申込み〉　4/14（金）から電話ですくすくへ（14：00～16：30）

4/18（火）・27（木）
　10：00～11：00

☆すくすく（七左町1-347　南越谷保育園内）　☎990－5003

0歳のお子さんと保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

子育て講座
「スムーズに進めたいトイレの習慣」
相談コーナー
「困っていることはありませんか？」

〈申込み〉　4/7（金）から電話できらきらへ（13：00～15：00）

4/13（木）
　9：50～10：50

☆きらきら（谷中町2-88-4　松沢保育園内）　☎080－1058－3953

2歳～就学前のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料｢おともだちになろう｣
（アンパンマンも来るよ）

〈申込み〉　4/12（水）まで（消印有効）に、往復はがきに希望講座名・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さ
んの年齢・電話番号を記入し、たけのこ（〠343-0034大竹815-1）へ

4/27（木）
　10：00～11：00

☆たけのこ（大竹815-1　おおたけ保育園内）　☎977－5311

0歳～就学前のお子さんと
保護者20組

日程 講座名（内容） 対象 費用

100円自然食堂「きなこあめ」

〈申込み〉　予約不要

4/19（水）
　10：30～11：30

☆ちきんえっぐ（平方3207-1　越谷どろんこ保育園内）　☎970－2280

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料親子で体操　いち・に・さん！

〈申込み〉　4/4（火）から電話でこあら教室へ（10：00～16：00）

4/26（水）
　10：30～11：30

☆こあら教室（大間野町5-147-1　認定こども園小牧内）　☎985－4890

2歳～就園前のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料出前保育in大袋地区センター
（わらべうた遊び＆おたのしみシアター）

〈申込み〉　予約不要。月曜～土曜日の9:00～16:00に園庭開放、毎週水曜日の11:30～12:30ランチタイ
ムに室内開放しています

4/25（火）
　10：00～11：30

☆たんぽぽ（袋山1956-1　袋山保育園内）　☎979－0520

0歳～就学前のお子さんと
保護者

子育てサロン

〈申込み〉　4/15（土）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火・木・土10：00～16：00））、またはメ
ールに講座名・親子の氏名・お子さんの年齢・月齢・住所・電話番号、件名に「フェリーチェ講座申込み」と記
入し、申し込み専用アドレスfelice@koko-chao.comへ。各講座に重複して申し込みできます。市内在住の
方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

5/9（火） 5月生まれのお誕生会 就学前で5月生まれのお子さん
と保護者10組

5/16（火） 手作り講座
「手作りおもちゃ・布ボール」 就学前のお子さん保護者10組

5/21（日）
パパのベビーマッサージ
持ち物：バスタオル、赤ちゃんの水分補給用
の飲み物、オムツ

2カ月～6カ月のお子さんと父親
8組（母親の付き添い可）

5/23（火） おしゃべりサロン
「双子ちゃんあつまれ」

就学前で双子や三つ子など
多胎児と保護者10組

無料

100円

500円

無料

□みんなのひろばフェリーチェ ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）
会場…みんなのひろばフェリーチェ（東大沢2-5-1コープみらいコープ北越谷店コープルーム2階）
時間…いずれも10：30～11：30

〈申込み〉　4/14（金）まで（消印有効）に、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お
子さんの年齢（講座受講時）・性別・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷
駅ヴァリエ1階）へ。1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用
6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

無料

赤ちゃんとあそぼう

3カ月～6カ月のお子さんと
保護者10組

ベビーのためのエクササイズとマッサージ
持ち物：赤ちゃんの水分補給用の飲み物、
バスタオル

5/4（祝）

1歳～1歳6カ月のお子さんと
保護者10組親子遊び・からだ遊び5/18（木）

5/11（木）

就学前のお子さんと保護者10組
保育園の先生の親子講座
「わくわくひろば」
（親子のふれあい遊び・制作等）

5/20（土）

1歳6カ月～4歳未満のお子さんと
父親8組

パパと作ってあそぼう
～母の日のプレゼント～5/13（土）

6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

赤ちゃんと英語であそぼう
持ち物：フェイスタオル5/25（木）

□子育てサロン ☎961－3623
会場…子育てサロン（南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）
時間…いずれも10：30～11：30

保育ステーション

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも4/6（木）から電話で北越谷保育ステーションへ（10：30～16：00）

◯北越谷保育ステーション（大沢3-6-1パルテきたこし3階） ☎970－8200

お誕生日会
4月生まれのお友達をお祝いします

4/12（水）
　10：00～11：00

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

100円

無料

ママークラフト
｢こいのぼりを作ろう｣

4/26（水）
　10：00～11：00

1歳～就学前のお子さんと
保護者10組（有料保育あり）

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも4/4（火）から電話で南越谷保育ステーションへ（8：30～16：30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11イーストサンビル2  5階） ☎987－6300

ようこそ ！　絵本フェスタへ
～絵本コーナー、人形劇、絵本作り等～
絵本専門店トロルの方の絵本紹介もあります

4/22（土）
　10：00～11：30 無料

250円

藍染を楽しもう
～子育ての話をしながら
オリジナルの染め物を作ってみよう～
＊染めたいＴシャツや布、汚れてもよい
　エプロンをお持ちください

4/25（火）
　10：00～11：00

0歳～就学前のお子さんと
保護者、祖父母どなたでも

大人15人
（有料保育あり）

上記のほか、
☆おひさまの子（東越谷8-180　増林保育所内）  ☎960－5800
☆にこにこ（北川崎729-1　新方保育所内）  ☎970－5611
☆ぽかぽか（南荻島330-1　荻島保育所内）  ☎971－8115
でも子育て講座を開催しています。詳しくは「こしがや子育てネット」をご覧ください
（こしがや子育てネットのURL・二次元コードはこのページの右上に記載しています）。

無料

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　4/7（金）から電話でおへその広場へ（8：30～16：30）

4/13（木）
　10：00～11：00

☆おへその広場（相模町3-220-1　の～びるこどもの家保育園内）　☎988－8180

0歳～1歳のお子さんと
保護者12組

みんなでつくりたい　おへそのひろば
0、1歳児
～ベビーマッサージや製作活動を
楽しめます～

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　4/4（火）から電話でのびるば広場へ（8：30～16：30）

4/15（土）
　14：00～15：30

☆のびるば広場（南越谷1-12-11イーストサンビル２－５階Ａ　南越谷保育ステーション隣）　☎987－7088

大人20人
（0歳のお子さんは同席可）

学ぼうみんなで！
「乳幼児の病気や予防接種について」
講師は加藤医院院長の加藤義一さん

就園前のお子さんと保護者14組
なかまほいく越谷
（全10回の預けあいサークル）
持ち物：子どもの飲み物、着替え等

②5/11（木）
　・18（木）
　・25（木）

〈申込み〉　4/14（金）まで（消印有効）に、はぐはぐホームページから申込みフォームで、または往復はがき
に講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐは
ぐ（〠343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき1講
座の申し込み。市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

③5/26（金） 赤ちゃん広場
持ち物：バスタオル

3カ月～10カ月のお子さんと
保護者10組

出張ひろばのかるがも広場
「わらべ唄で遊んでみよう」 就園前のお子さんと保護者10組

300円

1回300円

④5/31（水）
無料

①5/8（月） リトミック
持ち物：水分補給用の飲み物

⑴歩く前のお子さんと
　保護者10組
⑵歩きはじめ～就園前の
　お子さんと保護者10組

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
〈ホームページ http://hug-hug-koshigaya.jimdo.com/〉
会場…つどいの広場はぐはぐ（東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）
時間…①⑴10：10～10：55、⑵11：15～12：00、②10：00～12：00、その他はいずれも10：30～11：30

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

〈申込み〉　4/7（金）から電話であおいとりへ（13：00～16：30）

4/26（水）
　13：30～14：30

☆あおいとり（川柳町1-582-1　埼玉東萌保育園内）　☎973－7463

0歳～就学前のお子さんと
保護者10組

下記以外の子育て講座の情報は「こしがや子育てネット」
（http://koshigaya-kosodate.net/）をご覧ください。

あおいとり
「手作り楽器で遊ぼう」
簡単な楽器を手作りして一緒に
遊びませんか



越谷市薬剤師会
薬の相談日（要予約）
4/11㈫・25㈫・
5/9㈫
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特に記載がない場合の問合せは保健センター☎978-3511へA…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ
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ォ
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診
を
行
い
ま
す

a
６
月
４
日
㈰
、
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
２
時
（
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
）　

f
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の

方
６０
人　

h
無
料　

e
５
月
１６
日
㈫

ま
で
に
、
は
が
き
に
「
口
腔
が
ん
検

診
希
望
」
と
記
入
の
う
え
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記

入
し
左
記
へ
（
抽
選
）
。
検
診
を
受

け
る
方
に
受
診
券
（
予
約
票
）
を
送

付
し
ま
す　

b
越
谷
市
歯
科
医
師
会

事
務
局
（
〠
３４３
＝
０
０
２
２
東
大
沢

１
の
１２
の
１
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎
９
７
８
＝
０
０
１
１

　

◎
歯
科
健
診
・
相
談

a
４
月
１９
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

g
歯
科
健
診
・
相
談
・
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。
治
療
は
行
い
ま

せ
ん　

f
２０
人

◎
食
生
活
相
談（
個
別
）

a
４
月
１４
日
㈮
、
午
前
９
時
〜
１１
時

　

f
３
人　

e
受
付
中
。
事
前
予
約

制
で
、
随
時
相
談
あ
り

◎
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談

a
４
月
１８
日
㈫
・
５
月
２
日
㈫
、
午

前
９
時
〜
１１
時
（
予
約
制
）　

e
受

付
中

●
平
成
２９
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

予
防
接
種

a
４
月
１
日
〜
平
成
３０
年
３
月
３１
日

　

d
市
内
実
施
医
療
機
関　

f
市
内

在
住
で
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
、
初

め
て
接
種
す
る
方
。
①
下
表
に
該
当

す
る
方
（
４
月
上
旬
に
通
知
と
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。
通
知
が
届
い
た

方
で
も
、
３
月
３１
日
以
前
に
接
種
し

た
場
合
は
対
象
外
（
全
額
自
費
で
接

種
し
た
方
も
含
む
）
）　

②
接
種
日
に

６０
歳
〜
６４
歳
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が

い
が
あ
り
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

の
障
が
い
が
あ
り
医
師
の
診
断
書
が

あ
る
方
。
②
に
該
当
し
受
診
券
が
な

い
場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
受
診
券
発
行
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い　

h
３
０
０
０
円
。
次
の
方
は

無
料
。
①
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
方
（
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

の
う
え
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
）

　

②
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方　

③
中
国
残
留
邦
人
支
援
給
付
制
度
適

用
の
方
（
②
③
は
事
前
の
手
続
き
は

不
要
。
医
療
機
関
窓
口
で
、
②
は
受

給
証
を
、
③
は
本
人
確
認
証
を
提

示
）　

e
市
内
実
施
医
療
機
関
へ
事

前
に
予
約
。
市
外
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

＊
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
の
も
の

　

を
ご
使
用
く
だ
さ
い

健

健（
検
）診
・

相
談

予

予
防
接
種

健
康
情
報
コ
ラ
ム

飲
酒
と
睡
眠
の
関
係
に
つ
い
て

埼
玉
県
立
大
学

保
健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科
　
講
師
　
大
脇 

由
紀
子

　

日
本
は
、
世
界
の
他
の
国
と
比

べ
、
不
眠
の
対
処
法
と
し
て
ア
ル

コ
ー
ル
に
頼
る
人
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
２
年
に
世

界
１０
カ
国
の
人
を
対
象
と
し
た
睡

眠
障
害
に
関
す
る
調
査
が
行
わ

れ
、
不
眠
の
対
処
法
と
し
て
「
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
」
と
答
え
た

人
は
、
日
本
が
最
も
多
く
、
約

３０
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寝
酒
の
習
慣
が

あ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
寝
酒
は
睡
眠
の
質
を
悪
く
し

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
寝
つ
く

ま
で
の
時
間
を
短
く
す
る
作
用
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
効

果
は
睡
眠
の
前
半
だ
け
で
、
後
半

に
な
る
と
眠
り
が
浅
く
な
り
、
頻

繁
に
目
が
覚
め
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
脳
波
の
検
査

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
飲
酒
の

習
慣
が
続
く
と
、
体
が
お
酒
に
慣

れ
て
効
果
が
得
ら
れ
に
く
く
な

り
、
寝
つ
き
に
必
要
な
飲
酒
量
が

増
え
て
、
依
存
症
に
陥
っ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
筋
肉

を
緩
め
る
作
用
が
あ
り
、
の
ど
の

筋
肉
も
緩
ん
で
気
道
が
狭
く
な
り

ま
す
。
飲
酒
後
の
睡
眠
で
、
い
び

き
が
多
い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
あ
る
人

は
、
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
た

め
、
注
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
酒
に
頼
ら
ず
に
寝
つ
き
を
よ

く
す
る
方
法
を
、
い
く
つ
か
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

○
朝
日
を
浴
び
る
（
朝
日
を
浴
び

て
１５
〜
１６
時
間
後
に
、
睡
眠
を

促
す
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
）

○
就
寝
前
の
強
い
光
を
避
け
る

（
店
舗
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ

の
光
は
、
安
眠
を
妨
げ
る
）

○
就
寝
す
る
前
の
入
浴
（
熱
く
な

い
お
湯
に
浸
か
っ
て
体
温
を
上

げ
る
と
熟
睡
し
や
す
い
）

○
寝
る
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
（
コ
ー

ヒ
ー
や
緑
茶
な
ど
）
の
摂
取
を

避
け
る

　

寝
酒
を
急
に
や
め
る
と
、
反
動

で
不
眠
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
数
日
〜
数
週
間
で
改
善
し
、

お
酒
を
や
め
た
方
が
睡
眠
の
質
も

よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
な
が

ら
、
睡
眠
習
慣
を
見
直
し
て
み
る

の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特

に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問

合
せ
は
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）、
費
用
は
無
料
。◎
は
事
前

に
市
民
健
康
課
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す（
電
話
可
。
申
し
込
み
順
）。

電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　もしものときは！

探す相談する

夜間急患診療所
東越谷10-81　☎960-1000
【休診日】なし（年中無休）
【診療科目】内科・小児科（内科的疾患）
【受付】午後7時30分～午後10時30分
【診療】午後8時～午後11時
＊薬の処方は、原則1日分となります。
　翌日は、かかりつけ医を受診してください

＜急病に関する相談＞
●大人の救急電話相談
　#7000または☎048-824-4199
　休日や夜間の大人の急病に関する相談。月
曜～土曜日は午後6時30分～午後10時30
分、日曜日・祝日・年末年始は午前9時～午
後10時30分
●小児救急電話相談
　＃8000または☎048-833-7911
　休日や夜間の子どもの急病に関する相談。
月曜～土曜日は午後7時～翌朝7時、日曜
日・祝日・年末年始は午前7時～翌朝7時
＜救急病院・救急医療の案内＞
●埼玉県救急医療情報センター
　☎048-824-4199
　医療機関（歯科・口腔外科・精神科を
除く）を24時間ご案内しています
＜緊急的な精神医療相談＞
●埼玉県精神科救急情報センター
　☎048-723-8699
　休日や夜間の緊急的な精神医療相談。月
曜～金曜日は午後5時～翌朝8時30分、土
曜･日曜日・祝日・年末年始は午前8時30分
～翌朝8時30分

　急患診療所などの救急医療は、急患
（急性の病気）の診療が対象です。また、
医療費が通常と異なる場合があります。
　日曜日や祝日に診療を行っている医
療機関は、市ホームページや、公共施設
で配布している「越谷市の休日診療・救
急医療のご案内」をご覧ください。

　診療時間は医療機関や診療内容によっ
て異なります。事前に各医療機関に電話連
絡のうえ、受診してください。
4月29日（祝）
▷あおき整形外科　☎954-4000
　千間台東1-4-1／整・リハ
▷田代クリニック愛　☎984-7124
　相模町6-484／内
▶ハスミ歯科クリニック　☎963-6482
　越ヶ谷1-9-22／歯・小歯・矯歯
5月3日（祝）
▷西川皮膚科医院　☎988-1200
　南越谷4-9-5クリニックステーション
新越谷2階／皮
▷弥栄医院　☎974-4407
　弥栄町1-105-184／内
▶栗田歯科医院　☎964-0700
　東越谷10-110-14／歯・小歯
5月4日（祝）
▷坂巻医院　☎977-3223
　大泊1057-5／内
▷新越谷クリニック　☎962-0066
　弥生町14-22／内
▶匠歯科クリニック　☎964-8818
　赤山町1-114-1／歯・小歯・矯歯・歯口
5月5日（祝）
▷北辰病院　☎985-3333
　七左町4-358／精・心内
▷大越病院　☎976-5102
　平方1705-1／内・循内・小
▶山本歯科クリニック　☎976-6874
　袋山1391-1／歯・小歯

　予防接種や健（検）診
を行っている実施医療機
関などの情報を掲載して
います。１年間お手元にお
いて、広報こしがやお知ら
せ版と併せてご活用くださ
い。

B市民健康課（保健センター）
☎978－3511

こ
う
く
う

知

お
知
ら
せ

平成29年度
保健カレンダーを
発行しました

午後1時～3時、越谷市薬剤師会
事務局（中町6-6）☎960ー
4100
＊今月から開催場所を変更し、予
　約制となりました
＊相談日の1週間前までに電話で
　予約してください

年齢 対象生年月日
昭和27年 4月 2日～28年 4月 1日生まれ
昭和22年 4月 2日～23年 4月 1日生まれ
昭和17年 4月 2日～18年 4月 1日生まれ
昭和12年 4月 2日～13年 4月 1日生まれ
昭和  7年 4月 2日～ 8年 4月 1日生まれ
昭和  2年 4月 2日～ 3年 4月 1日生まれ
大正11年 4月 2日～12年 4月 1日生まれ
大正  6年 4月 2日～  7年 4月 1日生まれ

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

平成29年度高齢者肺炎球菌
予防接種対象者
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特に記載がない場合の会場・問合せ先は保健センター☎978-3511です。◎は事前に保健センターへの申込みが必要です（電話可。申込み順）。

◎「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
３
キ
ロ
」　
　

　

in
出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー

a
g
左
表
の
と
お
り　

d
出
羽
地
区

セ
ン
タ
ー
ほ
か
（
体
力
測
定
は
西
体

育
館
）　

f
市
内
在
住
の
２０
歳
〜
７４

歳
で
、
腹
囲
（
へ
そ
周
囲
径
）
が
８５

㌢
以
上
ま
た
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
﹇
体
重

（
㌔
）
÷
身
長
（
㍍
）
÷
身
長

（
㍍
）
﹈
が
２５
以
上
の
方
４０
人
。
お

子
さ
ん
連
れ
で
の
参
加
は
申
し
込
み

時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
保
育
ス

タ
ッ
フ
は
い
ま
せ
ん
）　

e
４
月
５

日
㈬
か
ら
電
話
で
市
民
健
康
課
へ
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す

＊
出
羽
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
予
約
で

　

き
ま
せ
ん

◎
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ「
春
の
彩
り

　

バ
ラ
ン
ス
料
理
教
室
」

a
４
月
２７
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理　

f
２４
人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
６
日
㈭
か
ら

◎
ロ
コ
モ
予
防
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

d
a
①
保
健
セ
ン
タ
ー
…
５
月
１５
日

㈪
・
６
月
１２
日
㈪
・
７
月
１０
日
㈪　

②
新
方
地
区
セ
ン
タ
ー
…
５
月
２２
日

㈪
・
６
月
１９
日
㈪
・
７
月
３１
日
㈪　

③
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
…
５
月
３０
日

㈫
・
６
月
２７
日
㈫
・
７
月
２５
日
㈫
。

い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
１０
時
〜
正
午

（
全
３
回
）　

g
講
義
、
ロ
コ
モ
予

防
体
操
、
ミ
ニ
体
力
測
定　

f
市
内

在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
、
各
会
場
２０

人　

c
運
動
の
で
き
る
服
装
、
水
分

補
給
用
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
電

卓
、
タ
オ
ル　

e
①
は
４
月
１１
日
㈫

か
ら　

②
は
４
月
１４
日
㈮
か
ら　

③

は
４
月
１８
日
㈫
か
ら
。
い
ず
れ
も
電

話
で
市
民
健
康
課
へ

＊
各
会
場
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん

◎
は
じ
め
て
さ
ん
の
男
の
料
理
教
室

　
「
炊
飯
を
学
ぶ
！
」

a
４
月
２８
日
㈮
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理　

f
２４
人　

h
５
０
０
円　

e
４
月
７
日
㈮
か
ら

◎
健
康
体
操
教
室

a
d
左
表
の
と
お
り　

g
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、
講
話
、
体
操
、
ハ
ッ
ポ
ち
ゃ

ん
体
操　

f
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

４０
歳
以
上
で
運
動
制
限
が
な
く
、
毎

回
出
席
で
き
る
方　

c
飲
み
物
、
室

内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル　

e
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
（
複
数
会
場
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
に
よ
っ
て
参
加
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）　

b
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

◆
平
成
２９
年
度
風
し
ん
抗
体
検
査

　
（
無
料
）を
実
施
し
ま
す

a
４
月
１
日
〜
平
成
３０
年
３
月
３１
日

　

d
市
が
委
託
し
た
医
療
機
関
（
４

月
上
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

予
定
。
詳
し
く
は
保
健
総
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　

f
市
内

在
住
で
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
。
①
妊
娠
を
希
望
す
る
１６
歳
以
上

５０
歳
未
満
の
女
性　

②
①
の
配
偶
者

（
事
実
婚
を
含
む
）
ま
た
は
風
し
ん

抗
体
値
が
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
。
た

だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
し
た
方
、
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で

す　

h
無
料　

e
直
接
実
施
医
療
機

関
に
予
約　

b
保
健
総
務
課
☎
９
７

３
＝
７
５
３
１

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ

１
階
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
で
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
献

血
は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
３０
分
、

成
分
献
血
は
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

３０
分
。
そ
の
ほ
か
の
献
血
で
き
る
場

所
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

新
社
会
人
応
援
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

g
埼
玉
県
で
は
６
月
ま
で
「
新
社
会

人
応
援
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
県
内
の
事
業
所
や
献

血
ル
ー
ム
、
献
血
バ
ス
で
献
血
し
た

新
社
会
人
に
埼
玉
県
限
定
の
レ
ザ
ー

パ
ス
ケ
ー
ス
を
差
し
上
げ
ま
す　

b

保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３
０

も　
　

り　

　まつもと　　かずひさ
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橋
本
病
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

橋
本
病
は
甲
状
腺
の
病
気
の
ひ

と
つ
で
す
。
慢
性
甲
状
腺
炎
と
も

呼
ば
れ
、
自
己
免
疫
の
異
常
に
よ

り
自
己
抗
体
（
自
分
の
細
胞
を
攻

撃
す
る
も
の
）
が
で
き
、
甲
状
腺

を
破
壊
し
て
慢
性
的
に
甲
状
腺
に

炎
症
を
お
こ
し
、
甲
状
腺
機
能
が

低
下
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

甲
状
腺
は
首
の
正
面
の
や
や
低

い
位
置
に
あ
る
約
２０
㌘
程
度
の
小

さ
な
臓
器
で
す
。
左
右
に
羽
を
広

げ
た
蝶
の
形
を
し
て
い
て
、
気
管

の
前
に
乗
っ
か
る
よ
う
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
機
能
と
し
て
は
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
に
は
い
く
つ
か
機

能
が
あ
り
ま
す
が
、
主
に
代
謝
の

活
性
化
に
関
与
し
て
い
ま
す
。
甲

状
腺
機
能
（
ホ
ル
モ
ン
）
や
自
己

抗
体
は
血
液
検
査
で
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

橋
本
病
は
女
性
に
多
い
病
気
で

成
人
女
性
の
約
３
〜
１０
％
程
度
が

潜
在
的
に
橋
本
病
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
甲
状
腺
機
能
を
低
下
さ
せ
て

し
ま
う
一
番
の
原
因
は
橋
本
病
で

す
が
、
自
己
抗
体
を
も
っ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
甲
状
腺

機
能
低
下
症
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
涯
甲
状
腺
機
能
に

異
常
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
症
状
と
し
て
は
甲
状
腺
が

大
き
く
腫
れ
て
き
ま
す
が
、
甲
状

腺
機
能
低
下
が
な
け
れ
ば
自
覚
的

な
症
状
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
機

能
低
下
し
て
き
た
場
合
に
無
気

力
、
疲
労
感
、
寒
が
り
、
浮
腫
み

な
ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
は
不
足
し
て
い
る
ホ
ル
モ

ン
の
補
充
で
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
薬
を
内
服
し
ま
す
。
自
覚
症
状

は
１
〜
２
カ
月
程
度
で
改
善
し
て

き
ま
す
。
甲
状
腺
機
能
が
正
常
で

あ
れ
ば
治
療
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ホ
ル
モ
ン
補
充
を
開
始
し

た
後
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
薬
を
内

服
し
な
く
て
も
問
題
な
い
状
態
に

な
る
に
は
時
間
が
か
か
り
、
中
に

は
一
生
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
薬
を
内

服
し
続
け
な
い
と
い
け
な
い
方
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
内
服
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
れ
ば
特
別
な
制
限

も
な
く
生
活
で
き
る
病
気
で
す
。

　

た
だ
し
、
甲
状
腺
機
能
が
低
下

し
て
い
る
方
に
は
特
に
注
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ウ

素
の
過
剰
摂
取
は
甲
状
腺
機
能
を

低
下
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
通
常
の
量
で
あ
れ
ば
問
題
あ

り
ま
せ
ん
が
、
昆
布
の
摂
取
過
剰

や
ヨ
ー
ド
含
有
の
う
が
い
薬
も
毎

日
使
う
と
ヨ
ウ
素
の
過
剰
に
な
り

甲
状
腺
機
能
が
低
下
す
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

越谷市医師会
まつもと内科
☎９７０－４９７６
松本　和久

343－002252円 52円

（往信の表面）　

往復はがき記入方法　　＊返信の裏面には、何も記入しないでください

（返信の裏面） 　 （返信の表面） （往信の裏面）

往信

越谷市東大沢
　　１－１２－１
　（保健センター内）

　　　市民健康課行

343－◯◯◯◯

返信

越谷市○○○○○○○
（氏名）　○○　○○様

＊自分の住所・氏名を記入
＊氏名は○○「様」とご記入
　ください

①郵便番号
②住 所
③氏 名
④生年月日
⑤電話番号
（日中連絡のとれる番号）
⑥骨粗しょう症検診希望日
（第３希望まで）
第１希望　○月○日
第２希望　○月○日
第３希望　○月○日
＊時間の指定はできません

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
実
施
し
ま
す

む　

く

講

講
座
・
教
室

初日

体力測定

講習
（自由参加）

体力測定

最終日

チームマイナス３キロ日程表

＊初日、体力測定、最終日は参加必須

4/27（木）、9:30～12:00
宣言式・計測・参加者の体験談等

5/9（火）、9:30～12:00

5月～7月の平日、１時間30分程度
健康的に減量するためのコツ、運
動・栄養の講義、調理実習、運動実
技、計測・情報交換会等

7/27（木）、9:30～12:00
8/3（木）、10:00～12:00
報告会・計測等

会場・定員 実施日（※は午前のみ）
6/16（金）、6/18（日）※、
6/19（月）、6/20（火）※、
7/4（火）、7/5（水）、
7/6（木）、7/7（金）※、
7/8（土）※

6/21（水）、6/22（木）、
6/23（金）

8/2（水）、8/3（木）、
8/4（金）

7/11（火）、7/12（水）、
7/13（木）、7/14（金）

保健センター
（平日：各日108人、
土曜・日曜日：各日
60人）

蒲生地区センター
（各日92人）

桜井地区センター
（各日92人）

中央市民会館
（各日92人）

日　時会場
（定員）

申込み期間
（土曜・日曜日、祝日を除く。
午前9時～午後5時15分）

総合
体育館
（70人）

南
体育館
（70人）

〈初めて参加する方〉
4/11（火）～5/2（火）
〈以前参加した方〉
4/18（火）～5/2（火）

〈初めて参加する方〉
4/13（木）～5/12（金）
〈以前参加した方〉
4/20（木）～5/12（金）

5/9～7/11の毎週火曜
日（5/30・6/27を除く）
全8回、9:15～10:45
＊初回は9：15～11：15

5/17～7/12の毎週水曜
日（5/31を除く）
全8回、13：30～15：00
＊初回は13：30～15：30

健康体操教室日程表

骨粗しょう症検診日程表

＊時間の指定、会場の変更等はできません
〈受付時間〉
▷保健センター
　平日…9：00～11：30、13：00～15：30
　土曜・日曜日…9：00～11：30
▷各地区センター、中央市民会館
　9：30～11：30、13：00～15：30

保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

a
d
左
表
の
と
お
り　

g
か
か
と

の
骨
の
超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測

定　

f
２０
歳
以
上
の
女
性
（
平
成

１０
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）　

h
１
０
０
０
円
。
次
の
①

〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
無
料
。
①
７０
歳
以
上
の
方
（
昭

和
２３
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）　

②
６５
歳
以
上
７０
歳
未
満

で
障
害
認
定
を
受
け
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
お
持
ち

の
方　

③
生
活
保
護
世
帯
に
属
す

る
方　

④
中
国
残
留
邦
人
支
援
給

付
制
度
適
用
の
方　

⑤
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
（
同
一
世

帯
全
員
が
非
課
税
）
。
⑤
の
方
は

事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
市
民
健
康
課
へ　

c
タ
オ

ル
、
保
険
証　

e
４
月
２８
日
㈮
ま

で
（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
（
往
復
は
が
き
記
入
方

法
を
参
照
）
を
記
入
し
市
民
健
康

課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
で
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
（
下
記

の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
）
。
応

募
は
１
人
１
回
ま
で
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
抽
選
結
果
は
、

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場

合
は
返
信
は
が
き
で
、
電
子
申
請

の
場
合
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
５
月

中
旬
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す

＊
申
し
込
み
が
定
員
に
満
た
な
い

　

場
合
、
電
話
に
よ
る
追
加
募
集

　

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す　

b
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
９
７
８
＝
３
５
１
１
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□
公
園
で
の
火
気
の
使
用
や
サ
ッ
カ

　

ー
・
ゴ
ル
フ
等
は
原
則
禁
止
で
す

　

市
内
の
公
園
で
次
の
こ
と
は
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
花
火
等
の
火
気

　

の
使
用

・
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
等

　

火
気
の
使
用
や
ボ
ー
ル
遊
び
は
、

他
の
利
用
者
や
近
隣
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
し
ら
こ

ば
と
運
動
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
（
要
予

約
）
、
ボ
ー
ル
遊
び
は
、
球
技
専
用

の
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
間
違
っ
た
遊
具
の
使
用
は
、
大

け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ

う
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
管
理
事

務
所
☎
９
７
１
＝
３
２
３
０

□
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に
ご
注
意
を

　

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
は
ひ
な
を
守
る

た
め
に
、
威
嚇
・
攻
撃
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
カ
ラ
ス
の

巣
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
巣
の
下
を
通
る
場
合

は
、
帽
子
や
傘
で
防
ぐ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
防
衛
策
】

○
カ
ラ
ス
に
え
さ
を
与
え
な
い

・
ご
み
を
出
す
と
き
は
生
ご
み
が
見

　

え
な
い
よ
う
に
袋
の
真
ん
中
に
入

　

れ
て
出
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
袋
が
は

　

み
出
さ
な
い
よ
う
に
カ
ラ
ス
よ
け

　

ネ
ッ
ト
を
か
け
る

・
ペ
ッ
ト
が
食
べ
残
し
た
え
さ
は
片

　

づ
け
る

○
カ
ラ
ス
に
巣
を
作
ら
せ
な
い

・
樹
木
に
巣
を
作
る
場
合
、
込
み
入

　

っ
た
枝
を
好
む
習
性
が
あ
る
た

　

め
、
枝
を
せ
ん
て
い
す
る

・
巣
の
材
料
と
な
る
ハ
ン
ガ
ー
は
物

　

干
し
場
に
放
置
せ
ず
室
内
に
取
り

　

込
む

　

一
人
ひ
と
り
が
カ
ラ
ス
の
問
題
に

つ
い
て
見
直
し
、
カ
ラ
ス
に
対
す
る

防
衛
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３□
ひ
な
を
拾
わ
な
い
で
!!

　

毎
年
、
春
か
ら
初
夏
は
野
鳥
の
子

育
て
の
季
節
で
す
。
野
鳥
の
ひ
な
は

ま
だ
上
手
に
飛
べ
な
い
状
態
で
巣
立

つ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
ひ
な
で
も
多
く
は
親
鳥
が
食
べ

物
を
運
ん
だ
り
、
安
全
な
場
所
へ
導

い
た
り
し
て
育
て
て
い
る
最
中
で

す
。
迷
子
だ
と
思
っ
て
拾
う
と
、
親

鳥
か
ら
引
き
離
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

自
然
界
で
は
巣
立
ち
後
に
親
鳥
と

過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
１
週
間
〜

１
カ
月
）
に
「
何
が
食
べ
物
で
、
何

が
危
険
か
」
な
ど
を
学
習
し
て
ひ
と

り
立
ち
す
る
の
で
、
人
に
育
て
ら
れ

た
ひ
な
は
自
然
の
中
で
生
き
て
い
け

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
巣
立
つ
ま
で

ひ
な
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

３
、
（
公
財
）
日
本
野
鳥
の
会
☎
０３

＝
５
４
３
６
＝
２
６
２
２

　

い
ず
れ
も
相
談
は
、
☎
０
４
８
＝

８
３
８
＝
１
８
９
９
（
当
日
の
み
）

　

h
無
料　

b
埼
玉
司
法
書
士
会
☎

０
４
８
＝
８
６
３
＝
７
８
６
１

□
敷
金
（
賃
貸
住
宅
）
ト
ラ
ブ
ル

　

１
１
０
番

a
４
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
、
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時　

g
敷
金
問
題
に
関

す
る
電
話
相
談
。
埼
玉
弁
護
士
会
、

埼
玉
司
法
書
士
会
共
催

□
空
き
家
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

a
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
、
午
後
６

時
〜
８
時　

g
空
き
家
に
関
す
る
所

有
者
や
相
続
人
、
近
隣
の
方
か
ら
電

話
相
談
。
埼
玉
司
法
書
士
会
主
催

□
消
費
生
活
相
談
事
例　

在
宅

ワ
ー
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を

〈
事
例
〉　

在
宅
ワ
ー
ク
に
就
く

条
件
に
、
高
額
な
登
録
料
・
講
習

料
・
教
材
費
の
支
払
い
や
、
そ
の

支
払
い
の
た
め
借
金
を
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉　

▽
「
誰
に
で

も
で
き
る
」
「
簡
単
に
収
入
が
得

ら
れ
る
」
と
い
っ
た
甘
い
言
葉
に

注
意
し
ま
し
ょ
う　

▽
在
宅
ワ
ー

ク
を
始
め
る
時
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
在
宅
ワ
ー
ク
の

適
正
な
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
な
ど
を
参
照
し
ま
し
ょ
う

　

▽
登
録
料
・
講
習
料
・
教
材
費

な
ど
の
名
目
で
お
金
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

可
能
な
と
き
が
あ
り
ま
す　

▽
在

宅
ワ
ー
ク
だ
と
思
っ
て
い
て
も
自

分
が
悪
質
商
法
に
加
担
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
仕

事
を
始
め
る
際
に
高
額
の
負
担
を

要
求
さ
れ
た
ら
、
怪
し
い
と
思

い
、
冷
静
に
な
り
ま
し
ょ
う　

▽

困
っ
た
こ
と
や
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

b
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
９
６
５

＝
８
８
８
６

□
悪
質
点
検
商
法
に
ご
注
意
を

〈
事
例
〉　

「
排
水
管
の
清
掃
や

修
理
を
す
る
な
ど
と
業
者
か
ら
の

電
話
や
訪
問
が
あ
る
が
、
市
で
業

者
に
委
託
し
て
い
る
の
か
」
と
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉　

▽
排
水
設
備

を
定
期
的
に
点
検
し
、
清
掃
す
る

こ
と
は
管
理
上
好
ま
し
い
こ
と
で

す
が
、
通
常
の
使
い
方
を
し
て
い

れ
ば
下
水
道
管
が
詰
ま
る
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん　

▽
市
で
家
庭
の
排
水
管
清
掃
や
修

理
等
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
点
検
商
法
が

疑
わ
れ
る
場
合
は
「
簡
単
に
ド
ア

を
開
け
な
い
」
「
は
っ
き
り
と
断

る
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う　

▽
不

安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
下
水

道
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

b
下
水
道
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０

６

　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透

を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
付
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

○
運
動
の
基
本

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　

止
〜
事
故
に
あ
わ
な
い
、
お
こ

　

さ
な
い
〜

○
全
国
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

　

通
事
故
防
止
（
自
転
車
に
つ
い

　

て
は
、
特
に
自
転
車
安
全
利
用

　

五
則
の
周
知
徹
底
）

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

　

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

　

徹
底

○
埼
玉
県
重
点

・
子
供
と
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用

　

中
の
交
通
事
故
防
止

○
越
谷
市
重
点

・
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向

　

上
a
４
月
５
日
㈬
、
午
前
１０
時
３０
分

か
ら　

d
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
東
側
Ｒ
駐
車
場　

g
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
交

通
安
全
啓
発
品
の
配
布　

b
越
谷

警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１
１
０
、

市
役
所
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３

＝
９
１
８
５

暮
ら
し

暮
ら
し

相
　
談

ラウンジ
タウン情報

～この指とまれ！～
お知らせパック

おいでください

□第3６回越谷市工芸協会作品展
A4月27日㈭～29日㈷、午前9時30分～午後５
時（27日は午後１時から、29日は午後４時まで）
　Dサンシティ展示ホール　G革工芸、籐工
芸、パッチワークなど　H無料　E当日会場へ
　B小林☎080－6547－3458
□中国語体験教室
A４月9日㈰・１６日㈰、午前10時～正午　D中
央市民会館５階第９会議室　F30人　H無料
　EB日中友好協会越谷支部・島﨑☎975－
4629
□第39回越谷連合民謡大会
A４月29日㈷、午前10時～午後６時　Dサンシ
ティ小ホール　H無料　E当日会場へ　B松
田☎978－2411

□越谷西高校吹奏楽部第33回定期演奏会
A５月５日㈷、午後２時30分開演　Dサンシティ
大ホール　Gクラシック・ポップス・マーチング
　H指定席900円（前売りのみ）、一般700円、
高校生以下400円（当日は各100円増）　BD
973－1183、Hokada.takatoshi.9e@sp
ec.ed.jp
□（一財）順天堂精神医学研究所講演会
A４月15日㈯、午後２時～4時　D順天堂越谷
病院集会ホール　G男の更年期障害　H無料
　E当日会場へ　B（一財）順天堂精神医学研
究所☎978－8595
□越谷西特別支援学校「ボランティア養成講座」
A５月８日㈪・６月２日㈮、午前９時～正午　D越
谷西特別支援学校　G障がいの理解と本校の
児童生徒について、体験実習　H無料　E電
話またはファクスで下記へ　B越谷西特別支援
学校☎962－0272、D960－1187
□埼玉県立大学公開講座「損なわれた関
　係を正し修復するRJ対話　体験会」
A５月20日㈯、午後1時30分～４時30分　D埼
玉県立大学　H1,000円　E５月１日㈪までに、
講座名・住所・氏名（ふりがな）・電話番号（ファク
ス番号）を記入し、ファクスまたはメールで下記
へ　B埼玉県立大学地域産学連携センター☎
973－4114、D973－4807、Hedec@spu.
ac.jp
□第１１回乳幼児をもつ親のための講座　
　わくわく絵本教室
AG４月27日㈭…絵本に出会うまで！　５月11
日㈭…子どもの成長にあわせた絵本の楽しみ
方①。時間はいずれも午前10時～11時30分　
D文教大学図書館内会議室B1　F25人（保育
20人）　H無料　E４月１日㈯～19日㈬にファ
クスで下記へ　Bあいのみ文庫・塩谷☎977－
7818、D974－8040
□平成29年度家庭倫理講演会
A４月15日㈯、午前10時～11時40分　D中央
市民会館劇場　Gテーマは「つながる」　
H1,000円　E電話で下記へ　B家庭倫理の
会越谷・戸張☎090－7811－9512

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

　
ご
注
意
を
!!

出
発
式
を
行
い
ま
す

春の
全国交通
安全運動

４月６日㈭～
　15日㈯は

吉川福祉専門学校
ＪＲ武蔵野線吉川駅下車徒歩５分
吉川市保1－23－14
TEL.048－984－4701
申込窓口：事務部

【資料請求・お問い合わせ先】
介護福祉士の専門学校

◆受講期間：7月1日～12月31日（6か月間）
◆募集定員：火曜日・木曜日コース　各30名
◆申込期間：3月1日～6月28日まで
◆受 講 料：97,800円（例：ヘルパー2級保有 テキスト代含）
◆受講方法：レポート課題とスクーリング

詳細は本校にお問い合わせください。

≪教育訓練給付制度指定講座≫

介護福祉士実務者研修（７月平日）
開講のお知らせ

児童発達支援（未就学児）
放課後等デイサービス

お子さんの個性を
伸ばしませんか？
越谷市野島４３９－３　０４８－９７１－７２１９
http://furusato-t.com

ま　ほ　ろ　ば
児童募集中

羽子板／破魔矢
ひな人形／五月人形



各種相談（祝日・年末年始を除く）相談は無料です
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●市民相談
〈一般（相続、離婚、賠償などの民事関係）〉
　A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後
4時30分(正午～午後1時を除く)
〈交通事故相談〉　A毎週月曜・木曜日、
毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時
30分(正午～午後1時を除く)。要事前連
絡
いずれもD中央市民会館4階第1相談室
　Bくらし安心課☎９６３－９１５６
●弁護士による法律相談(予約制)
A毎週水曜日、毎月第1～4金曜日、午
後1時20分～4時20分(第2金曜日は午
後4時～7時)。相談日の前日午後1時か
ら電話のみで予約受付。定員6人　D中
央市民会館4階第4相談室　G日常生
活の法律上の諸問題、交通事故による
補償問題、手続きなど　Bくらし安心課
☎９６３－９１５６
●司法書士法律相談(予約制)
A毎週火曜・水曜・金曜日、午後1時～4
時。毎週土曜日、午前10時～午後1時
(予約は平日午前10時～午後4時)　G
裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年
後見・家事事件、クレジット・サラ金、多重
債務　DB埼玉司法書士会越谷総合相
談センター(越ヶ谷2－8－22エースビル
越ヶ谷2階)☎０４８－８３８－７４７２
●税務相談
〈税理士〉　A毎月第1月曜日、午前10
時～午後3時(正午～午後1時を除く)　
D中央市民会館4階第2相談室　Bくら
し安心課☎963－9156
〈税理士会越谷支部税務相談所〉　A毎
週月曜・木曜日、午後1時～4時。要事前
連絡　D税理士会越谷支部税務相談所
(赤山町3－3－4草島商店3階、越谷税務
署前)　B関東信越税理士会越谷支部 
☎962－6131
●行政相談
A毎月第2金曜日、午前10時～午後3時
(正午～午後1時を除く)　D中央市民会
館4階第2相談室　G行政上の諸問題
関係　Bくらし安心課☎963－9156
●行政書士相談
　(埼玉県行政書士会越谷支部)
A毎月第1金曜日、午前10時～午後3時

（正午～午後1時を除く）　D中央市民会
館4階第2相談室　G相続、遺言、金銭
貸借等の書類の作成など　Bくらし安
心課☎963－9156
●登記相談(司法書士・土地家屋調査士)
A毎月第1水曜日、午前9時～正午　D
中央市民会館4階第2相談室　Bくらし
安心課☎963－9156
●消費生活相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時30分～
午後3時30分(正午～午後1時を除く）　
G商品やサービスの疑問や不審、訪問
販売のトラブル、多重債務など　DB消
費生活センター（中央市民会館4階）☎
965－8886

●内職相談
A毎週火曜・木曜日、午前10時～午後3
時30分(正午～午後1時を除く。受付は
午前10時～11時30分、午後1時～3時)
　D産業雇用支援センター3階相談室
　B産業支援課☎967－4680
●早期就職(キャリアコンサルタント)
A毎週月曜～金曜日(月曜～水曜日は要
予約)、午前9時～午後4時30分(正午～
午後1時を除く)　D産業雇用支援セン
ター3階相談室　B産業支援課☎967
－4680
●経営相談 
〈事業資金〉　A毎月第2水曜日、午後1
時～4時(毎月第1水曜日までに要予約)
　D産業雇用支援センター3階相談室
　B産業支援課☎967－4680
〈創業・経営〉　A毎週月曜～水曜・金曜
日、午前9時～午後4時(正午～午後1時
を除く。要予約)。出張相談にも応じます
　DB産業雇用支援センター二番館☎
967－2424
●職業相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分(火曜・木曜日は午後7時ま
で)。毎月第1・3土曜日、午前10時～午
後5時　DBハローワーク越谷☎969－
8609
●事業所の求人相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分　DBハローワーク越谷
☎969－8609

●労働相談(社会保険労務士)
A毎週金曜日、午後1時～4時(受付は午
後3時30分まで)　D産業雇用支援セン
ター3階相談室　B産業支援課☎967
－4680

●女性相談
G生き方やパートナーについての相談
　①A毎週月曜～金曜日、午前10時～
午後4時（正午～午後1時を除く）　DB
女性・DV相談支援センター☎963－
9176　②A毎週水曜・金曜日、午後5時
～8時(電話相談のみ)　B女性・DV相
談支援センター☎970－7415　③A毎
週土曜日、午前10時～午後4時（正午～
午後1時を除く）　D男女共同参画支援
センター　B女性・DV相談支援センター
☎963－9176（毎週月曜～金曜日、午前
10時～午後4時（正午～午後1時を除く））
●DV相談
①A毎週月曜～金曜日、午前10時～午
後4時（正午～午後1時を除く）　DB女
性・DV相談支援センター☎963－9176
　②A毎週水曜・金曜日、午後5時～8時
(電話相談のみ)　B女性・DV相談支援
センター☎970－7415
●人権相談（人権擁護委員）
①A毎月第1・3木曜日、午後1時～4時
　D中央市民会館4階第4相談室　B
人権・男女共同参画推進課☎963－
9119　②A毎週月曜日、午前9時～午
後4時　DBさいたま地方法務局越谷
支局☎966－1321

●青少年相談
A毎週火曜・水曜・金曜日、午前9時～午
後4時　DB青少年相談室(越谷市教育
センター内)☎964－0272　
●家庭児童相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後4
時(正午～午後1時を除く)。来所の場合
は事前に電話でお問い合わせください
　D中央市民会館4階第6相談室　B
家庭児童相談室(子育て支援課)☎964
－2111
●教育相談
A毎週月曜～土曜日、午前9時30分～午

後4時45分(電話相談の受付は午前9時
～午後8時30分)、メール相談は市ホーム
ページで「教育相談」を検索　DB越谷
市教育センター(増林3－4－1)☎962－
9300、962－8601、ハートコール（子ど
も専用電話相談）☎962－8500

●福祉なんでも相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分。直接窓口へおいでくださ
い　DB福祉なんでも相談窓口(市役所
本庁舎1階総合受付隣) ☎963－9150
●介護相談（予約制）
A4月は11日(火)、午後7時～9時　D
中央市民会館4階第4相談室　B介護
保険課☎９６３－９３０５
●生活自立相談「よりそい」
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後5
時(電話予約の方優先) 　D市役所第三
庁舎2階生活福祉課　B生活自立相談
「よりそい」☎963－9212
●成年後見相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時　D中央市民会館1階越谷市
社会福祉協議会　B成年後見センター
こしがや☎966－2281

●不動産相談
A毎月20日、午前10時～午後3時(正午
～午後1時を除く)　DB埼玉県宅建協
会越谷支部(市役所南側駐車場向かい)
☎964－7611
●住宅リフォーム・耐震相談
A毎月第3火曜日(第2火曜日までに要
予約)、午前9時30分～11時30分　D
中央市民会館4階第4相談室　B建築
住宅課☎963－9205
●マンション管理相談
A毎月第1・3火曜日(第2火曜日までに
要予約)、午後1時30分～4時30分　D
中央市民会館4階第4相談室　B建築
住宅課☎963－9205
●空き家・空き室・空き地相談
A毎月第1・3木曜日、午後1時30分～3
時30分　D市役所本庁舎1階ロビー　
B越谷市住まい・まちづくり協議会☎
977－8889

市　民　相　談

福　祉　相　談
女性・人権相談

子ども・教育相談

仕事・経営相談

住 ま い 相 談

埼
玉
出
張
修
理
専
門

埼
玉
出
張
修
理
専
門

パソコンのお医者さん　デジタル・パソコンクリニック
創
業
５
年
目
を
迎
え
た
出
張
・

見
積
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
修
理
屋

で
す
。
埼
玉
県
南
部
が
中
心
の

地
域
密
着
だ
か
ら
で
き
る
出

張
・
見
積
も
り
無
料
で
、
修
理

実
績
は
年
間
６
０
０
０
台
以

上
。
「
昨
今
、
パ
ソ
コ
ン
の
買

い
替
え
時
に
ど
ん
な
パ
ソ
コ
ン

を
購
入
す
れ
ば
よ
い
か
？
設
定

設
置
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
多

く
、
弊
社
で
も
お
一
人
お
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
パ
ソ
コ
ン
の
ア

ド
バ
イ
ス
・
修
理
、
販
売
設
置

ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
同

社
。
ま
た
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

７
に
つ
い
て
は
２
０
０
９
年
リ

リ
ー
ス
な
の
で
、
２
０
０
９
、

10
年
頃
に
購
入
し
て
い
る
も
の

だ
と
そ
ろ
そ
ろ
寿
命
が
近
づ
き

「
動
作
が
遅
い
」
「
フ
リ
ー
ズ

す
る
」
「
起
動
し
な
い
」
等
の

ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

が
急
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

大
事
な
デ
ー
タ
が
そ
の
ま
ま
入

り
っ
ぱ
な
し
で
起
動
し
な
い
、

壊
れ
て
し
ま
っ
た
等
お
困
り
の

方
が
多
く
い
ま
す
。
仮
に
デ
ー

タ
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
て

も
、
取
り
出
せ
る
場
合
も
あ
る

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ　

Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
は
今
年
４
月
11
日

に
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
は
２

０
２
０
年
４
月
に
サ
ポ
ー
ト
が

終
了
す
る
の
で
、
状
況
に
よ
っ

て
は
修
理
よ
り
も
買
い
替
え
を

お
勧
め
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
見
積
も
り
無
料
。

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
0
4
8
・

6
7
3
・
4
9
0
0　

午
前
九

時
〜
午
後
十
時
ま
で
受
付
。

住
所　

埼
玉
県
越
谷
市
赤
山

本
町
３
|

24※

こ
ち
ら
の
事
務

所
で
の
持
込
対
応
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

不動産に関する無料相談!!
【日時】　平成29年4月20日（木）、１０：００～１５：００
【場所】　越谷市越ヶ谷２－８－２３　３階（越谷市役所前）

　問合先　TEL 048-964-7611　お気軽にご相談ください。

★弁護士・宅地建物取引士による

不動産無料相談所
(公社)埼玉県宅地建物取引業協会越谷支部

ドラッグストア



平成29年3月1日現在
人口　33万9,192人　（前月比53人減）
世帯　14万8,262世帯　（前月比48世帯増）

男　16万8,865人　（前月比22人減）
女　17万0,327人　（前月比31人減）

広報こしがやお知らせ版　平成29年（2017年）4月号 16

東京オリンピック・パラリンピックまであと３年
　

市
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
向
け
、
し
ら
こ

ば
と
運
動
公
園
競
技
場
と
総
合

体
育
館
を
事
前
キ
ャ
ン
プ
候
補

地
の
競
技
施
設
に
登
録
し
、
諸

外
国
・
地
域
の
誘
致
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
、
中
南
米
の
グ
ア

テ
マ
ラ
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
国
際

渉
外
部
長
の
ネ
ビ
ル
さ

ん
が
訪
れ
、
事
前
キ
ャ

ン
プ
候
補
地
や
市
内
宿

泊
施
設
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

し
ら
こ
ば
と
運
動
公

園
競
技
場
で
は
、
周
辺

の
医
療
機
関
や
交
通
の

利
便
性
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
を
交
え
つ
つ
、

職
員
に
よ
る
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
　

全天候型ウレタン舗装のトラックの感触などを確認

事
前
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
の
誘
致
活
動
実
施
中

公共施設のあり方について活発に意見交換
　

３
月
１
日
、
中
央
市
民
会
館

で
「
公
共
施
設
の
今
後
を
考
え

る
懇
談
会
」
（
市
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２２
人
の
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
文
化
・
子
ど
も
向

け
・
高
齢
者
向
け
な
ど
の
施
設

が
ど
の
く
ら
い
の
距
離
に
あ
る

べ
き
か
、
民
間
委
託
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
を

展
開
。
施
設
の
複
合
化

や
多
世
代
交
流
施
設
の

新
設
な
ど
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
、
参
加
し
た

女
性
は
「
建
設
的
な
意

見
交
換
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
公
共
施
設
の

老
朽
化
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
を

策
定
し
、
施
設
の
総
量

縮
減
と
長
寿
命
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公共施設のあり方についてグループワーク

市
民
参
加
で
公
共
施
設
の
今
後
を
考
え
る783人がマラソンを楽しむ

　

３
月
１２
日
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

で
「
越
谷
い
ち
ご
ラ
ン
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
㈱
Ｊ

Ｔ
Ｂ
関
東
と
（
一
社
）
越
谷
市

観
光
協
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
越
谷
の
名
物
で
あ
る
イ
チ

ゴ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
青

空
の
も
と
７
８
３
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
、
２
㌔
〜

４２
・
１
９
５
㌔
の
種
目

に
分
か
れ
、
マ
ラ
ソ
ン

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
参

加
賞
と
し
て
、
市
内
の

イ
チ
ゴ
観
光
農
園
で
採

れ
た
イ
チ
ゴ
と
イ
チ
ゴ

の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
の
苺
の
か
け
ジ
ャ

ム
を
使
っ
た
ヨ
ー
グ
ル

ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

ランニングコースで親しまれている大相模調節池の周りを快走

越
谷
の
イ
チ
ゴ
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト「
越
谷
い
ち
ご
ラ
ン
」

四季折々の花が咲く調整池に遊歩道が完成
　

３
月
１２
日
、
東
越
谷
調
整
池

で
、「
四
季
の
里
植
栽
５
か
年

計
画
・
東
越
谷
ビ
オ
ト
ー
プ
の

道
完
成
記
念
報
告
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
東
越
谷
調
整
池
に

は
平
成
２３
年
度
か
ら
地
域
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
四
季
折
々
の

花
や
木
が
植
え
ら
れ
、「
四
季

の
里
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
調
整
池
の
中
心

を
通
る
東
越
谷
ビ
オ
ト

ー
プ
の
道
の
完
成
を
祝

い
、
開
通
式
と
渡
り
初

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
季
の
里
運
営
協
議

会
長
の
石
﨑
一
宏
さ
ん

は
「
市
民
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
場
所
に
し
よ

う
と
、
１２
回
の
植
栽
と

３２
回
の
除
草
を
行
い
ま

し
た
。
５
年
が
た
ち
ま

し
た
が
、
今
後
の
取
り

組
み
が
大
事
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

石﨑会長（前列右）から説明を受ける高橋市長（同左）

〈4月放送の主な内容〉

◀
特
集
か
ら

市
政
・
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

越
谷
シ
テ
ィ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

■テレビ埼玉　
　４月１５日(土)・１６日(日)　9:30～
■Ｊ：ＣOM越谷
　４月１７日(月)～２3日(日)
　　9:00～、20:00～
■右の二次元コードから
　越谷市公式チャンネル
　(YouTube)へアクセス
　できます。

第
34
回
全
日
本
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
74
㌔
級
で
優
勝
。ベ
ン
チ
プ
レ
ス
１

７
０・０
㌔
、ト
ー
タ
ル
６
０
０
㌔
で
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

（
満
14
歳
〜
満
18
歳
）の
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
た

　

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
は
高
校

に
入
学
し
出
会
っ
た
。
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
重
い
物
を
上
げ
る
と
い
う
競
技

の
と
り
こ
に
な
っ
た
。
「
た
だ
、
楽

し
か
っ
た
」
と
村
上
さ
ん
は
笑
う
。

　

ス
ク
ワ
ッ
ト
・
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
・

デ
ッ
ド
リ
フ
ト
の
３
つ
の
合
計
重
量

で
競
う
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
筋
肉
を
つ
け

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
今
ま
で
楽

し
い
と
し
か
感
じ
た
こ
と
の
な
い
競

技
だ
が
、
減
量
だ
け
は
辛
い
と
い

う
。
「
母
が
食
事
に
は
と
て
も
気
を

遣
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
。

　

昨
年
、
世
界
大
会
に
出
場
し
た
。

「
初
め
て
の
海
外
で
の
大
会
で
、
う

ま
く
調
整
が
つ
け
ら
れ
ず
、
満
足
の

い
く
結
果
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
海
外
の
選
手
か
ら
た
く
さ
ん

の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」
。

　

今
後
の
目
標
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
の
世

界
一
」
。
家
族
へ
の
感
謝
を
胸
に
、

目
標
へ
向
か
い
ま
い
進
し
て
い
る
。

　
　
　
村
上
　
翔
太
さ
ん

（
東
越
谷
）

浦
和
学
院
高
校
卒
業

む
ら
か
み
　
　
し
ょ
う
た

・ニュース：観光物産拠点施設がオープン
　／市内の小中学校にエアコンを設置
・特集： こしぶら散歩～越谷まち歩き編～
・ズームアップ：越谷いちごラン
・イベント情報：不動橋こいのぼりフェス
　ティバル／ゴールデンウィークのイベント

四
季
の
里
で
の
５
年
間
の
取
り
組
み
を
報
告



施政方針・・・・・・・・・・・・・・・・①
教育行政方針・・・・・・・・・・・・③

臨時特集号平成29年4月1日発行

広報 平成29年度
施政方針、教育行政方針

　

平
成
２９
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽

に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・

安
心
・
快
適
都
市
」
と
い
う
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
こ
の
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
は
か

る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ

リ
カ
で
は
実
業
家
で
あ
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
就
任
し
、
そ
の
発
言

が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市

場
の
影
響
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２９
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
８
％
増
の
９７
兆
４
５
４
７
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
５８
兆
３
５
９
１
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２９
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識

を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２９
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
２
・
３
％
増
の
９
０
４
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
１
・
５

％
増
の
１
７
４
２
億
１
９
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
に

沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や
地
域
の

振
興
を
は
か
る
た
め
、
越
谷
市
版
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
、
平
成
３０
年

１０
月
頃
の
交
付
開
始
に
向
け
て
、
図
柄
の
検

討
、
選
考
お
よ
び
国
へ
の
提
案
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は

か
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、

多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
は
、

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
質
の
高
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
は
か
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中

心
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
を
関
係
機
関
と

連
携
し
、
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
組
み
を
今
後
も
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
簡
素
で
機
動
的
な

執
行
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
包
括
外
部
監
査
に
よ
る
行
政

運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
情
報

化
推
進
計
画
の
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
内
部
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
な
ど
、
新
た
な
制
度
へ
の
円
滑
な
対
応

を
は
か
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築

や
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に

向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計

画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
業
統
計
調

査
、
就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
国
や
県
と
連
携
を
は
か
り
正
確
な
統

計
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
の

基
本
設
計
を
進
め
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

証
明
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
促
進
に
努
め
、
窓
口
の

混
雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
は
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
は

か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
越
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
示
し
た
方
策
を
具
体
化
す
る
た
め
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
、
安

全
・
安
心
な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確

保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療

の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次
救
急

医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
新

た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
実
施

設
計
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
増
大
す
る
医
療
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
国
で
は
医
療
機
能
の

分
化
と
地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
立

病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

間
で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
連
携

を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
７
階
の
小
児

病
棟
の
改
修
に
よ
り
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集

中
治
療
室
）
等
を
整
備
し
周
産
期
医
療
の
充

実
を
は
か
り
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ

き
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
制
定
さ
れ
た
越
谷
市
が
ん

対
策
推
進
条
例
お
よ
び
越
谷
市
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
が
ん

や
歯
科
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
成
人
保
健

事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

健
康
教
室
の
参
加
、
各
種
検
診
受
診
を
ポ
イ

ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠

中
か
ら
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
妊

婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
相
談
事
業

や
家
庭
訪
問
、
産
後
支
援
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
感
染
に
よ
る

疾
病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
を
防
止
す
る
た

め
、
予
防
接
種
事
業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

保
健
所
は
、
平
成
２７
年
４
月
の
中
核
市
移

行
に
伴
い
設
置
さ
れ
、
平
成
２９
年
度
で
３
年

目
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
総
合
的
な
保
健
衛
生
行
政
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関

等
の
検
査
指
導
を
行
う
な
ど
、
保
健
衛
生
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
結
核
患
者
へ

の
適
正
な
医
療
の
提
供
や
接
触
者
健
康
診
断

等
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染
症
の
発
生
予
防

や
感
染
症
発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
を
は
か

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
対
策
や
精
神
保
健

相
談
、
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
精
神
保

健
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
環
境
・
薬

事
・
食
品
衛
生
関
係
施
設
な
ど
の
許
認
可
・

監
視
指
導
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
衛
生
害

虫
・
狂
犬
病
・
食
中
毒
な
ど
の
予
防
啓
発
お

よ
び
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衛
生
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
場
の
流
通

食
品
の
検
査
項
目
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

食
中
毒
や
感
染
症
対
策
の
迅
速
か
つ
正
確
な

検
査
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関
わ
る
支
援

策
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
総
合

的
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
や
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い
て

　

過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
高
橋
市
長
が
新
年

度
の
施
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針（
全
文
）

は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と

し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
地

域
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
病
児
保

育
事
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
３
か
所
目

と
な
る
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
行
う

な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
入

室
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
蒲
生
南
学
童
保

育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
環

境
の
充
実
を
は
か
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援

と
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状

態
に
応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
お
よ
び
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓
発
や
個
別
相

談
、
手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支

援
な
ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

は
か
り
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」

の
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
確
保
、
そ
の
他
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
業
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
第

５
期
越
谷
市
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
窓
口
で
あ
る
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
設
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
推
進
や
認
知
症
施
策
な
ど
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
多
様
な
社
会

参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
東
西
南

北
に
設
置
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
適

切
に
運
用
し
、
生
き
が
い
対
策
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
取
り
組
む
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
の
充

実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に
よ

る
提
供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
、
地
域
の

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
仕
組
み

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
定
審
査

会
委
員
の
増
員
と
認
定
審
査
会
の
回
数
を
増

や
し
、
増
加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
財
政
の

安
定
的
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
保
険
料
の

適
正
な
賦
課
徴
収
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護

給
付
適
正
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
施
設

の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
な
ど
、
第
６
期
越

谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
介
護
基
盤
の
整
備
を
促
進

す
る
ほ
か
、
平
成
３０
年
度
か
ら
平
成
３２
年
度

を
計
画
期
間
と
す
る
第
７
期
越
谷
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
介
護
保
険
や
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
指

定
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
指
導
監
査
を
行

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
制
度

改
革
に
適
切
に
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
経

済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

受
給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ

い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ

び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
３０
年
度
か
ら
都
道
府
県
単
位
化
さ
れ
る

新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の
施
行
準
備
を

着
実
に
進
め
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る

地
域
医
療
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
対
策
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
実
施
を
通
し
て
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環

境
の
創
出
に
向
け
、
都
市
施
設
の
整
備
や
活

気
あ
る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が

相
互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年

１１
月
に
七
左
第
一
地
区
の
換
地
処
分
の
公
告

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
同
地
区
の
清
算

事
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
越

谷
地
区
の
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
事
業
進
捗
を

は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街

地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
景
観
計

画
お
よ
び
越
谷
市
景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市

屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な
運
用
を
は
か

り
、
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
警
察
と
連
携
し
た
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線
お
よ

び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
取
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え
る
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
ホ
ー
ム
に

お
け
る
安
全
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
せ

ん
げ
ん
台
駅
の
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク

整
備
に
対
し
国
・
県
と
連
携
し
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

や
地
域
に
身
近
な
公
園
お
よ
び
綾
瀬
川
緑
道

等
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た

め
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を
目
指
し

な
が
ら
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
９
月

の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
伴
う
浸
水
被
害
を
踏

ま
え
、
効
果
的
な
浸
水
対
策
に
向
け
て
、
国

や
県
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
応
急
的
な

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市
下
水
路
や

公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
を
進
め
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の

向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
な
る
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
に

努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
１１
月
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
新
し

い
国
際
ル
ー
ル
「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
し
、

地
球
規
模
の
課
題
を
、
世
界
全
体
が
協
調
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
良
好
な
環
境

を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
・
創
造
し
て
い

く
た
め
、
今
、
成
す
べ
き
こ
と
を
見
極
め
、

市
民
や
事
業
者
と
と
も
に
、
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促

進
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

緑
や
田
園
環
境
な
ど
、
自
然
資
源
を
活
か
し

た
、
生
物
多
様
性
保
全
・
向
上
の
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
今

後
の
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
一
般
廃
棄
物

の
安
全
か
つ
安
定
的
な
収
集
お
よ
び
処
理
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
や
自
治
会
回
覧
等
を
通
し
て
啓
発

活
動
を
行
い
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
て

分
別
の
徹
底
を
は
か
り
、
ご
み
の
減
量
と
資

源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
事
業
者
へ

の
許
可
、
立
入
検
査
等
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
よ
る
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
期
限
内
処
理
に
向

け
、
市
内
事
業
所
等
の
状
況
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理
事

案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
基
づ

き
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
を
柱
と

し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
伝
達
体
制
の

強
化
や
、
女
性
・
要
配
慮
者
等
に
も
配
慮
し

た
防
災
備
蓄
の
充
実
な
ど
、
災
害
対
策
の
充

実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備
や
人
材
の
育
成

強
化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
や

帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
警
察
本

部
と
連
携
を
は
か
り
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

駅
前
交
番
の
設
置
準
備
を
進
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
、

消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
高
校

生
な
ど
若
者
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防

災
機
器
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
防
査
察
に
よ
る
防
火
管
理
体
制
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
災
害
時
の
活
動
拠
点

施
設
で
あ
る
谷
中
分
署
を
竣
工
し
、
さ
ら
な

る
消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
車
両
や
資
機
材
を
更
新
す
る

と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
増
設
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
、
啓
発

に
努
め
、
公
共
施
設
に
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

有
効
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
を
は
か
る
た
め
、
消
防
団
器
具
置
場

の
建
て
替
え
や
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
地

域
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に
発
展

し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
産
業
を
活
性
化

し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済
価
値
を
も
た
ら
す

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
、
県
や

越
谷
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
が
、
経
営
改
善
や
競
争

力
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
成
長
的
・
持
続
的

発
展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
等
と
連
携
し
企
業
経
営
・
創
業
相

談
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
な
ど
の
新
た
な
事
業
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
伝

統
的
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
取
り
組
む
ほ

か
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
限
度
額

の
引
き
上
げ
や
、
こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス

タ
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業
の
育
成
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
や
商
工

会
議
所
が
商
店
会
等
と
連
携
し
て
実
施
す
る

街
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま

や
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
宿

場
ま
つ
り
や
ま
る
な
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
蔵
・
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
お
よ
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ

Ｂ
関
東
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
花
火
大

会
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相

模
調
節
池
お
よ
び
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

の
水
辺
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
は
、
食
を
中
心
と
し
た
新
た
な
魅
力

の
掘
り
起
こ
し
や
越
谷
特
別
市
民
「
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
」
の
活
用
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
市
並
び
に
大
船
渡

市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
の
東
北
被
災

地
と
の
観
光
物
産
交
流
を
実
施
し
、
地
方
創

生
を
踏
ま
え
た
知
名
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
武
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
ラ
イ
ン
越
谷
駅
東
口
高
架
下
に
整
備
す

る
観
光
物
産
拠
点
施
設
「（
仮
称
）
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
」
に
お
い
て
、
地
域
の
魅

力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
沿
線

や
日
光
街
道
埼
玉
六
宿
に
関
係
す
る
自
治
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
集
客
・
送
客
・

交
流
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
事
業
者
の
取
引
機

会
の
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業

用
地
の
創
出
に
向
け
て
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
の
着
実

な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
農
業
・

農
地
を
守
る
た
め
、
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

大
勢
の
消
費
者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優

位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
農
業
の
展
開
と
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
市
民
理
解
の
向
上
な
ど
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農
産
物
の

消
費
拡
大
や
食
育
を
進
め
る
た
め
、
も
っ
と

も
身
近
な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

て
、
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
６
次
産
業
化
を
目
指
す
農
業
者
に
対

し
、
農
産
物
加
工
品
の
開
発
や
販
路
の
開
拓

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
市
内

外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
、
商
工

業
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
は
か
る
と
と
も

に
、
い
ち
ご
に
続
く
、
新
た
な
特
産
物
の
選

定
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産

性
の
高
い
農
業
生
産
基
盤
を
創
出
す
る
た

め
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
中
核

と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ

め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
け
る
良
質
な
農
産
物
の
生
産

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
本
市
の
伝
統
的
農

産
物
で
あ
る
、
ね
ぎ
の
栽
培
技
術
や
農
業
経

営
手
法
の
伝
承
、
生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か

る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、
新
規
就
農

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
人
材
育
成
事
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
調
整
を
は
か
り
な

が
ら
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
と
資
質
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
全
３０
校

に
お
い
て
越
谷
生
物
多
様
性
子
ど
も
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
を
意
識
し
た
教

育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
の
小
学
校
に
お

け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、
語
学
指
導

助
手
に
よ
る
指
導
期
間
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

小
学
校
教
員
の
外
国
語
指
導
力
の
向
上
を
は

か
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

や
本
市
に
お
い
て
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被

害
か
ら
得
た
教
訓
を
活
か
し
、
平
成
２９
年
度

か
ら
毎
年
「
学
校
防
災
の
日
」
を
定
め
、
全

小
中
学
校
に
お
い
て
一
斉
に
避
難
訓
練
や
引

き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
越

谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
を
安
定
し
て
継
続
的
に
提
供
す
る
た

め
、
施
設
・
設
備
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新

お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
の
適
切
な
設
置
と
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
お
よ
び
効
果
的
な
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
・
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し

て
、
大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等

の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数

の
急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
明
正
小

学
校
に
仮
設
教
室
を
増
設
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
を
一
括
し
て
行
う
と
と
も
に
、

小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

忙
化
す
る
教
職
員
の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
、
在
校
時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
の
質

の
向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等
を
更
新
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す

る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材

育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
興
味
・

関
心
を
高
め
る
た
め
、
実
験
な
ど
の
科
学
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
は
か
り
、
学
校
教
育

と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
団
体
等
と
の

連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
本
館
や
各
図

書
室
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
け
る

「
お
は
な
し
会
」
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
施
設
等

へ
の
出
前
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
あ
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
い
、
平
成
３０
年
度
か
ら
３２
年
度

ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
二
期

実
施
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
越
谷
市
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
適
正
な
進
行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
は
平
成
３０
年
１１
月
に
市
制

施
行
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
２９
年
度

は
、
そ
の
準
備
期
間
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
協
働
に
よ
り
、
こ
の
節
目
を
祝
う
た

め
の
催
し
を
企
画
し
、
平
成
２９
年
１１
月
か
ら

１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
１
「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
２
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
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平
成
２９
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽

に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・

安
心
・
快
適
都
市
」
と
い
う
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
こ
の
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
は
か

る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ

リ
カ
で
は
実
業
家
で
あ
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
就
任
し
、
そ
の
発
言

が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市

場
の
影
響
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２９
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
８
％
増
の
９７
兆
４
５
４
７
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
５８
兆
３
５
９
１
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２９
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識

を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２９
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
２
・
３
％
増
の
９
０
４
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
１
・
５

％
増
の
１
７
４
２
億
１
９
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
に

沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や
地
域
の

振
興
を
は
か
る
た
め
、
越
谷
市
版
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
、
平
成
３０
年

１０
月
頃
の
交
付
開
始
に
向
け
て
、
図
柄
の
検

討
、
選
考
お
よ
び
国
へ
の
提
案
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は

か
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、

多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
は
、

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
質
の
高
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
は
か
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中

心
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
を
関
係
機
関
と

連
携
し
、
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
組
み
を
今
後
も
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
簡
素
で
機
動
的
な

執
行
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
包
括
外
部
監
査
に
よ
る
行
政

運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
情
報

化
推
進
計
画
の
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
内
部
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
な
ど
、
新
た
な
制
度
へ
の
円
滑
な
対
応

を
は
か
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築

や
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に

向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計

画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
業
統
計
調

査
、
就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
国
や
県
と
連
携
を
は
か
り
正
確
な
統

計
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
の

基
本
設
計
を
進
め
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

証
明
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
促
進
に
努
め
、
窓
口
の

混
雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
は
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
は

か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
越
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
示
し
た
方
策
を
具
体
化
す
る
た
め
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
、
安

全
・
安
心
な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確

保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療

の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次
救
急

医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
新

た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
実
施

設
計
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
増
大
す
る
医
療
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
国
で
は
医
療
機
能
の

分
化
と
地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
立

病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

間
で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
連
携

を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
７
階
の
小
児

病
棟
の
改
修
に
よ
り
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集

中
治
療
室
）
等
を
整
備
し
周
産
期
医
療
の
充

実
を
は
か
り
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ

き
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
制
定
さ
れ
た
越
谷
市
が
ん

対
策
推
進
条
例
お
よ
び
越
谷
市
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
が
ん

や
歯
科
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
成
人
保
健

事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

健
康
教
室
の
参
加
、
各
種
検
診
受
診
を
ポ
イ

ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠

中
か
ら
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
妊

婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
相
談
事
業

や
家
庭
訪
問
、
産
後
支
援
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
感
染
に
よ
る

疾
病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
を
防
止
す
る
た

め
、
予
防
接
種
事
業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

保
健
所
は
、
平
成
２７
年
４
月
の
中
核
市
移

行
に
伴
い
設
置
さ
れ
、
平
成
２９
年
度
で
３
年

目
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
総
合
的
な
保
健
衛
生
行
政
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関

等
の
検
査
指
導
を
行
う
な
ど
、
保
健
衛
生
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
結
核
患
者
へ

の
適
正
な
医
療
の
提
供
や
接
触
者
健
康
診
断

等
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染
症
の
発
生
予
防

や
感
染
症
発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
を
は
か

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
対
策
や
精
神
保
健

相
談
、
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
精
神
保

健
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
環
境
・
薬

事
・
食
品
衛
生
関
係
施
設
な
ど
の
許
認
可
・

監
視
指
導
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
衛
生
害

虫
・
狂
犬
病
・
食
中
毒
な
ど
の
予
防
啓
発
お

よ
び
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衛
生
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
場
の
流
通

食
品
の
検
査
項
目
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

食
中
毒
や
感
染
症
対
策
の
迅
速
か
つ
正
確
な

検
査
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関
わ
る
支
援

策
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
総
合

的
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
や
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と

し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
地

域
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
病
児
保

育
事
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
３
か
所
目

と
な
る
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
行
う

な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
入

室
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
蒲
生
南
学
童
保

育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
環

境
の
充
実
を
は
か
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援

と
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状

態
に
応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
お
よ
び
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓
発
や
個
別
相

談
、
手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支

援
な
ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

は
か
り
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」

の
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
確
保
、
そ
の
他
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
業
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
第

５
期
越
谷
市
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
窓
口
で
あ
る
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
設
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
推
進
や
認
知
症
施
策
な
ど
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
多
様
な
社
会

参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
東
西
南

北
に
設
置
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
適

切
に
運
用
し
、
生
き
が
い
対
策
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
取
り
組
む
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
の
充

実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に
よ

る
提
供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
、
地
域
の

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
仕
組
み

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
定
審
査

会
委
員
の
増
員
と
認
定
審
査
会
の
回
数
を
増

や
し
、
増
加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
財
政
の

安
定
的
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
保
険
料
の

適
正
な
賦
課
徴
収
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護

給
付
適
正
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
施
設

の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
な
ど
、
第
６
期
越

谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
介
護
基
盤
の
整
備
を
促
進

す
る
ほ
か
、
平
成
３０
年
度
か
ら
平
成
３２
年
度

を
計
画
期
間
と
す
る
第
７
期
越
谷
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
介
護
保
険
や
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
指

定
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
指
導
監
査
を
行

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
制
度

改
革
に
適
切
に
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
経

済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

受
給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ

い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ

び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
３０
年
度
か
ら
都
道
府
県
単
位
化
さ
れ
る

新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の
施
行
準
備
を

着
実
に
進
め
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る

地
域
医
療
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
対
策
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
実
施
を
通
し
て
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環

境
の
創
出
に
向
け
、
都
市
施
設
の
整
備
や
活

気
あ
る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が

相
互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年

１１
月
に
七
左
第
一
地
区
の
換
地
処
分
の
公
告

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
同
地
区
の
清
算

事
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
越

谷
地
区
の
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
事
業
進
捗
を

は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街

地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
景
観
計

画
お
よ
び
越
谷
市
景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市

屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な
運
用
を
は
か

り
、
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
警
察
と
連
携
し
た
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線
お
よ

び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
取
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え
る
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
ホ
ー
ム
に

お
け
る
安
全
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
せ

ん
げ
ん
台
駅
の
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク

整
備
に
対
し
国
・
県
と
連
携
し
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

や
地
域
に
身
近
な
公
園
お
よ
び
綾
瀬
川
緑
道

等
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た

め
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を
目
指
し

な
が
ら
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
９
月

の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
伴
う
浸
水
被
害
を
踏

ま
え
、
効
果
的
な
浸
水
対
策
に
向
け
て
、
国

や
県
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
応
急
的
な

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市
下
水
路
や

公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
を
進
め
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の

向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
な
る
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
に

努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
１１
月
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
新
し

い
国
際
ル
ー
ル
「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
し
、

地
球
規
模
の
課
題
を
、
世
界
全
体
が
協
調
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
良
好
な
環
境

を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
・
創
造
し
て
い

く
た
め
、
今
、
成
す
べ
き
こ
と
を
見
極
め
、

市
民
や
事
業
者
と
と
も
に
、
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促

進
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

緑
や
田
園
環
境
な
ど
、
自
然
資
源
を
活
か
し

た
、
生
物
多
様
性
保
全
・
向
上
の
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
今

後
の
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
一
般
廃
棄
物

の
安
全
か
つ
安
定
的
な
収
集
お
よ
び
処
理
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
や
自
治
会
回
覧
等
を
通
し
て
啓
発

活
動
を
行
い
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
て

分
別
の
徹
底
を
は
か
り
、
ご
み
の
減
量
と
資

源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
事
業
者
へ

の
許
可
、
立
入
検
査
等
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
よ
る
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
期
限
内
処
理
に
向

け
、
市
内
事
業
所
等
の
状
況
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理
事

案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
基
づ

き
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
を
柱
と

し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
伝
達
体
制
の

強
化
や
、
女
性
・
要
配
慮
者
等
に
も
配
慮
し

た
防
災
備
蓄
の
充
実
な
ど
、
災
害
対
策
の
充

実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備
や
人
材
の
育
成

強
化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
や

帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
警
察
本

部
と
連
携
を
は
か
り
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

駅
前
交
番
の
設
置
準
備
を
進
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
、

消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
高
校

生
な
ど
若
者
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防

災
機
器
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
防
査
察
に
よ
る
防
火
管
理
体
制
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
災
害
時
の
活
動
拠
点

施
設
で
あ
る
谷
中
分
署
を
竣
工
し
、
さ
ら
な

る
消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
車
両
や
資
機
材
を
更
新
す
る

と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
増
設
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
、
啓
発

に
努
め
、
公
共
施
設
に
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

有
効
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
を
は
か
る
た
め
、
消
防
団
器
具
置
場

の
建
て
替
え
や
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
地

域
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に
発
展

し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
産
業
を
活
性
化

し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済
価
値
を
も
た
ら
す

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
、
県
や

越
谷
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
が
、
経
営
改
善
や
競
争

力
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
成
長
的
・
持
続
的

発
展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
等
と
連
携
し
企
業
経
営
・
創
業
相

談
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
な
ど
の
新
た
な
事
業
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
伝

統
的
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
取
り
組
む
ほ

か
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
限
度
額

の
引
き
上
げ
や
、
こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス

タ
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業
の
育
成
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
や
商
工

会
議
所
が
商
店
会
等
と
連
携
し
て
実
施
す
る

街
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま

や
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
宿

場
ま
つ
り
や
ま
る
な
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
蔵
・
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
お
よ
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ

Ｂ
関
東
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
花
火
大

会
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相

模
調
節
池
お
よ
び
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

の
水
辺
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
は
、
食
を
中
心
と
し
た
新
た
な
魅
力

の
掘
り
起
こ
し
や
越
谷
特
別
市
民
「
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
」
の
活
用
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
市
並
び
に
大
船
渡

市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
の
東
北
被
災

地
と
の
観
光
物
産
交
流
を
実
施
し
、
地
方
創

生
を
踏
ま
え
た
知
名
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
武
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
ラ
イ
ン
越
谷
駅
東
口
高
架
下
に
整
備
す

る
観
光
物
産
拠
点
施
設
「（
仮
称
）
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
」
に
お
い
て
、
地
域
の
魅

力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
沿
線

や
日
光
街
道
埼
玉
六
宿
に
関
係
す
る
自
治
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
集
客
・
送
客
・

交
流
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
事
業
者
の
取
引
機

会
の
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業

用
地
の
創
出
に
向
け
て
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
の
着
実

な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
農
業
・

農
地
を
守
る
た
め
、
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

大
勢
の
消
費
者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優

位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
農
業
の
展
開
と
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
市
民
理
解
の
向
上
な
ど
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農
産
物
の

消
費
拡
大
や
食
育
を
進
め
る
た
め
、
も
っ
と

も
身
近
な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

て
、
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
６
次
産
業
化
を
目
指
す
農
業
者
に
対

し
、
農
産
物
加
工
品
の
開
発
や
販
路
の
開
拓

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
市
内

外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
、
商
工

業
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
は
か
る
と
と
も

に
、
い
ち
ご
に
続
く
、
新
た
な
特
産
物
の
選

定
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産

性
の
高
い
農
業
生
産
基
盤
を
創
出
す
る
た

め
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
中
核

と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ

め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
け
る
良
質
な
農
産
物
の
生
産

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
本
市
の
伝
統
的
農

産
物
で
あ
る
、
ね
ぎ
の
栽
培
技
術
や
農
業
経

営
手
法
の
伝
承
、
生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か

る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、
新
規
就
農

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
人
材
育
成
事
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
調
整
を
は
か
り
な

が
ら
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
と
資
質
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
全
３０
校

に
お
い
て
越
谷
生
物
多
様
性
子
ど
も
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
を
意
識
し
た
教

育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
の
小
学
校
に
お

け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、
語
学
指
導

助
手
に
よ
る
指
導
期
間
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

小
学
校
教
員
の
外
国
語
指
導
力
の
向
上
を
は

か
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

や
本
市
に
お
い
て
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被

害
か
ら
得
た
教
訓
を
活
か
し
、
平
成
２９
年
度

か
ら
毎
年
「
学
校
防
災
の
日
」
を
定
め
、
全

小
中
学
校
に
お
い
て
一
斉
に
避
難
訓
練
や
引

き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
越

谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
を
安
定
し
て
継
続
的
に
提
供
す
る
た

め
、
施
設
・
設
備
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新

お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
の
適
切
な
設
置
と
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
お
よ
び
効
果
的
な
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
・
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し

て
、
大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等

の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数

の
急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
明
正
小

学
校
に
仮
設
教
室
を
増
設
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
を
一
括
し
て
行
う
と
と
も
に
、

小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

忙
化
す
る
教
職
員
の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
、
在
校
時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
の
質

の
向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等
を
更
新
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す

る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材

育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
興
味
・

関
心
を
高
め
る
た
め
、
実
験
な
ど
の
科
学
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
は
か
り
、
学
校
教
育

と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
団
体
等
と
の

連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
本
館
や
各
図

書
室
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
け
る

「
お
は
な
し
会
」
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
施
設
等

へ
の
出
前
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
あ
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
い
、
平
成
３０
年
度
か
ら
３２
年
度

ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
二
期

実
施
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
越
谷
市
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
適
正
な
進
行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
は
平
成
３０
年
１１
月
に
市
制

施
行
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
２９
年
度

は
、
そ
の
準
備
期
間
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
協
働
に
よ
り
、
こ
の
節
目
を
祝
う
た

め
の
催
し
を
企
画
し
、
平
成
２９
年
１１
月
か
ら

１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
３
「
自
然
と
調
和
し
質
の
高

い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て

大
綱
４
「
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

安
全・安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て

大
綱
５
「
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て

通学路に設けられたゾーン30
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平
成
２９
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽

に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・

安
心
・
快
適
都
市
」
と
い
う
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、
こ
の
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
は
か

る
と
と
も
に
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ

リ
カ
で
は
実
業
家
で
あ
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
就
任
し
、
そ
の
発
言

が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市

場
の
影
響
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２９
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
８
％
増
の
９７
兆
４
５
４
７
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
５８
兆
３
５
９
１
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
で
若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
減
収
と
な
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２９
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識

を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２９
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
２
・
３
％
増
の
９
０
４
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
１
・
５

％
増
の
１
７
４
２
億
１
９
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
に

沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や
地
域
の

振
興
を
は
か
る
た
め
、
越
谷
市
版
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
、
平
成
３０
年

１０
月
頃
の
交
付
開
始
に
向
け
て
、
図
柄
の
検

討
、
選
考
お
よ
び
国
へ
の
提
案
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は

か
り
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
市
政

情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視
し
、

多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
は
、

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
質
の
高
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
は
か
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

越
谷
市
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中

心
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
を
関
係
機
関
と

連
携
し
、
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
互
い
に
認
め

合
い
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
評
価
や
行

政
改
革
に
よ
る
取
組
み
を
今
後
も
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
簡
素
で
機
動
的
な

執
行
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
包
括
外
部
監
査
に
よ
る
行
政

運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
情
報

化
推
進
計
画
の
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
内
部
事
務
の
効
率
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
な
ど
、
新
た
な
制
度
へ
の
円
滑
な
対
応

を
は
か
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
か
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築

や
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築
に

向
け
、
個
人
情
報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業
務
継
続
計

画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報
化
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
業
統
計
調

査
、
就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
国
や
県
と
連
携
を
は
か
り
正
確
な
統

計
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
の

基
本
設
計
を
進
め
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

証
明
発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
促
進
に
努
め
、
窓
口
の

混
雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
収
納
対

策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税
以
外
の
市

債
権
は
、
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
を
は

か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
越
谷
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
示
し
た
方
策
を
具
体
化
す
る
た
め
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
、
安

全
・
安
心
な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
健
康
危
機
に
備

え
、
保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確

保
す
る
た
め
、
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に

つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療

の
確
保
の
た
め
、
夜
間
急
患
診
療
所
を
運
営

す
る
と
と
も
に
、
東
部
南
地
区
第
二
次
救
急

医
療
圏
内
の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域

保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
新

た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
実
施

設
計
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
増
大
す
る
医
療
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
国
で
は
医
療
機
能
の

分
化
と
地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
立

病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

間
で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
連
携

を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
７
階
の
小
児

病
棟
の
改
修
に
よ
り
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集

中
治
療
室
）
等
を
整
備
し
周
産
期
医
療
の
充

実
を
は
か
り
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ

き
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
制
定
さ
れ
た
越
谷
市
が
ん

対
策
推
進
条
例
お
よ
び
越
谷
市
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
が
ん

や
歯
科
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
成
人
保
健

事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

健
康
教
室
の
参
加
、
各
種
検
診
受
診
を
ポ
イ

ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
出
産
し
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠

中
か
ら
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
妊

婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
相
談
事
業

や
家
庭
訪
問
、
産
後
支
援
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
感
染
に
よ
る

疾
病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
を
防
止
す
る
た

め
、
予
防
接
種
事
業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

保
健
所
は
、
平
成
２７
年
４
月
の
中
核
市
移

行
に
伴
い
設
置
さ
れ
、
平
成
２９
年
度
で
３
年

目
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
総
合
的
な
保
健
衛
生
行
政
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関

等
の
検
査
指
導
を
行
う
な
ど
、
保
健
衛
生
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
結
核
患
者
へ

の
適
正
な
医
療
の
提
供
や
接
触
者
健
康
診
断

等
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染
症
の
発
生
予
防

や
感
染
症
発
生
時
の
感
染
拡
大
防
止
を
は
か

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
対
策
や
精
神
保
健

相
談
、
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
の
精
神
保

健
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、
環
境
・
薬

事
・
食
品
衛
生
関
係
施
設
な
ど
の
許
認
可
・

監
視
指
導
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
衛
生
害

虫
・
狂
犬
病
・
食
中
毒
な
ど
の
予
防
啓
発
お

よ
び
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

衛
生
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
場
の
流
通

食
品
の
検
査
項
目
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

食
中
毒
や
感
染
症
対
策
の
迅
速
か
つ
正
確
な

検
査
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関
わ
る
支
援

策
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

市
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
総
合

的
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
、
遊
び
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
成
長
や
、

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と

し
、
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
地

域
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
の
施
設
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
病
児
保

育
事
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
３
か
所
目

と
な
る
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
行
う

な
ど
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
増
加
す
る
入

室
希
望
者
に
対
応
す
る
た
め
蒲
生
南
学
童
保

育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う
な
ど
、
待
機
児

童
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
環

境
の
充
実
を
は
か
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援

と
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
修

了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
正
な
支
給
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行

い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
や
健
康
状

態
に
応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
構
成
機
関
お
よ
び
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
安
全

を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会
的
自

立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓
発
や
個
別
相

談
、
手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支

援
な
ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

は
か
り
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」

の
機
能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
確
保
、
そ
の
他
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
業
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
第

５
期
越
谷
市
障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
窓
口
で
あ
る
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
設
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
推
進
や
認
知
症
施
策
な
ど
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
多
様
な
社
会

参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
東
西
南

北
に
設
置
さ
れ
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
適

切
に
運
用
し
、
生
き
が
い
対
策
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら

が
取
り
組
む
介
護
予
防
活
動
へ
の
支
援
の
充

実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に
よ

る
提
供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
、
地
域
の

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
仕
組
み

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
定
審
査

会
委
員
の
増
員
と
認
定
審
査
会
の
回
数
を
増

や
し
、
増
加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
財
政
の

安
定
的
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
保
険
料
の

適
正
な
賦
課
徴
収
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護

給
付
適
正
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
施
設

の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
な
ど
、
第
６
期
越

谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
介
護
基
盤
の
整
備
を
促
進

す
る
ほ
か
、
平
成
３０
年
度
か
ら
平
成
３２
年
度

を
計
画
期
間
と
す
る
第
７
期
越
谷
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
介
護
保
険
や
福
祉
の
サ

ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
指

定
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
指
導
監
査
を
行

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
制
度

改
革
に
適
切
に
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
経

済
・
雇
用
情
勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

受
給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ

い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率
の
向
上
お
よ

び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

平
成
３０
年
度
か
ら
都
道
府
県
単
位
化
さ
れ
る

新
た
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の
施
行
準
備
を

着
実
に
進
め
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る

地
域
医
療
保
険
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
対
策
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
実
施
を
通
し
て
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環

境
の
創
出
に
向
け
、
都
市
施
設
の
整
備
や
活

気
あ
る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷
市
ま
ち
の

整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自
然
に
配

慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ
び
市
が

相
互
の
役
割
に
基
づ
く
責
任
と
信
頼
の
下
、

だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年

１１
月
に
七
左
第
一
地
区
の
換
地
処
分
の
公
告

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
同
地
区
の
清
算

事
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
越

谷
地
区
の
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
事
業
進
捗
を

は
か
り
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
健
全
な
市
街

地
の
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
景
観
計

画
お
よ
び
越
谷
市
景
観
条
例
並
び
に
越
谷
市

屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な
運
用
を
は
か

り
、
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
警
察
と
連
携
し
た
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線
お
よ

び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
取
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
防
災
機
能
を
備
え
る
な

ど
、
多
面
的
要
素
を
持
つ
道
の
駅
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
公
共
交

通
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
便
性
が

高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
ホ
ー
ム
に

お
け
る
安
全
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
せ

ん
げ
ん
台
駅
の
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク

整
備
に
対
し
国
・
県
と
連
携
し
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
計
画

を
進
め
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
増
林
公
園

や
地
域
に
身
近
な
公
園
お
よ
び
綾
瀬
川
緑
道

等
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た

め
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を
目
指
し

な
が
ら
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携

を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
９
月

の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
伴
う
浸
水
被
害
を
踏

ま
え
、
効
果
的
な
浸
水
対
策
に
向
け
て
、
国

や
県
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
応
急
的
な

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市
下
水
路
や

公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
を
進
め
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の

向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
な
る
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
周
知
に

努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
１１
月
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
新
し

い
国
際
ル
ー
ル
「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
し
、

地
球
規
模
の
課
題
を
、
世
界
全
体
が
協
調
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
良
好
な
環
境

を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
・
創
造
し
て
い

く
た
め
、
今
、
成
す
べ
き
こ
と
を
見
極
め
、

市
民
や
事
業
者
と
と
も
に
、
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促

進
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

緑
や
田
園
環
境
な
ど
、
自
然
資
源
を
活
か
し

た
、
生
物
多
様
性
保
全
・
向
上
の
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼
玉
資
源

環
境
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
今

後
の
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
一
般
廃
棄
物

の
安
全
か
つ
安
定
的
な
収
集
お
よ
び
処
理
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
や
自
治
会
回
覧
等
を
通
し
て
啓
発

活
動
を
行
い
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
て

分
別
の
徹
底
を
は
か
り
、
ご
み
の
減
量
と
資

源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃

棄
物
の
排
出
抑
制
や
適
正
処
理
を
推
進
す
る

た
め
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
事
業
者
へ

の
許
可
、
立
入
検
査
等
の
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
よ
る
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
期
限
内
処
理
に
向

け
、
市
内
事
業
所
等
の
状
況
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理
事

案
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
計
画
に
基
づ

き
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
を
柱
と

し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
伝
達
体
制
の

強
化
や
、
女
性
・
要
配
慮
者
等
に
も
配
慮
し

た
防
災
備
蓄
の
充
実
な
ど
、
災
害
対
策
の
充

実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備
や
人
材
の
育
成

強
化
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
や

帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
警
察
本

部
と
連
携
を
は
か
り
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

駅
前
交
番
の
設
置
準
備
を
進
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
、

消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
高
校

生
な
ど
若
者
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
用
防

災
機
器
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

予
防
査
察
に
よ
る
防
火
管
理
体
制
の
充
実
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
災
害
時
の
活
動
拠
点

施
設
で
あ
る
谷
中
分
署
を
竣
工
し
、
さ
ら
な

る
消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
車
両
や
資
機
材
を
更
新
す
る

と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
耐
震
性
貯
水
槽
を
増
設
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普
及
、
啓
発

に
努
め
、
公
共
施
設
に
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

有
効
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
を
は
か
る
た
め
、
消
防
団
器
具
置
場

の
建
て
替
え
や
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
地

域
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
持
続
的
に
発
展

し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
産
業
を
活
性
化

し
、
地
域
に
雇
用
と
経
済
価
値
を
も
た
ら
す

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
、
県
や

越
谷
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
小
企
業

者
・
小
規
模
事
業
者
が
、
経
営
改
善
や
競
争

力
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
成
長
的
・
持
続
的

発
展
が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
等
と
連
携
し
企
業
経
営
・
創
業
相

談
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
な
ど
の
新
た
な
事
業
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
伝

統
的
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
取
り
組
む
ほ

か
、
制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
限
度
額

の
引
き
上
げ
や
、
こ
し
が
や
産
業
フ
ェ
ス

タ
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業
の
育
成
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店
会
に
よ

る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
や
商
工

会
議
所
が
商
店
会
等
と
連
携
し
て
実
施
す
る

街
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま

や
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
宿

場
ま
つ
り
や
ま
る
な
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
蔵
・
古
民
家
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法

人
越
谷
市
観
光
協
会
お
よ
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ

Ｂ
関
東
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
花
火
大

会
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相

模
調
節
池
お
よ
び
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

の
水
辺
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
の
魅
力
発
信
に

つ
い
て
は
、
食
を
中
心
と
し
た
新
た
な
魅
力

の
掘
り
起
こ
し
や
越
谷
特
別
市
民
「
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
」
の
活
用
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
と
郷
土
愛
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
市
並
び
に
大
船
渡

市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
の
東
北
被
災

地
と
の
観
光
物
産
交
流
を
実
施
し
、
地
方
創

生
を
踏
ま
え
た
知
名
度
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
武
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
ラ
イ
ン
越
谷
駅
東
口
高
架
下
に
整
備
す

る
観
光
物
産
拠
点
施
設
「（
仮
称
）
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
」
に
お
い
て
、
地
域
の
魅

力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
沿
線

や
日
光
街
道
埼
玉
六
宿
に
関
係
す
る
自
治
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
集
客
・
送
客
・

交
流
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
事
業
者
の
取
引
機

会
の
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業

用
地
の
創
出
に
向
け
て
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
流
通
・
工
業
系
土
地
利
用
の
着
実

な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
農
業
・

農
地
を
守
る
た
め
、
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

大
勢
の
消
費
者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優

位
性
を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
し
、

魅
力
あ
る
農
業
の
展
開
と
担
い
手
の
確
保
・

育
成
・
市
民
理
解
の
向
上
な
ど
、
第
２
次
越

谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農
産
物
の

消
費
拡
大
や
食
育
を
進
め
る
た
め
、
も
っ
と

も
身
近
な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し

て
、
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま

た
、
６
次
産
業
化
を
目
指
す
農
業
者
に
対

し
、
農
産
物
加
工
品
の
開
発
や
販
路
の
開
拓

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
益

性
が
高
く
安
定
的
な
農
業
経
営
の
実
現
の
た

め
に
、
周
年
的
に
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施

設
園
芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の
生

産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
市
内

外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ
る
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
農
業
と
、
商
工

業
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
は
か
る
と
と
も

に
、
い
ち
ご
に
続
く
、
新
た
な
特
産
物
の
選

定
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産

性
の
高
い
農
業
生
産
基
盤
を
創
出
す
る
た

め
、
越
谷
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
中
核

と
な
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者
を
は
じ

め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
け
る
良
質
な
農
産
物
の
生
産

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
本
市
の
伝
統
的
農

産
物
で
あ
る
、
ね
ぎ
の
栽
培
技
術
や
農
業
経

営
手
法
の
伝
承
、
生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か

る
た
め
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、
新
規
就
農

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
等
の
早

期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職

相
談
や
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
人
材
育
成
事
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対
策
の
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
調
整
を
は
か
り
な

が
ら
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
と
資
質
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
全
３０
校

に
お
い
て
越
谷
生
物
多
様
性
子
ど
も
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
を
意
識
し
た
教

育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
の
小
学
校
に
お

け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、
語
学
指
導

助
手
に
よ
る
指
導
期
間
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

小
学
校
教
員
の
外
国
語
指
導
力
の
向
上
を
は

か
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

や
本
市
に
お
い
て
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被

害
か
ら
得
た
教
訓
を
活
か
し
、
平
成
２９
年
度

か
ら
毎
年
「
学
校
防
災
の
日
」
を
定
め
、
全

小
中
学
校
に
お
い
て
一
斉
に
避
難
訓
練
や
引

き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
越

谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
を
安
定
し
て
継
続
的
に
提
供
す
る
た

め
、
施
設
・
設
備
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新

お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
の
適
切
な
設
置
と
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
お
よ
び
効
果
的
な
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
・
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し

て
、
大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等

の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数

の
急
激
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
明
正
小

学
校
に
仮
設
教
室
を
増
設
い
た
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
を
一
括
し
て
行
う
と
と
も
に
、

小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
多

忙
化
す
る
教
職
員
の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
、
在
校
時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
の
質

の
向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等
を
更
新
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す

る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、

一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材

育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
興
味
・

関
心
を
高
め
る
た
め
、
実
験
な
ど
の
科
学
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
は
か
り
、
学
校
教
育

と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
団
体
等
と
の

連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
本
館
や
各
図

書
室
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
け
る

「
お
は
な
し
会
」
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
施
設
等

へ
の
出
前
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
あ
げ
ま
し
た

が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

よ
り
一
層
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
適
正
な
進

行
管
理
を
行
い
、
平
成
３０
年
度
か
ら
３２
年
度

ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
二
期

実
施
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向

け
た
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
越
谷
市
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
適
正
な
進
行
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
は
平
成
３０
年
１１
月
に
市
制

施
行
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
２９
年
度

は
、
そ
の
準
備
期
間
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
協
働
に
よ
り
、
こ
の
節
目
を
祝
う
た

め
の
催
し
を
企
画
し
、
平
成
２９
年
１１
月
か
ら

１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
泳
女
子
２
０
０
㍍
バ

タ
フ
ラ
イ
で
、
越
谷
市
出
身
の
星
奈
津
美
さ

ん
が
、
２
大
会
連
続
の
銅
メ
ダ
ル
に
輝
く
と

い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
諦

め
な
い
そ
の
姿
は
、
越
谷
市
民
だ
け
で
な

く
、
日
本
国
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
会
見
に
お
い
て
、
星
さ
ん
は
、

「
小
さ
な
頃
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
舞

台
に
憧
れ
、
そ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
家

族
ら
が
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
。
自
分
ひ
と

り
の
目
標
で
は
な
い
と
感
じ
て
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
。
競
泳
は
自
分
自
身
そ
の
も
の
」

と
い
う
旨
の
お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

星
さ
ん
の
言
葉
は
、
常
に
日
本
競
泳
女
子
の

先
頭
に
立
ち
、
重
圧
を
一
手
に
引
き
受
け
て

き
た
責
任
感
と
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
実
現

す
る
、
そ
の
原
動
力
と
も
な
っ
た
家
族
や
仲

間
、
指
導
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
あ
ふ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
純
粋
で
真
摯
な
人
柄
だ
か

ら
こ
そ
、
星
さ
ん
は
栄
光
を
掴
み
取
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
限
ら
ず
、
人
が
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
し
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
と
き
も
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
、
そ
し
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
栄
光
を
勝
ち
取
る
に
は
、

幾
多
の
困
難
を
自
ら
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
が
強
い
意

志
を
も
ち
、
自
分
を
信
じ
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
あ
り
、
ま
た
、
周
り
の
人
た
ち
が
そ
の

人
を
信
じ
、
支
え
、
心
か
ら
応
援
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
日
本

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
星
さ
ん
の

よ
う
に
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
、
平
成
２８
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
期
越
谷
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
夢
に
向

か
っ
て
輝
け
る
よ
う
、「
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
３
つ
の
分
野
に
お
け
る
基
本
目
標
を
柱

に
、
教
育
施
策
の
一
層
の
充
実
と
効
果
的
な

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
力

で
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
は
、
我

が
国
や
郷
土
の
伝
統
文
化
を
よ
く
理
解
し
た

う
え
で
、
自
分
の
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
高
い
志
を
も
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強

く
学
ん
で
い
く
姿
勢
が
大
切
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
確
か
な
学
力
・
健

康
な
心
と
体
な
ど
、「
生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
を
め
ざ
し
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼

さ
れ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
情
報
活
用

能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
魅
力
あ
る
授
業

が
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
の
課
題
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
は
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
正
し
く
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
授
業
や
教
職
員
研
修
、
家

庭
・
地
域
を
対
象
と
し
た
講
演
を
行
う
と
と

も
に
、
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た

「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
の
『
共
有
ル
ー

ル
』」
の
普
及
・
啓
発
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
資
質
向
上
や
司
書
教
諭
・
学
校

図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化

を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
向

上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
・
自
己
肯
定
感

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
小
中
学
校
９
年
間

を
見
通
し
た
連
続
性
の
あ
る
系
統
的
な
指
導

を
展
開
す
る
た
め
、
各
中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
全
小
中
学
校
へ
研
究
指
定
・
研
究
委
嘱

を
行
い
、
そ
の
研
究
・
実
践
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
内
容
お
よ
び
指
導

方
法
に
つ
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の
結
果

を
活
用
し
、
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、「
特

別
の
教
科　

道
徳
」
の
小
学
校
教
科
用
図
書

の
採
択
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
正
性
・

透
明
性
を
確
保
し
た
教
科
用
図
書
選
定
委
員

会
に
よ
る
綿
密
な
調
査
研
究
を
行
い
、
教
育

委
員
会
の
判
断
と
責
任
に
よ
り
適
正
か
つ
公

正
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
主
体
的
に
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
む
態
度
を
育
む
た
め
、

小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て
越
谷
生
物
多
様
性

子
ど
も
調
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、

環
境
問
題
を
意
識
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
の
小
学
校
に
お

け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、
児
童
の
英

語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
ま
る
よ
う
、
語
学
指
導
助
手
に

よ
る
指
導
期
間
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
小
学
校

教
員
の
外
国
語
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
英
語
教
育
の

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
各
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

訓
練
や
防
災
学
習
の
実
施
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
本
市
に

お
い
て
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被
害
か
ら
得

た
教
訓
を
活
か
し
、
平
成
２９
年
度
か
ら
毎
年

「
学
校
防
災
の
日
」
を
定
め
、
全
小
中
学
校

に
お
い
て
一
斉
に
避
難
訓
練
や
引
き
渡
し
訓

練
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
道
徳
教
育
の
充

実
を
は
か
る
た
め
、
郷
土
の
偉
人
や
伝
統
文

化
な
ど
を
取
り
上
げ
た
、
本
市
独
自
の
道
徳

副
読
本
を
新
た
に
作
成
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
き
め
細
か
な
生
徒
指
導
を
通
し
て
児
童

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
目
的

と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
、
自
己
実

現
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
学
び
総
合
指
導

員
を
学
校
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
消
を

は
か
る
た
め
、
い
じ
め
の
積
極
的
な
認
知
を

重
視
し
た
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の

改
定
や
、
教
職
員
を
対
象
と
す
る
出
前
研
修

会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
教

育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
員
や
適
応
指
導

教
室
「
お
あ
し
す
」
に
お
け
る
学
び
総
合
指

導
員
な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
自

立
や
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
の
み
な
ら

ず
、
自
分
の
大
切
さ
と
等
し
く
他
の
大
切
さ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
人
権
感
覚
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の

基
礎
を
培
う
た
め
、
学
校
に
お
け
る
健
康
診

断
や
学
校
歯
科
医
等
と
連
携
し
た
研
修
会
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

の
現
代
的
な
健
康
課
題
で
あ
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
用
の
「
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
訂
し
、

安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
食
生
活

が
柔
ら
か
い
食
べ
も
の
に
偏
り
が
ち
な
こ
と

か
ら
、
児
童
生
徒
の
「
か
む
こ
と
の
大
切

さ
」
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、「
よ

く
か
ん
で
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
か
み

ご
た
え
の
あ
る
食
材
や
調
理
法
を
献
立
に
取

り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
正
し
い
食

事
の
あ
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

の
知
識
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
２８

年
度
に
実
施
し
た
食
事
に
関
す
る
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、「
朝
食
」
を
食
育
の
テ
ー
マ

と
す
る
指
導
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

真
空
冷
却
機
や
食
缶
洗
浄
機
等
、
施
設
・
設

備
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新
お
よ
び
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
高

校
・
大
学
等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な

保
護
者
に
入
学
準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教

育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

は
か
り
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た

め
、
幼
稚
園
の
設
置
者
が
保
育
料
等
を
減
免

す
る
措
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
幼
児
期
の
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の

円
滑
な
学
び
の
接
続
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、

教
職
員
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
対
象
と

し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
数
が
急
増
す
る
、
一
部
の
小
中

学
校
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

へ
の
意
見
聴
取
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

の
話
し
合
い
を
十
分
に
行
い
、
適
正
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
を
計
画
的
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生

徒
に
対
し
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
家
に
よ

る
発
達
支
援
訪
問
指
導
や
、
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
専
門
性
の
向
上
を
は
か
る
研
修
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
き
る
学
習
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計

画
的
な
改
修
や
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た

繰
越
事
業
と
し
て
、
大
規
模
地
震
に
備
え
た

屋
内
運
動
場
等
の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
通

学
区
域
内
の
児
童
数
の
急
激
な
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
明
正
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
増

設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
学
習
環
境

を
整
え
る
た
め
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室

等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
一
括
し
て
行
う
と

と
も
に
、
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の

施
設
改
修
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
社

会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
教
育
指
導
の

実
現
を
め
ざ
し
、
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力

を
高
め
る
た
め
、
研
修
方
法
の
工
夫
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
忙
化
す
る

教
職
員
の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在

校
時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の
向
上
や

校
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
等
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

地
域
と
の
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り

を
展
開
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
指
定
に
向
け
た
先
行
研
究
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
に
お

け
る
学
校
応
援
団
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
行

う
退
職
教
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
活
用
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い

て
目
標
を
見
つ
け
、
自
己
実
現
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
自
主

的
に
学
び
を
継
続
し
、
学
ん
だ
成
果
を
地
域

社
会
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の

担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、

循
環
型
生
涯
学
習
社
会
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
な
ど
に

触
れ
る
機
会
を
充
実
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
心

を
育
み
、
地
域
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る

よ
う
、
市
民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

こ
し
が
や
市
民
大
学
を
企
画
・
運
営
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
主
体
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種

学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
学
習
機
会
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
習
成
果
を
地

域
社
会
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材
育
成
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
っ
て
い
る
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会

や
講
座
等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
自
立
心
や
社
会
性
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
行
事
に
お
け
る
自
然
体
験

学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
一
般
利

用
を
含
め
施
設
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高

め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
、
学
校
利
用
に
お
け
る
、
実
験
や
工
作

な
ど
の
科
学
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
セ
ン
タ
ー
の

メ
ニ
ュ
ー
を
学
校
で
も
体
験
で
き
る
よ
う
、

教
職
員
用
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
た
に
作

成
し
、
実
験
機
材
等
の
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
教

材
」
の
利
用
促
進
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す
べ

て
の
人
が
科
学
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

に
応
じ
た
魅
力
的
な
科
学
体
験
事
業
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
情
報
発
信
と
資
料
管
理
の
充
実

や
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
市
民
団
体
等
と

の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
す
べ
て
の

学
童
保
育
室
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
本
館
と
各
図
書
室
、
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
け
る
「
お
は
な

し
会
」
の
充
実
や
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
人
材
育
成
に
努
め
る
な
ど
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
移
設
・
拡
充
し
た
南
部
図
書
室

は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
、「
健
康
・
医
療
コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め

と
す
る
蔵
書
の
整
備
や
、「
こ
ど
も
図
書

室
」
の
利
用
推
進
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
開
館
か
ら
３０
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
本
館
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
を
含
む
計
画
的
な
改
修
に
努
め
、

施
設
機
能
の
維
持
・
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越

谷
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
文
化

総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
」
を
発
行
い
た
し

ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
郷
土

芸
能
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
越
谷
市
郷

土
芸
能
祭
や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
を
開
催

し
、
発
表
と
体
験
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
む
た

め
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
を
拠
点
に
薪
能
や
能

楽
体
験
教
室
を
開
催
し
、
鑑
賞
と
体
験
の
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
こ
し

が
や
能
楽
堂
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
、
外
国
語
版
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
昔

の
生
活
様
式
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
歴
史
的
資
料
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
引
き
続
き
大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

行
い
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
と
と
も

に
、
発
掘
調
査
の
体
験
な
ど
実
際
に
見
て
感

じ
ら
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧

東
方
村
中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

社
会
科
見
学
、
公
民
館
や
自
治
会
等
の
事
業

に
お
け
る
、
郷
土
に
関
す
る
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
日
本
全
体
の
機
運

が
盛
り
上
が
る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
諸
外
国
の
一
流
選
手
を
身

近
に
感
じ
、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」
、「
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
」
を
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
同
大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
招

致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
機
会
に
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
楽
し
み

に
つ
い
て
も
改
め
て
認
識
し
つ
つ
、
健
康
の

維
持
・
向
上
や
健
康
寿
命
の
延
伸
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
し

て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保

育
室
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
、
無
理
な
く
活
動
に
参

加
し
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
福
祉
施
設
等
へ
の
出
前
講
座
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
日
頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民

が
楽
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る

契
機
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
を
対
象
と
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
新
た
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
人
材
の
養
成
や

登
録
者
数
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各

種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に

お
け
る
登
録
者
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
練
習
会
場
と
し

て
の
招
致
な
ど
、
幅
広
い
活
用
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２９
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
平
成
２８
年
１０
月

に
開
催
さ
れ
た
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議

に
お
い
て
、
教
育
は
学
校
だ
け
で
全
う
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、『
社
会
総
が

か
り
』
で
子
ど
も
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
以
前
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景

と
し
た
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
低
下
や
、

諸
外
国
と
比
較
し
て
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
が
低
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
お

り
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
や
希
望
、
目
標
を

も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
て
い
け
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
６
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が

学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て

基
本
目
標
１
「
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
進
め
る
」に
つ
い
て

昨年は星奈津美さんがデザインされた
田んぼアート

し
ん  

しつ
か

ひ
ら
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昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
泳
女
子
２
０
０
㍍
バ

タ
フ
ラ
イ
で
、
越
谷
市
出
身
の
星
奈
津
美
さ

ん
が
、
２
大
会
連
続
の
銅
メ
ダ
ル
に
輝
く
と

い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
諦

め
な
い
そ
の
姿
は
、
越
谷
市
民
だ
け
で
な

く
、
日
本
国
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
会
見
に
お
い
て
、
星
さ
ん
は
、

「
小
さ
な
頃
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
舞

台
に
憧
れ
、
そ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
家

族
ら
が
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
。
自
分
ひ
と

り
の
目
標
で
は
な
い
と
感
じ
て
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
。
競
泳
は
自
分
自
身
そ
の
も
の
」

と
い
う
旨
の
お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

星
さ
ん
の
言
葉
は
、
常
に
日
本
競
泳
女
子
の

先
頭
に
立
ち
、
重
圧
を
一
手
に
引
き
受
け
て

き
た
責
任
感
と
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
実
現

す
る
、
そ
の
原
動
力
と
も
な
っ
た
家
族
や
仲

間
、
指
導
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
あ
ふ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
純
粋
で
真
摯
な
人
柄
だ
か

ら
こ
そ
、
星
さ
ん
は
栄
光
を
掴
み
取
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
限
ら
ず
、
人
が
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
し
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
と
き
も
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
、
そ
し
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
栄
光
を
勝
ち
取
る
に
は
、

幾
多
の
困
難
を
自
ら
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
が
強
い
意

志
を
も
ち
、
自
分
を
信
じ
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
あ
り
、
ま
た
、
周
り
の
人
た
ち
が
そ
の

人
を
信
じ
、
支
え
、
心
か
ら
応
援
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
日
本

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
星
さ
ん
の

よ
う
に
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
、
平
成
２８
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
期
越
谷
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
夢
に
向

か
っ
て
輝
け
る
よ
う
、「
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
３
つ
の
分
野
に
お
け
る
基
本
目
標
を
柱

に
、
教
育
施
策
の
一
層
の
充
実
と
効
果
的
な

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
力

で
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
は
、
我

が
国
や
郷
土
の
伝
統
文
化
を
よ
く
理
解
し
た

う
え
で
、
自
分
の
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
高
い
志
を
も
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
粘
り
強

く
学
ん
で
い
く
姿
勢
が
大
切
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
確
か
な
学
力
・
健

康
な
心
と
体
な
ど
、「
生
き
る
力
」
を
育
む

こ
と
を
め
ざ
し
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼

さ
れ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
情
報
活
用

能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
魅
力
あ
る
授
業

が
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
の
課
題
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
は
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
正
し
く
有
効
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
授
業
や
教
職
員
研
修
、
家

庭
・
地
域
を
対
象
と
し
た
講
演
を
行
う
と
と

も
に
、
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た

「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
の
『
共
有
ル
ー

ル
』」
の
普
及
・
啓
発
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
資
質
向
上
や
司
書
教
諭
・
学
校

図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化

を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
向

上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
・
自
己
肯
定
感

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
小
中
学
校
９
年
間

を
見
通
し
た
連
続
性
の
あ
る
系
統
的
な
指
導

を
展
開
す
る
た
め
、
各
中
学
校
区
を
単
位
と

し
て
全
小
中
学
校
へ
研
究
指
定
・
研
究
委
嘱

を
行
い
、
そ
の
研
究
・
実
践
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
内
容
お
よ
び
指
導

方
法
に
つ
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の
結
果

を
活
用
し
、
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、「
特

別
の
教
科　

道
徳
」
の
小
学
校
教
科
用
図
書

の
採
択
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
正
性
・

透
明
性
を
確
保
し
た
教
科
用
図
書
選
定
委
員

会
に
よ
る
綿
密
な
調
査
研
究
を
行
い
、
教
育

委
員
会
の
判
断
と
責
任
に
よ
り
適
正
か
つ
公

正
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
主
体
的
に
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
む
態
度
を
育
む
た
め
、

小
学
校
全
３０
校
に
お
い
て
越
谷
生
物
多
様
性

子
ど
も
調
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、

環
境
問
題
を
意
識
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育
む
教
育

に
つ
い
て
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
３２
年
度
か
ら
の
小
学
校
に
お

け
る
英
語
の
教
科
化
を
見
据
え
、
児
童
の
英

語
へ
の
興
味
・
関
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
ま
る
よ
う
、
語
学
指
導
助
手
に

よ
る
指
導
期
間
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
小
学
校

教
員
の
外
国
語
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
英
語
教
育
の

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
各
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

訓
練
や
防
災
学
習
の
実
施
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
本
市
に

お
い
て
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
る
被
害
か
ら
得

た
教
訓
を
活
か
し
、
平
成
２９
年
度
か
ら
毎
年

「
学
校
防
災
の
日
」
を
定
め
、
全
小
中
学
校

に
お
い
て
一
斉
に
避
難
訓
練
や
引
き
渡
し
訓

練
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
道
徳
教
育
の
充

実
を
は
か
る
た
め
、
郷
土
の
偉
人
や
伝
統
文

化
な
ど
を
取
り
上
げ
た
、
本
市
独
自
の
道
徳

副
読
本
を
新
た
に
作
成
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
き
め
細
か
な
生
徒
指
導
を
通
し
て
児
童

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
目
的

と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が

明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
、
自
己
実

現
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
学
び
総
合
指
導

員
を
学
校
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
消
を

は
か
る
た
め
、
い
じ
め
の
積
極
的
な
認
知
を

重
視
し
た
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の

改
定
や
、
教
職
員
を
対
象
と
す
る
出
前
研
修

会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
教

育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
員
や
適
応
指
導

教
室
「
お
あ
し
す
」
に
お
け
る
学
び
総
合
指

導
員
な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
自

立
や
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
に
関
す
る
知
的
理
解
の
み
な
ら

ず
、
自
分
の
大
切
さ
と
等
し
く
他
の
大
切
さ

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
人
権
感
覚
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の

基
礎
を
培
う
た
め
、
学
校
に
お
け
る
健
康
診

断
や
学
校
歯
科
医
等
と
連
携
し
た
研
修
会
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

の
現
代
的
な
健
康
課
題
で
あ
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
用
の
「
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
訂
し
、

安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
食
生
活

が
柔
ら
か
い
食
べ
も
の
に
偏
り
が
ち
な
こ
と

か
ら
、
児
童
生
徒
の
「
か
む
こ
と
の
大
切

さ
」
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、「
よ

く
か
ん
で
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
か
み

ご
た
え
の
あ
る
食
材
や
調
理
法
を
献
立
に
取

り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
正
し
い
食

事
の
あ
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

の
知
識
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
２８

年
度
に
実
施
し
た
食
事
に
関
す
る
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、「
朝
食
」
を
食
育
の
テ
ー
マ

と
す
る
指
導
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

真
空
冷
却
機
や
食
缶
洗
浄
機
等
、
施
設
・
設

備
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新
お
よ
び
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
高

校
・
大
学
等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な

保
護
者
に
入
学
準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教

育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

は
か
り
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す
る
た

め
、
幼
稚
園
の
設
置
者
が
保
育
料
等
を
減
免

す
る
措
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
幼
児
期
の
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の

円
滑
な
学
び
の
接
続
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、

教
職
員
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
を
対
象
と

し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
数
が
急
増
す
る
、
一
部
の
小
中

学
校
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

へ
の
意
見
聴
取
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

の
話
し
合
い
を
十
分
に
行
い
、
適
正
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
を
計
画
的
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生

徒
に
対
し
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
家
に
よ

る
発
達
支
援
訪
問
指
導
や
、
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
専
門
性
の
向
上
を
は
か
る
研
修
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
き
る
学
習
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
の
進
む
施
設
の
計

画
的
な
改
修
や
、
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た

繰
越
事
業
と
し
て
、
大
規
模
地
震
に
備
え
た

屋
内
運
動
場
等
の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
通

学
区
域
内
の
児
童
数
の
急
激
な
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
明
正
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
増

設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
学
習
環
境

を
整
え
る
た
め
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室

等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
一
括
し
て
行
う
と

と
も
に
、
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の

施
設
改
修
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
社

会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
教
育
指
導
の

実
現
を
め
ざ
し
、
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力

を
高
め
る
た
め
、
研
修
方
法
の
工
夫
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
忙
化
す
る

教
職
員
の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
在

校
時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の
向
上
や

校
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
等
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

地
域
と
の
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り

を
展
開
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
指
定
に
向
け
た
先
行
研
究
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
に
お

け
る
学
校
応
援
団
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
行

う
退
職
教
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
活
用
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い

て
目
標
を
見
つ
け
、
自
己
実
現
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
自
主

的
に
学
び
を
継
続
し
、
学
ん
だ
成
果
を
地
域

社
会
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の

担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、

循
環
型
生
涯
学
習
社
会
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
な
ど
に

触
れ
る
機
会
を
充
実
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
心

を
育
み
、
地
域
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す

が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
つ
な
が
る

よ
う
、
市
民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

こ
し
が
や
市
民
大
学
を
企
画
・
運
営
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
主
体
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種

学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
学
習
機
会
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
習
成
果
を
地

域
社
会
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材
育
成
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
っ
て
い
る
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会

や
講
座
等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
自
立
心
や
社
会
性
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
行
事
に
お
け
る
自
然
体
験

学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
一
般
利

用
を
含
め
施
設
の
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

理
科
や
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高

め
、
創
造
性
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
、
学
校
利
用
に
お
け
る
、
実
験
や
工
作

な
ど
の
科
学
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
セ
ン
タ
ー
の

メ
ニ
ュ
ー
を
学
校
で
も
体
験
で
き
る
よ
う
、

教
職
員
用
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
た
に
作

成
し
、
実
験
機
材
等
の
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
教

材
」
の
利
用
促
進
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
す
べ

て
の
人
が
科
学
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

に
応
じ
た
魅
力
的
な
科
学
体
験
事
業
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
情
報
発
信
と
資
料
管
理
の
充
実

や
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
市
民
団
体
等
と

の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、
す
べ
て
の

学
童
保
育
室
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
本
館
と
各
図
書
室
、
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
お
け
る
「
お
は
な

し
会
」
の
充
実
や
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
人
材
育
成
に
努
め
る
な
ど
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
移
設
・
拡
充
し
た
南
部
図
書
室

は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
、「
健
康
・
医
療
コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め

と
す
る
蔵
書
の
整
備
や
、「
こ
ど
も
図
書

室
」
の
利
用
推
進
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
開
館
か
ら
３０
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
本
館
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
を
含
む
計
画
的
な
改
修
に
努
め
、

施
設
機
能
の
維
持
・
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越

谷
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
文
化

総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
」
を
発
行
い
た
し

ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
郷
土

芸
能
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
越
谷
市
郷

土
芸
能
祭
や
郷
土
芸
能
体
験
教
室
を
開
催

し
、
発
表
と
体
験
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
む
た

め
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
を
拠
点
に
薪
能
や
能

楽
体
験
教
室
を
開
催
し
、
鑑
賞
と
体
験
の
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
こ
し

が
や
能
楽
堂
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
据
え
、
外
国
語
版
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
昔

の
生
活
様
式
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
歴
史
的
資
料
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
引
き
続
き
大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

行
い
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
努
め
る
と
と
も

に
、
発
掘
調
査
の
体
験
な
ど
実
際
に
見
て
感

じ
ら
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧

東
方
村
中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

社
会
科
見
学
、
公
民
館
や
自
治
会
等
の
事
業

に
お
け
る
、
郷
土
に
関
す
る
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
日
本
全
体
の
機
運

が
盛
り
上
が
る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
諸
外
国
の
一
流
選
手
を
身

近
に
感
じ
、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」
、「
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
」
を
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
同
大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
招

致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
機
会
に
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
楽
し
み

に
つ
い
て
も
改
め
て
認
識
し
つ
つ
、
健
康
の

維
持
・
向
上
や
健
康
寿
命
の
延
伸
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
し

て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
臨
時
保

育
室
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
、
無
理
な
く
活
動
に
参

加
し
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
福
祉
施
設
等
へ
の
出
前
講
座
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
日
頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民

が
楽
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る

契
機
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
を
対
象
と
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
新
た
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
人
材
の
養
成
や

登
録
者
数
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各

種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に

お
け
る
登
録
者
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
練
習
会
場
と
し

て
の
招
致
な
ど
、
幅
広
い
活
用
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２９
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
平
成
２８
年
１０
月

に
開
催
さ
れ
た
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議

に
お
い
て
、
教
育
は
学
校
だ
け
で
全
う
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、『
社
会
総
が

か
り
』
で
子
ど
も
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
以
前
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景

と
し
た
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
低
下
や
、

諸
外
国
と
比
較
し
て
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
が
低
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
お

り
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
や
希
望
、
目
標
を

も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
て
い
け
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図書館等で開催している「おはなし会」

基
本
目
標
３
「
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親

し
め
る
環
境
を
つ
く
る
」に
つ
い
て

基
本
目
標
２
「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
を
充
実
し
、地
域
の
文
化
を
創

造
す
る
」に
つ
い
て

つ
ち
か

ま
っ
と

た
き
ぎ
の
う

ひ
が
し
か
た 

む
ら

き
ゅ
う
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